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はじめに

　時制は日々の大雑把な日常生活時間の領域と、精密さを要する公的・歴史時間のように科学時間
の領域に分かれよう。後者の緻密で長期的スパンに立つ暦学や天文学などの専門書や専門機器を用
いる領域は筆者の研究分野に余るのでここでは扱わない。本稿では生活に密着した民族・民俗学の
領域を、空を仰ぎ見るアラブの内側からの、民衆次元のイーミックな領域を主として扱う。この視
点に立って「アラブ基層文化の追究」の一環として「時制」を扱う。表題を（3）としたのは、筆
者には既に「時制」を扱ったものとして（1）「一日の「日時」　時を刻む　アラブの「時制」の考察」、（2）
「アラブ遊牧民のカレンダー　星の歳時記」の論考があるからである。（1）では時の概念と一日の
分割について論じた。（2）では十二か月を星の歳時記である黄道十二宮と二十八宿を目安に俚謡
を含めて論じた。本稿も（2）と同じ視点に立って「何夜月」の一か月内の時制を扱う。二十八宿
にはアラブ遊牧民の古謡・俚謡があったように、一か月のそれぞれの「何夜月」にもわらべ歌とも
俚謡とも採れる言い伝えがあるのは驚きであり、また流石でもあり、それを異文化の我々に紹介で
きるのは筆者にとって僥倖といったところである。

1　  一か月の「月」、天体の月 qamarと時間の月 shahr

2　  一か月の中の時制・節目の区切り方
2－1  サラース（三日・三夜ごと）の区切りについて　
2－2  今夜は何夜月、日々の月概括
3　  サラース（三夜ごと）、一夜ごとの具体相　
3－1  「第一サラース」第一～三夜月

  ヒラール Hilaal（三日月）、グラル Ghurar（徴月）、ズフル Zuhr（華月）、
  バラーウ Baraa'（新生月）、アドファク Adfaq（曲月）、ハーキン Haaqin（臥月）

3－1－1 「一夜月」　hilaal、ibn laylah

3－1－2 「二夜月」ibn laylatayn

3－1－3 「三夜月」ibn thalaath 

3－2  「第二サラース」第四～六夜月
  ヌファル Nufal（余月）、サマル Samar（閑談月）、カマル Qamar（月）、シュフブ Shuhb（銀月）
3－2－1 「四夜月」ibn arba"
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Nights of a Month based on the Moon and its Manzils
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3－2－2 「五夜月」ibn khams

3－2－3 「六夜月」ibn sitt

3－3  「第三サラース」第七～九夜月　
  トゥサウ Tusa"（九夜月）、アフラーウ "Afraa'（灰月）　ブフル Buhr（輝月）
3－3－1 「七夜月」ibn sab"　
3－3－2 「八夜月」ibn thamaan

3－3－3 「九夜月」Ibn tis"

3－4  「第四サラース」第十～十二夜月　
  ウシャル "Ushar（十夜月）、ドゥラル Durar（真珠月）
3－4－1 「十夜月」　ibn "ashr

3－4－2 「十一夜月」ibn ihdaa "ashrah

3－4－3 「十二夜月」ibn ithnatay "ashrah

3－5  「第五サラース」第十三～十五夜月　
  カマル Qamar（月）、バドゥル Badr（満月）、ビード Biyd（明月）
3－5－1 「十三夜月」ibn thalaatha "ashrah

3－5－2 「十四夜月」ibn arba"a "ashrah

3－5－3 「十五夜月」ibn khamsa "ashrah

3－6  「第六サラース」第十六～十八夜月
  ドゥラウ Dura"（夜半月）、ヌカル Nuqal（減月）
3－6－1 「十六夜月」Ibn sitta "ashrah

3－6－2 「十七夜月」Ibn sab" a "ashrah

3－6－3 「十八夜月」Ibn thamaaniya "ashrah

3－7  「第七サラース」第十九～二十一夜月
  ズラム Zulam（暗月）、 ブハム Buham （闇月）
3－7－1 「十九夜月」Ibn tis" a "ashrah

3－7－2 「二十日夜月」Ibn "ishriin

3－7－3 「二十一夜月」Ibn ihdaa wa- "ishriin

3－8  「第八サラース」第二十二～二十四夜月
  ハナーディス Hanaadis（出の遅き月）、サーフール Saahuur（寝ずの番月）
3－8－1 「二十二夜月」Ibn ithnatayn wa- "ishriin

3－8－2 「二十三夜月」Ibn thalaath wa- "ishriin

3－8－3 「二十四夜月」Ibn arba" wa- "ishriin

3－9  「第九サラース」第二十五～二十七夜月
  ヌハス Nuhas（悩み月）、ダアーディー Da' aadii（急

せ

かれ月）
3－9－1 「二十五夜月」Ibn khams wa- "ishriin

3－9－2 「二十六夜月」Ibn sittu wa- "ishriin

3－9－3 「二十七夜月」Ibn sab" wa- "ishriin

3－10  「第十サラース」第二十八～三十夜月　
  ミハークMihaaq（隠れ月）
3－10－1 「二十八夜月」ibn thamaani wa- "ishriin

3－10－2 「二十九夜月」ibn tis" wa- "ishriin

3－10－3 「三十夜月」ibn thalaathiin

4　  雨　一か月内の雨
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　1　一か月の「月」、天体の月 qamar と時間の月 shahr

　本稿で多くを引用する Subh al-A"shaa（11頁参照）の記述「一か月とは新月の出現を確認した時
から始まり、次の新月の出を確認するまでの時空間を言う」（Ⅱ359）。陰暦ではいずこもこうした
一か月の時制を持つことであろう。一か月の時制は天体の月に依存している程に、後者の比重が大
きい。
　わが国では天体の「月」も、一か月の時の「月」も、同じ「月」で表される。どちらの方を言及
しているのか、口頭や書面では文脈で判断するか、曖昧な場合わざわざ説明を加えなければならな
い。英語では前者はMoon、後者はその変化形Monthで差異化している。アラブ世界では全く別な
語で表現される。天体の「月」はカマル qamar、そして一か月の「月」はシャフル shahrで表される。
両者の語の由来は後に述べよう。
　暑く乾燥した世界では、昼の太陽の暑熱を避け、夜間の涼しさを呼ぶ月星に生活の比重がかかっ
ている。雲にも雨にも煩わされること少なく、夜の天体の占めるアラブ・遊牧民的日常世界は意外
に大きくて深い。アラブの伝統的慣行では一か月の中で「今日は何日？」と尋ねるより、「今夜は
何夜月？」と尋ねる方が普通であった。と言うのもわが国の「月」が両義の概念であるのと同様、
天体の月の形状が、月面の満ち欠けが、いずこの文化圏よりも一か月（二十九～三十日）分割の指
標となっていたからである。
　黄道上の星や星座たちは、一年を通しての黄道十二宮、月の二十八宿として十二か月の「月齢」
即ち「月読み」を提供していた。太陽のお成り道・黄道に沿っての星座が十二の宮（burj）となって
一年の各月を表していた。同じく月のお成り道・白道（ほぼ同じ軌道であるが）に沿っての星や星座
も、一か月より細かい、それを2⅓、即ち十三日を一区切りとして二十八宿（manaazil al-qamar）を
形成して年間の時制となっていた。月の循環は一年の指標、即ち十二か月の十三日ごとの指標とな
っていただけではない。毎夜の月の位相と刻限とに相関を持ち、「月齢」だけでなく「日齢・日にち」
の確認の意味合いも持ち合わせていた。その満ち欠けから一か月内の日取りの目安となっていた。
　もう少し詳しく述べよう。天体の月は毎日その位相を変え、十二宮をさらに二十八に分割した星
ないし星座を毎夜の宿（manzil）として、一日ごとに宿を順次換えて移行してゆく。このように一
か月の日にちの指標としてマンジル「月の宿」としても機能して、毎夜の月の位相と相関を持ち、
「日齢」「日にち」として機能していたのである。従って夜の天体・月は黄道の星や星座たちと共に、
昼の天体・太陽では区切りが明瞭とはならない一年を通しての黄道十二宮として「十二か月」の「月
読み」を提供していただけではなく、さらに月の二十八宿は一か月内の「日

こ

読み＝暦」の指標とな
っていた。それ故「今日は何日」、というより「今日は（今夜は）何夜月」と言った方がアラブ世
界の実相を反映していたものであった。本稿で扱うのは一か月の中の時制分割であるので、一か月
単位となる太陽よりも、そのさらに細かく分割した指標となれる月と星が頼りとされる。何日よ
りも何夜月の時制が関与する。以下で扱う「何夜月」はカレンダーに依拠しない民俗事象としての
「日

こ

読み」「暦」を提供していた。
　それ故「今日は何日」、というより「今日は（今夜は）何夜月」と言った方がアラブ世界の実
相を表していたものであった。即ち「月面・月相」を読み取ると同時に、十二宮を細分した月の
二十八宿（manaazil al-qamar）をも読み取って、何夜月かの確認を行っていたのである。十二宮の
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方は一か月を超えた「月」の時制の、その月全体の特徴の対象となっていた。が、その分割された
二十八宿の方は、一宿を形作る星や星々が十二宮の下位単位として一年の周期の目安となっていた
と同時に、一か月の夜ごとの「何夜月」の「月の宿」をも示していた。と言うのも一か月の二十八
日は順次月がその宿に留まり、昼の間に次の宿に移行すると考えられたからである。それ故にこそ
二十八宿のそれぞれは「月の宿」（manzil al-qamar）と言われるわけである。即ち太陽は黄道十二宮
のいずれかに順次一か月間属する。十二宮のいずれかの宮（burj ³⁰╱₃₆₀の塔）の中にあって、ほぼ
一度ずつ移動して次の宮（ブルジュ）に入って行くのであるが、日ごと単位では細かすぎて一度で
は読み取ることが出来ない。その点、月は移動が速く一日に12～13度を移動するので、容易に目
安となる。月は夜空の天体の中では最も早く動く。アラブにも「その変化において月よりも早い」
ChenneryⅡ90、234と言われるように、刻々その位置を変える。夜毎その出没の刻限と形相を変
える月は時制で言えば、時間の、日の、月の刻みを人間生活に知らせているのである。十二宮が細
分された「月の宿」（manzil）は月が一か月の毎日のそれぞれの宿を提供することになる。その一宮（ブ
ルジェ）のさらに³⁄₇と細分化した一宿（¹³╱₃₆₀）を始点として順次夜ごとに宿を移行してゆくから
である。なお月の二十八宿（manaazil al-qamar）概念では、二十八夜までであり、二十九夜（およ
び三十夜目）は全く月面・月相が姿を見せないので二十八宿の埒外に置かれている。太陽の中に入
って姿を見せないので新月出現までの「太陽の宿」とされているとも見られる。
　イスラム暦は一か月が三十日か二十九日かで成り立つ。普通はそれが交互に来るわけであるが、
三十日で一か月が成り立つ場合、完全に日数を満たすところから「完全月」と言う意味で、シャフ
ル・ターッム shahr taammと言う。わが国の「大の月」に当たろう。そして二十九日で一か月が終
わる月は「欠け月、不全月」の意味でシャフル・ナーキス shahr naaqisと言われている。わが国の
「小の月」ということになろう。またひと月として、「大の月」と「小の月」とが交互に続く。わが
国のひと月置きのことを「月交

ま

ぜ」と言う概念があるが、それと同じで基本的には同じ日数の月が
続かないので、アラブの方では十二か月は、個々に独立したお互いの「分離月、取り除け月、見捨
て月」の意味でムファーラカ mufaarakahなる用語でも呼ばれている。
　月の二十八宿（manaazil al-qamar）の一か月の「宿」について分かり易く「春分の日」を日月の
始点とする場合を例に採ってみよう。以下もこの視点に立つ。三月二十一日は伝統的には太陽は
十二宮のうち第一宮牡羊座の始点にあるとされた（現在は地軸のずれで魚座に移行している）。四
月星座の牡羊座に太陽がそのブルジュ（塔＝宮）を占める。日の出とともに天の赤道上の分点を進
み昼夜の等しい時間を計って西に没する。月もまた太陽と同じブルジュ（塔＝宮）の中にあると想
定する。入り日の陽光のため見えないのであるが、それを十三日で細分した宿（manzil）のなかに
安らいでいて、太陽に僅かに遅れて周回する。それが牡羊座の宮を細分した第一宿シャラターン
al-Sharataan（牡羊の二本印＝角）である。日没後、月はこのシャラターンを宿として、宵の西空に
僅かにその姿を見せる。三日月とは言えない細い繊月がシャラターン宿に安らぐわけである。二日
月は牡羊座の第二宿（²⁶╱₃₆₀内）ブタイン（al-Butayn牡羊の小腹）に移動し、太陽とは少し距離を
置いて遅れて闇が増す宵となる頃西に没してゆく。そのため二日月辺りからは地上において見やす
くなる。こうして月はそれ以降、次第にその姿を顕し、十五夜を境にその姿を徐々に隠してゆく。
アラブ社会では、月が覆っていた外套を次第に脱いで行き、銀白色の美顔ないし素肌を見せてゆき、
後半月は隠してゆくと考えられている。日ごとに「何夜月」と目安にされるのは、月の出の刻限及
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び月の表面・その相とこの月の二十八宿の星取りの位相である。
　本稿では一か月の分割時制を一日ごとに何夜月として述べてゆく。冒頭にアラブ世界での天体の
「月」はカマル qamar、そして一か月の「月」はシャフル shahrで表される、と述べた。この両者の
語の由来について述べておく。天体の月カマル qamarについては、その意味やそれに纏わる文化
的事項は「qamar（月）の表象」として拙稿「「夜」そのアラブ的表象（後－1）」、『アッサラーム』
第23号（1981年9月）の第二節で触れておいたので参照されたい。そこでは言及していない事項
についてここで少し述べておこう。
　アラブ地域には古代オリエントの時代から天体信仰が存在し、その中でも「三神信仰」が大きな
比重を占める。即ち父を月とし、母を太陽と、そして星の代表である金星をその子とした「三神信
仰」思想があった。なかんずく月神は天体の月、一か月、毎夜の月と、さらに他の星辰とが重層して、
実生活とも精神・信仰ともに深く関与していた。バビロニアでは月神シンが父で、太陽神シャマシ
ュが母、金星神イシュタルとはその子供としている。月を男性とし、太陽を女性とするのは、セム
族のセム（アフロ・アジア）語に共通する概念である。言語やジェンダーにおいても子孫のアラブ
族のアラビア語はそれを継承している。以下の「何夜月」のそれぞれも「Ibn～」（何夜の息子）と
して叙されている。半島北西部にあるテマ（現タイマー）はバビロニア文化の最南端にあって、都
市神が月神シンであったことは知られている。シナイ半島の地名も月神シンから由来している説も
ある。
　アラブ遊牧民の間でも「月」をトーテムとも関連して部族名や己の名前ともしていた。「月」の
総称カマルを称する部族もあった。カマル族 Banuu al-Qamar がそれで、カフターン系イエメンア
ラブの雄族であった。近代ではオマーンのアフダル山を領するリヤーム族 Banuu Riyaamやハディ
ール族などがこのカマル族の末裔とされている。「満月」バドルを部族名としたのはズブヤーン族
の支族、バドル族 Banuu al-Badrであった。「三日月」を部族名としたのは半島西岸から北アフリカ
に移動したヒラール族 Banuu al-Hilaalであった。
　一か月シャフル shahrの語義について。さて、それでは後者の「一か月」の時制を意味する基本
語シャフル shahrについて、その語義や文化的背景などについて触れておく。
　一か月の月の動きについて、「月始め」、「月立ち」即ち「朔日」はイジティマーウ ijtimaa"　（会合）
とかイッティサール ittisaal（接合、接続）とか言われる。一方十五夜の満月・望はイスティクバー
ル istiqbaal（向かい合い、相対）とか言われる。この意味合いを見ても分かる通り、これらの名称
は月だけが対象ではなく、月の位相と太陽との相関が絶えず意識されての名称なのである。
　一か月の時制の「月」シャフル shahrとは、その語義は「月」の縁語から生じている。おなじみ同
族語シャヒール shahiirとかマシュフール mashhuurとかの「有名な」と同じ語根である。シャフル
shahrは、元来はシュフラ shuhrahと言って、「明るみに出す、公にする、暴き出す」ことである。月
本体をどれ程〈明るみに出す〉か、その月相を言っている。また〈月光〉がおよそ照らし出すところ、
何も残らず闇の世界を〈明るみに出す〉ことにも由来する。姉妹語のシリア語でも一か月の「月」は
サフル sahrと言われていたことが知られる。「月」の複数の「月ゞ」の語は二つあり、少数複数はア
シュフル ashhurと多数複数はシュフール shuhuurと、これも本来ならば厳然と使い分けられていた。
　シャフル shahrが「月」、「一か月」として、時制の基本語となる中で、この語に基づいて、派生
語が作られてゆく。シャフル shahrを動詞化した語がシャハラ shaharaであり、「〈一か月〉が経過する」
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となる。生後〈一か月〉経った赤子、母親などが〈動作主〉に用いられる。牧畜圏なので当然のこ
ととして家畜や動物の個体にも等しく用いられる。「生後〈一か月〉経った子・仔」のことは、ム
シュヒル mishhirとの月齢単位の用語となっている。「〈一か月〉に払われる費用や金、給料、年金」
などはムシャーハラ mushaaharahと言っており、それを支払う行為はシャーハラ shaaharaで言い表
す。なおシャーハラ shaaharaには「〈月決め〉で行う、雇う、契約する」の意味も派生する。
　シャフル shahrを形容詞化したアシュハル ashharとは「月（一か月）に相応しい、月のような、
もっとも月らしい」、さらには「もっとも名の知れた、有名な」月と派生している。十二か月の中でも、
年祭や私的な場合でも一か月全体ではなく、その日が一か月中の何日目であるのかを特に意識させ
られる、そういう一か月を言っている。公的ではなく、私的な誕生日の伴う場合、婚約・結婚式な
どのハレの場合なども一日一日が意識させられる。こうした場合特に「月」を意識する月を言って
いる。月面も指す場合があるが、多くは時制を指して用いられる。それならばアシュハル「最も月
らしい月」それは何月なのであろうか。ムスリム一般大衆には生活自体がその月が特別体制に入る
ラマダーン（断食月）を指していよう。しかし宗教においては「最も月らしい月」とは、ズー・ハ
ッジ（Dhuu al-Hajj）を指している。即ちハッジ（巡礼月、巡礼時期）を指しているのだ。
　また一か月が「新月」を単位として月々の尺度ともされた。その一例を文学作品から引いてみよう：

　奴隷商人達は私の注文に合う者を探すべく俄かに動き出し飛び出していった。一刻も早く
注文のものを確保せんと躍起になっていた。しかしそれから何回目の新月が巡ってきたろう
か、月の満ちては欠ける日々が繰り返されても、彼らは約束の一つももたらせてはくれなか
ったし、雷鳴はあれど降雨がもたらされることは無かった。奴隷商人達が私との約束を忘れ
たか、忘れた振りをしているのを見て、つくづく納得したものである、請け負った仕事を完
璧にこなす人間などいないものだ、痒

かゆ

い所を掻くことが出来るのは自分の爪だけなのだと。
（Har.  第34話　拙訳平凡社版Ⅲ8）

　ここでは「新月」ヒラールが、時制の「一か月」であるシャフル shahrの代わりとして用いられ
ている。いわば換喩であって、新月という一か月の部分が全体を表している、そういう形で喩えら
れていることになる。盈虚即ち月が満ちてゆく盈から減じて行く虚。アラブ世界では、その虚に向
かうのを「減少する」という。〈月〉主体の「減少する」ことをナカサ naqasaと言い表わす。ナカ
サとは、本来完全であるもの、満杯であるものがくずれる、欠ける、流出・減少することを言う。
それも大くずれというのでなく、その完ぺきさがいくらか損じてゆくこと、崩されてゆくことを指
して言う。あるいは抽象的には一か月の後半は「虚」、即ち満月が欠けてゆき、光明が減じてゆくので、
勢いが衰える。月の後半を「黒月」という東アジアの習慣とも共通しよう。イスラム期以降、ベド
ウィンの間でも月信仰に代わって、さらにそれをも凌駕して唯一神が位置付けられる。月は神によ
って人間や他の被造物に対して一日や一か月や歳月を知らせ、光明となるものとして位置づけられ
る（例えば『コーラン』第10章5節を参照）。神が創造したものとして理解されて、月信仰は変形
されて続けられた。神の創造物 khalq の一つとして「月」が位置づけられる。
　なお月見において、月に雲がかかったりして暈

かさ

が見える時がある。この「暈」のことであるが、
普通には仏像などの後背や後光などと同じハーラ haalah（pl. haalaat「畏敬・恐れさせるもの」）と
言うのであるが、太陽にかかる暈がタファーワ tafaawah（浮いたもの）と言うのに対して、「月に
かかる暈」のことをダーラ daarah（丸いもの）と、異なった語を用いているのにも興味が惹かれる。
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　そして「月に暈がかかる」ことはタフジール tahjiirと言い、暈が囲みとなって月本体にハジュル
（hajr接近禁止）となることを言っている。
　また「雲の重なる襞」、「雲間」と以下の俚謡の中で謳われているが、アラブには「木洩れ月」
iftaaqなる用語もあり、興味深い。一年中晴れの暑く乾燥したアラブ世界であっても、冬季は曇り
がちであったり、降雨があったりする。雲がかかっていると、夜旅や夜間放牧、夜の作業には、月
も星も頼りにならず難儀となる。しかも周囲が闇に近い状態で、足元もおぼつかない。ラクダの奥
まった井戸底のような眼は、こうした闇の中、大きな黒目を最大限開けて、光を集め夜行性の特技
を生かした行動をとる。こうした暗きさ中でも行動をとれるラクダは、騎乗する人間に安心感を与
え、任しきっていられる。
　覚束ない闇夜の中、雲間から月や星が現れることも多い。木漏れ日、ならぬ「木漏れ月」であっ
て、どれほど難儀する人間の助けとなることか。おのれの辿る道や方角ではなくとも、闇からの困
惑度が減じようし、木漏れ月の当たる場所・地点の確認によってその位置を確かめられる。しかも
雲間は絶えず動いており、その移動でも様々な手掛かりを得ることができる。おのれの周囲に月明
かりが到来したら、一行の、道連れや荷物、ラクダ達の大凡の状態を把握できるし、進むべき道の
道程の確認も出来る。木漏れ日は昼の強烈な日差しを出来るだけ避けるのに対して、木漏れ月は夜
間の優しく温和な月光を提供することになる。
　さてこのような安堵感を与える「木洩れ月」にも特称をアラブは持っている。マスウーディーを
参照すれば（Mas.Ⅱ196）、アラブはイフターク　iftaaqという用語を持っている。イフタークとは「分
離する、破る」の語根動詞ファタカ fataqaから派生したアフタカ aftaqa「雲間を分け、破り、月光
が顔を出す」動詞の動名詞形なのである。厚い雲や黒雲が覆う中で、薄くなってやがて切れ間（fatq, 

farjah）を出し、地上に光を届ける。月がわざわざ雲の層を分けて、その光を地上に降り注いでくれる、
そう理解する。その恩恵に浴する人にとっては、天空に抱く慈恩を昇華させざるを得ない一時と
なる。これがインフィターク infitaaq「月によって雲が分離される」の語として、生かされている。
雲の隙間、雲間はやはり派生形のファトク fatqで表され、それが複数あるとフトゥーク futuuqと
言われる。

　2　一か月の中の時制・節目の区切り方

　一か月を構成する日々はそれぞれ数詞の序数で表されるのが普通である。数字で表さない場合、
個々の命名に頼らなければならない。実際一か月の各日の命名をしている文化もあるようだ。ビー
ルーニー著『占星術教程の書』（山本啓二他訳）の中の「暦日の日に名前があるか」の項目には、「イ
ンド人には日の名前があり、それを管理する者は、彼らにとっての天使であるダイヴァに属してい
る。同じくソグドやフワーリズムなどの人々にもあるが、それらはよく知られてはいない。〈口伝
ではなく〉書写することによってその衰退が早まったのである。地上の人々の間では、曜日が有名
である。それについては彼らの間では違いが無いが、ペルシャ人はそれを用いずに暦日の日に名前
を使っている。彼らはそれを神と天使の名前だと信じている。この表にそれらを書いておいた。（以
下「ペルシャ人の各月の日の名前」として表が作成されており、一日はホルモズから三十日はアニ
ーラーン、それに「盗まれた日の名前」として五日までの名称が付加されている。）アラビア語の
研究者たちは砂漠の民を追い求め、彼らが容易に覚えることができなかった三十日の名前を集めた
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図表1　アラブの一か月（今夜は何夜月）時制（分割概念）
黄道十二宮の牡羊座　二十八宿（月の御成道）第一宿のシャラターンから朔

さく

日が始まる場合。（二十八宿中の最後の漢字一字の名称は宿曜道の名称）

二分 三分 四分 十分 三夜ごと 何夜 十二宮 2 13  
宿 月の宿（二十八宿）

第一サラース
一～三夜

第 一夜
Ibn Laylah 牡羊座 al-Sharataan

牡羊の二つ印　婁
ろう

Ghurar 第二夜
Ibn Laylataynn

al-Butayn
牡羊の小腹　　胃

Zuhr 第三夜
Ibn Thalaath 牡牛座 al-Thurayyaa

富裕者　  　昴
ぼう

第二サラース
四～六夜

第四夜
Ibn Arba"

al-Dabaraan
後追う者　　畢

ひつ

Nufal 第五夜
Ibn Khams 牡牛・オリオン座 al-Haq"ah

馬の白徴　　觜
し

Samar 第六夜
Ibn Sitt 双子座 al-Han"ah

ラクダの烙印　参
第三サラース
七～九夜

第七夜
Ibn Sab"

al-Dhiraa"
獅子の前肢  　井

Tusa' 第八夜
Ibn Thamaan 蟹座 al-Nathrah

獅子の鼻　　鬼
"Afraa'
Buhr

第九夜
Ibn Tis"

al-Tarf
獅子の目　　柳

第四サラース
十～十二夜

第十夜
Ibn "Ashr 獅子座 al-Jabhah

獅子の額　　星

"Ushar 第十一夜　Ibn
Ihdaa "Ashrah

al-Zubrah
獅子の鬣

たてがみ

　　張
Durar 第十二夜　Ibn

Ithnatay"Ashrah
al-Sarfah

獅子の心臓・尾　翼
第五サラース
十三～十五夜月

第十三夜　Ibn
Thalaatha "Ashrah 乙女座 al-Awwaa'

吠え立てる者　軫

Qamar 第十四夜　Ibn
Arba"a "Ashrah

al-Simaak
乙女の掌　　角

Badr
Biyd

第十五夜　Ibn
Khamsa "Ashrah

al-Ghafr
乙女の裾隠れ足　亢

第六サラース
十六～十八夜月

第十六夜　Ibn
Sitta "Ashrah 天秤座 al-Zubaanaa

蠍の鋏  　　氐

Dura" 第十七夜　Ibn
Sab"a "Ashrah

al-Ikliil
蠍の頭　　  房

Nuqal 第十八夜　Ibn
Thamaaniya "Ashrah 蠍座 al-Qalb

蠍の心臓　　心
第七サラース
十九～二十一夜月

第十九夜　Ibn
Tis"a "Ashrah

al-Shawl
蠍の針　　  尾

Zulam 第二十夜　Ibn
"Ishriin 射手座 al-Naa"aa'im

駝鳥たち　　箕

Buham 第二十一夜　Ibn
Ihdaa wa-"Ishriin

al-Baldah
空き地囲い　 斗

第八サラース
二十二～二十四夜月

第二十二夜　Ibn
Ithnatayn wa-"Ishriin 山羊座 al-Sa"d al-Dhaabih

屠殺者の幸運　牛

Hanaadis 第二十三夜　Ibn
Thalaath wa-"Ishriin 水瓶座 al-Sa"d al-Bula"

大飲みの幸運　女

Saahuur 第二十四夜　Ibn
Arba" wa-"Ishriin

al-Sa"d al-Su"uud
幸福者の幸運　虚

第九サラース
二十五～二十七夜月

第二十五夜　Ibn
Khams wa-"Ishriin

al-Sa"d al-Akhbiyyah
天幕の幸運　　危

Nuhas
Da'aadii

第二十六夜　Ibn
Sitt wa- "Ishriin 魚座・ペガサス座 al-Fargh al-Muqaddam

水袋の前口　　室
第二十七夜　Ibn
Sab" wa-"Ishriin

al-Fargh al-Mu'akhkhar
水袋の後口　　壁

第十サラース
二十八～三十夜月

第二十八夜　Ibn
Thamaani wa-"Ishriin 魚座 Batn al-Huut

魚の腹  　　 奎
第二十九夜　Ibn
Tis" wa-"Ishriin

Mihaaq 第三十夜　Ibn
Thalaathiin

前
半
月
・
白
月
　
　R

ajal, al-Layaalii al-B
iyd

後
半
月
・
黒
月
　
　Q

urah, al-Layaalii al-Suw
d

上
旬
　
　H

ilaal

中
旬
　
　Q

am
ar

下
旬
　
　Q

um
ayr

第
一
週 

　
第
一
ス
ブ
ウ

第
二
週
　
第
二
ス
ブ
ウ

第
三
週
　
第
三
ス
ブ
ウ

第
四
週
　
第
四
ス
ブ
ウ

第
一
宮

第
二
宮

第
三
宮

第
四
宮

第
五
宮

第
六
宮

第
七
宮

第
八
宮

第
九
宮

第
十
宮

第
十
一
宮

第
十
二
宮
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が、それらは明らかに不自然さや無関心さがうかがえる」とある（「イスラーム世界研究」Ⅴ1-2
号330～31）。それによれば、インド人、ソグド人、フワーリズム人、ペルシャ人は一か月の各日
に名称があったことになり、アラブもまたそうであったが、「アラビア語の研究者たちは砂漠の民
を追い求め、彼らが容易に覚えることができなかった三十日の名前を集めたが、それらは明らかに
不自然さや無関心さがうかがえる」とある。ビールーニーの記述は、筆者がこれから述べる内容と
も異なるようだ。というのも管見ではこうした事例は見つかっていないからである。本稿で記すよ
うに、各日には数字が用いられており、個々の日に名称があるわけではない。アラブ遊牧民の特色
は月の出没時及び月相の満ち欠けに基づいたサラース（三日ごと）の独特の名称を持っていたこと
であり、それを一か月の中の時の指針としていたことである。ビールーニーはこの三日ごと、三夜
ごとの単位であるサラースのことを述べているのであろうか。
　アラブ社会は一か月の中の時制・区切り方をいくつか持っている。以下作成した図表1を参照。
一か月を細かくは1）毎日・月の相と位置とその月の宿（月の二十八宿）のもう一つの働きを見立
てて区切る、2）大雑把に三日ごとに区切るサラース、3）七日ごと、週ごとに区切るスブウ、4）
十日ごとの旬で区切る、5）一か月を十三日周期、即ちその月のブルジュ（宮）を⁷⁄₇として³⁄₇に区
切って連続する本来のマンジル（月の二十八宿）。6）一か月を二分し前半月と後半月と区切る。
ここでは3）と5）とは「一か月」を越えて連続してゆく時制なので、大きくは扱わない。3）のス
ブウ「週ごとに区切る」のは、古代オリエントの伝統であり、アラブも古くから踏襲している時
制である。しかし「一か月」を超えて連続してゆく時制であることと、さらに時制に関しても日月
火水木金土の七惑星との呪術的関与までも含めた民族概念が強く反映されており、述べること多く
本稿では扱わず別稿としたい。（週日の中、伝統的には水曜、土曜日が、そして一か月の中、四、
十四、二十四の数字四のつく日が凶日 al-ayyaam al-nahsaatであったことはここで申し添えておきた
い　Mas. Ⅱ191）
　大きな区切りから述べてゆこう。もっとも大まかには一か月を二分する6）であるが、前半月と
後半月とに分けられよう。新月から満月に至るまで、即ち朔

つい

日
たち

から満月の十五日に至るまでの半月
間、およびそれ以降の十六日から月末までの後半である。満月までに至る「前半月」のことであるが、
これらを総称して我が国では「上弦の月」と称することがある。「上弦の月」は、厳密には七日夜（な
いしは八日夜）の半月のことをいうのであるが、上弦とは月が東に昇ってから夜半まで、月自体の
外側の弓自体が月を、そしてその弓に張られる弦は見ることはできないが、あるとすれば上にある
ことに由来して名付けられたものである。そうだとすれば、この命名は第八・九夜目以降の月の形
に厳密にはそぐわない。上弦月とは「弓の弦が上にある」形であるわけだから、「弓弦」の形とし
て合致するのはせいぜい「七日月」までのことであろう。「陰暦で七日頃の月」と限定している辞
書もある。しかし上弦月とは一般に月の上部ないし東側が欠けていることを指し、「十四夜月」ま
でを指して云われる。その不合理に疑問を感じない一端には、上弦の「上」は「上向く」、即ちこ
れから「盛時に向かう」意識が反映されているからでもあろう。
　他にも「前半月」を意味する語に「白月」がある。「びゃくがく」とも「はくげつ」とも読まれるが、
日をおって月の輝かしさ、即ち月本体や月光の白さ・輝かしさの部分が勢いを増してゆくことが反
映されているためであろう。この「白月」という概念及び成語自体、インドから中国、日本に至る
まで存在する。インドでは古代から暦法の中に組み込まれており、例えば子供が誕生し、第三回目
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の白月の三日目の夜、月に対して父親が赤子を見せて対面させる慣行があることは知られているが、
こうした風は、赤児の通過儀礼として白月を介して「生者への合体」、「社会への合体」に次いで「宇
宙への合体」儀礼の象徴化として理解されていると聞く。矢張り満月に至るまでの勢いのある夜々
であるからであろう。
　アラブの一か月のもう一つの二分法は三十日を構成している円環を半円に分けるもので、ラジャ
ル（rajal前半十五日）とクラフ（qurah 十六日から二十九ないし三十日）に分ける。一か月を十五
日ずつに二分し、前半月ラジャルと後半月クラフと区切る時制である。イブン・クタイバによれ
ば月の出や月光、星明りや曇り空との関係で、夜半前は明るく夜半過ぎは暗い夜、これをラジャル
（rajal）と言っている。反対に夜半前は暗く夜半過ぎは明るい夜、これをクラフ（qurah）との用語
で使い分けている（Qut.181）。一か月の前半月ラジャルは宵から月があり、光度も日を追って強く
なってゆくため明るく「白月」に当たり、後半月クラフは月の出が遅く、光度も減少してゆく「黒月」
となるわけである。そしてこうした時制も含めた自然現象も、家畜認識眼を当てはめており、アラ
ブの認識体系や思考方式が遊牧文化と深く関わっていることを教えている。いずれも〈体毛色〉か
ら採られた縁語であり、即ちクラフとは羊やヤギなどに多い頭部ないし上半身が黒などの色毛の個
体であって、胴体ないし下半身が白毛を言い表す用語なのである。一方ラジャルとは下半身、先端
の四肢（rijl pl . arjul）の黒毛の個体を指す用語である。（また双子座の日没後の出現（matla"）は冬
の時期に向かう最初であるが、その折の雨もラジャルと言っている。）これからの時制を表す用語
の中にも家畜の肌色の用語が相補的に、また流用化が観られることを申し添えておこう。
　一か月を三分する「十日間」を分節する時制もアラブは持っている。いわゆる「旬」である。こ
れも月の満ち欠け、月相から由来している。新月から十日までの「上旬」はまだ月の形が弓なりで湾
曲が強調され、丸くは無い。この「一～十日」までを「三日月」を代表させてヒラール hilaalと称し
ている。次の「十一～二十日」までの「中旬」は、月相が丸みを保っており、夜間の大部分を支配
しているとしてカマル qamarと称している。「月」の総称を特化させた用い方である。そして月末に
向かう「二十一～三十日」までの「下旬」は、クマイル qumayrの用語を当てている。このクマイル
はカマルの指小辞であるから「小さな月、小月」の意味である。カマルが小さくなり輝きを失うこと
を指小辞クマイルで意味を持たせたものであろう。ウマイヤ朝政治家で詩人でも名を成したウマル・
イブン・ラビーアはクマイルと関連させて、二十五夜月のことを次のように叙している：

「クマイルね、二十五夜月が出たのだわ！」
　　　　月に向かって二人の娘立ち上がってそう囁いた

wa-qumayru badaa ibnu khamsi wa-"ishriini

　　　　la-hu qaalati l-fataayaanu qawmaa

（Mas. Ⅱ195他）
　一か月を四分（rub"）する時制は週（Usbuu"）であるが、アラブには月相に基づいた時制もある。
新月・上弦・満月・下弦を目安にした四分法であるが、これは同時に天体の月が一か月の周期を順
次に各宿を回る「月の宿」二十八宿（manaajil）を七宿ずつ四分するもので、Qal（p.363）はこの
時制法をスブウ・ダウル Sub" d-Dawr（円周＝二十八宿の一回転、の¹⁄₇周期　七分）と呼んでいる。
一～七日月が第一スブウ、八日月～十四日月までが第二スブウ、十五日月～二十二日までが第三
スブウ、二十三日～三十日までが第四スブウということになる。スブウの複数はアスバーウ asbaa"

77今夜は何夜月　「一か月」の時を刻む（堀内　勝）

（ 10 ）



と言う。アラブでは「週」はウスブーウ usbuu"の用語として親しまれているが、同じ「七」sab"ah

の派生形であり、相関していることは明白である。以降で例示する図表2～5は、一か月天球図を
スブウごとに分割例示したものである。
　一か月を十分する、即ち三夜ごとの時制はサラース（thalaath）と称される。この特筆すべき時
制については次節2－1で述べる。毎夜ごとのことは概説として2－2で述べる。

　　2－1　サラース（三日・三夜ごと）の区切りについて　
　一か月の個々の日はそれぞれ数詞で表されるのが容易であり、便利であろう。数字で表さない場
合、前項で述べた如くインド人やペルシャ人がそうであったが、個々の命名に頼らなければならな
いわけだが、神や天使の名称を用いての固有名であったならば、それ自体で三十ほども時系列で覚
えられるのであろうか。アラブの砂漠の民の場合、月や星の天体の運行と関連付けているので、想
起も容易に区別できるし、覚えやすさも親しさも増した形で日常生活の指針となっていたことであ
ろう。毎日は主にそれぞれの月の形、月面の様子、月の出や入りの刻限、天空のどの位置にあるか
などから、月の何日目かが判断できる。月の何日目かの判断には二種の言い方が知られている。一
つは一夜月、二夜月…と続く毎夜の言い回し、他はもう少し大まかに「三夜ごと」にまとめて言い
表すサラースの言い回し。両者はアラブ文化を十分特色付ける文化項目である。夜の月、そして星々、
星座、惑星、これらの毎夜の巡りはアラブの気候風土とも相まって、生活の領域まで活性化してい
た。従って「今日は何日？」と言う代わりに「今夜は何夜月？」と尋ねたり尋ねられたりするのが
ごく普通であった。本稿でもそうした古謡ないし童歌を採り上げて説明している。月の位相を観れ
ばすぐに分かり、具体的な一か月の日にちが明示できる。しかし月が出ていなかったり、前日まで
の月の運行がはっきり把握していなかったりする答え方、それが確かでない場合、大体このくらい
と「三日ごと」に日にちを表す言い方で答える。この独特な「三夜ごと」の用語はキスム・サラー
ス Qism al- Thalaathと言い、「三夜分割」と訳せよう。普通はサラースで通してしまう。
　一夜ごとの、また三日・「三夜ごと」サラース Qism al- Thalaathのアラブ遊牧民の命名法及び毎
夜の古謡とも童歌とも称すべき言い回し、それらを採集した資料で手許にあるものとしては、al-

Tha"alaibii の Fiqh al-Lughah p.353, al-Mas"uudii の Muruuj al-Dhahab の 第2巻 pp.193～195、al-

Qalqashandii の Subh al-A"shaa 第2巻 pp.360～62、al-Suyuutii の al-Muzhir 第2巻 pp.527～32、
HammuurのMawaasim al-Arab al-Kubraa第1巻 pp.499～511 などがあり、Lisaan al-Arabほかレクシ
コン類にも個々の用語として多々収集されている。
　　
　　2－2　今夜は何夜月、日々の月概括
　特筆すべきは今夜は何夜月、毎夜の言い回しが伝えられていることである。月齢に倣って日齢
の言い回し「日齢謡」とも称しえよう。上の資料をもう少し詳しく述べると、マスウーディーal-

Mas"uudii（956年没）著『黄金の牧場』Muruuj al-Dhahab第2巻 pp.193～195は陰暦月（Shuhuur 

qamariyyah）の夜々の言い方として記されている。サアーリビーal-Tha"aalibii（1038年没）著『言語
の法則』Fiqh al-Lughah353は語彙集の羅列である。十四～十五世紀エジプトのマムルーク朝の秘書
官を務めたカルカシャンディー al-Qalqashandii（1418年没）は博物誌（それは同時に書記や教養人
のアダブ＝素養書でもあったが）Subh al-A"shaa『盲人の夜明け』の中で総括する体裁で、Manaahij 
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al-Fikr『思考の諸仕様の書』から第十一夜以降を引用して第2巻の359～363頁で記している。
　十六世紀の博識家スユーティーal-Suyuutiiは著書 al-Muzhir『明証』の中で、「今夜は何夜月」に
関して、それまで著作されて伝承されていたものを、集大成した形で紹介している。一つは第一夜
から第十夜までを記している（同書　ⅡⅠ527～28）。これは言語学者として著名な al-Farraa'（822
年没）が著した「日々と夜々の書」Kitaab al-Ayyaam wa-l-Layaaliiをまとめたものである。十一夜
以降伝えられていない。恐らく連接後（十一は一と十）のような語形態となり、それに基づく修辞
法を求められるので、長くもなり韻を踏みにくいために、覚えにくく民衆の記憶の伝承として、作
詩するのがままならないことにも起因しよう。しかし別の学者が伝承を書き残しており、哲学・天
文学者 al-Sijistaanii（985年頃没）の著した『夜と昼の書』　Kitaab al- Layl wal-Nahaarからの引用で
あり（同書　Ⅱ530～32）、こちらは言い回しを長くとり、al-Mas"uudii同様「三十夜月」までを記
している。サジュウ（押韻）が当てはまるように算段された「今夜は何夜月」の「日齢謡」である。「十一
夜月」以降については、数詞自体が単独語でなくなり、連接語となる。そのため言い回し自体が長
くなるため、文体が変わり、月に問う体裁となる。「～夜月に対してあなたは如何なの？」、月答え
るに「～夜月は…」というふうである。ここでは「十一夜月」以降の俚謡照会において、その問い
を省き、答のみを記す。サジュウの押韻と関与していないからである。本稿ではそれまでと同じ文
体で通す工夫をした。また伝承者も異なり、シジスターニーはその著の中でアブー・ザイド以外の
者の伝えるものとしている。 これから述べる毎日の「今日は何夜月？」の方は、文脈が随分と異
なろうが、わらべ歌的・俚謡的要素もあり、上述の資料に説明や解説があれば、もっと民族学的に
も興味が惹かれるものと思われる。
　ハンムール Hammuurは現代シリア（レバノン）の学者で、本書Mawaasimは気象に関する考察
を述べた二巻本であり、その天文と時制を述べた部分を参照とした。ここでは集大成したものと思
われるスユーティーのムズヒルを中心に述べてゆく。
　サラース、即ち三夜ごとの分類で特徴的なのは、三夜ごと十分割の時制用語の中で、月初め、満
月および月末の日々には特別な呼ばれ方が多く存在することである。やはり一か月の中での主たる
生活の節目が、そうした夜の天体の用語として民衆生活の中に滲みこんでいることが推察されよう。
メインとなる以下の第3章では節を4節構成にして、サラース・三夜ごとの時制を先ず節全体とし
て述べ、それから第1～3小節としてその一夜ごとについて記す配慮を行った。従って次の第3章
は10節構成になる。日ごとの記述は各節の後半に3小節続く体裁で本稿を進めていく。一夜ごと
の俚謡は、遊牧ベドウィンの基層世界から、アラブ全域に果てはスペイン・アンダルシアにまで行
き着く。農事、商事、交易、祭事、地域ごとの歳時を付け加えながら、完全なる太陽暦として。季
節とは合致しないイスラム暦とは別に。またユダヤ暦やキリスト教暦とも別に。

　3　サラース（三夜ごと）、一夜ごとの具体相　

　　3－1　「第一サラース」第一～三夜月
　　　　　 ヒラール Hilaal（三日月）、グラル Ghurar（徴月）、ズフル Zuhr（華月）、
　　　　　 バラーウ Baraa'（新生月）、アドファク Adfaq（曲月）、ハーキン Haaqin（臥月）
　一か月のラジャル（白頭黒尻）前半月・白月はアラブの概念では五等分にして三夜ごとの日に
ちの指標としていた。その第一は新月から三日月までの「第一サラース（三夜月）」 al-Thalaath al-
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Awwalである。月は太陽と同じ十二宮の中にあり（例を牡羊座から始まる基点として）、新月から
次第にその宮（burj＝塔、砦）の東に移行する。「三夜目」の三日月の頃には牡羊座の宮から東30
度近くに移動してゆき、次の宮（例えば牡牛座）を「月の宿」とする。太陽が西に没して30度近
くの東の夜空に在る月は明瞭にその姿が見える。
　そして第一サラースである「一夜月～三夜月」に関しては用語が多くある。そしてそれらの語は、
わが国でも「三日月」の呼称で一夜月～三夜月まで大まかに把握されているように、アラブ世界で
もそうした概念把握もされており、そのサラース「三夜月」ごとの概念が一か月を通してなされて
いるところに特色があろう。アラブ世界ではサラース「三夜月」が一か月を「十分割」用語として
存在している。その特徴を今回取り上げるわけである。アラブでは月初めのサラース「一夜月～三
夜月」であるだけに、いくつかの時制用語の存在がある。こうした朔の三夜月は六種の用語がある。
ヒラール（Hilaal初、始まり、三日月）、これは代表語になっている。より第一サラース「一夜月
～三夜月」として意識されるのがグラル（Ghurar 白徴→馬の額の白徴→物・動きの始め→月の最
初→徴月　awwal al-shahr）である。後述するようにグラルは語形態そのものが時制の用語の形な
のであるから。他にズフル（Zuhr 華々しさ→華月）、バラーウ（Baraa' 新生月）、アドファク（Adfaq 

曲月）、ハーキン（Haaqin 横臥月・臥月）である。これらの説明については、既に前稿「第4節　
Hilaal（三日月）の表象」として拙稿「「夜」そのアラブ的表象（後－2）」、『アッサラーム』第24
号（1981年12月）で言及しているので、詳しくはそちらを参照して頂きたい。ズフルは第三サラ
ース（七～九夜月）あるいは第四サラース（十～十二夜月）の名称とする説もあり、後者の方が意
味的にもふさわしく思える。

図表２　一か月天球図　第一スブウ
（第一夜～第七夜とその宿）
　図表２～５は全体図を四分したも
ので、全体図の方は拙稿「アラブ遊
牧民のカレンダー、星の歳時記」図
表3（35頁）に大きく載せてある。
　原図はその当時のもので、春分点
がずれているため、伝統的な牡羊座
0度に戻してある。そして月のお宿
もこの春分点から始まると設定。月
の位相は外枠から二番目に分かり易
く順に盈虚が描かれている。その内
側が黄道十二宮図であって、太陽と
の「合」となる宮（burj）が一か月
おきに変わり、また月の二十八宿は
それに準じて十三日ずつ移行する。
また月の二十八宿は別の機能として
一か月の中の二十八夜の日ごとの月
のお宿（manzil）を提供している。
本図はこの後者の方とし示している。
仮に三月の二十一日から始まるとす
る。その大外の図像が二十八宿の各
宿の象徴図であり、その分析？は各
夜毎の部分でしておいた。なお第
十二宮図の内側は惑星の周期となっ
ている。第一スブウには三ブルジュ

（宮　牡羊座、牡牛座、双子座）　七
マンジル（最初の第一～第七宿）が
描かれている。
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　本稿の「第一サラース」の記述においては、前稿では言及してはいなかった内容について、以下
の3－1－2以降個々の「一夜月」、「二夜月」、「三夜月」など「日

こ

読
よ

み」と言うより「夜読み」指
標、その他については言及して補っておく。「三日月」のことについては、前稿とのダブりがある
ので、その部分は省く。「第二サラース（四～六夜月）」ヌファル（nufal）以降は整理しておいたので、
それに続くものとして読み進めて頂きたい。
　ここでは新月、月見について補っておこう。それにしても新月あるいは三日月はアラブの民俗概
念として、多様な展開を見せている。前稿以降に新たに加わった新情報も多い。それらの中から、
多少長くはなるがいくつかの資料と分析とを行って補っておく。 

　先ず月見の慣習についてである。アラブは「新月の観賞」ijtilaa' al-hilaalも行った。「新月の観賞」
の風習、これに関しても前稿の第4節　「Hilaal（三日月）の表象」として扱っている。「新月の観賞」
とは、繰り返すことになるが、陰暦世界ならではの「月重視」の慣行の一つであろう。前の月が隠
れて終わり、新たな月がいつ始まるかは、新月次第である。月末であるひと月の二十八日目から人々
の関心は夜の月に向けられ、特に二十八、二十九日目の夜間の西空にはその関心が更に強まる。そ
の日の西の宵闇に新月が見えたならば、その夜から新たな月の始まりと見なされ、前月はその時点
までとされるわけである。特にラマダーン月の始めと終わりは絶食と絶飲とが係る重大関心事であ
ることは今でも変わらない。こうした現実的要請に基づく場合だけでなく、新月の出現時には、付
近の見晴らしの効く丘や広い野原や砂漠の中に出かけてゆき、行楽気分で新月を観賞する慣行は太
古の時代から近世の初めまでアラブ・イスラム世界の人々の楽しみの一つであった。新月を迎える
のは目出度きもの、喜ばしいものであった。
　「新月見」の慣行を資料からあたってみよう：
　事例1：

アッラーはムハンマドに限りない栄誉を与えられ、
彼の魂を平安の館（＝天国）に導き給う。
彼の高貴なる家族と一家に慈悲垂れんことを、
蜃気楼が輝く限り、ダチョウが軽快に走る限り、
新月が到来する限り、「新月到来」の叫びが聞こえる限り！

（Har.『マカーマート』第29話　拙訳平凡社版Ⅱ340）
　「新月到来」の原語はイフラール ihlaal。新月 hilaalから派生しており、「新月が昇る、顕われる」
動詞 ahlalaの動名詞形である。新月の月見台で目の良い者が発見して、それを法学者が視認して「新
月」が知らされる。そして町では高台やモスクのミナーレ等から太鼓や大声で告知される。近代に
なってから、高台で大砲が打たれた。まさにわが国の「半ドン」のドーンと言う様に。
　事例2：

汝に好む者ありとせも 来る日も来る日も訪
と

うなかれ
ひと月に一日がよからまし それを越えては避けるべし !

新月の観賞に例とれば そはひと月にひと日のみ
それを過ぎれば皆人の 観賞の目や向くことある

（Har.第15話　拙訳平凡社版Ⅱ21～22）
　アラブ世界では、「新月の観賞」とは「月一度」の慣行であった、と同時に「月一」の諸行動・
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習慣でもあったことが分かろう、「月に一度」の風習はそれぞれの文化領域にあり、アラブでは「月
の名残り」"aqbah al-qamarとも言っていた。「名残り」の原語 "aqbahは「後に従う」ことで、「月の、
月の一周期の後に従う、定期行に従う」ことである。上の引用句でも分かるように丁度「友との会合」
も「去る者日々に疎かし」〈月に一度〉が長く付き合える理想の周期「月の名残り」であったのだ。
言い回しに「彼はそのことを月に一度しか行わない」maa yaf "alu dhaalika illaa "aqbah al-qamarがある。
「月に一度の会合、例会を月に一度行うこと」を特にジダード jidaad（お互いに新たにする、更新
すること）とも言っている。
　さて、次の事例は「新月」が「初物、目出度きもの、喜ばしいもの」として描かれている：
　事例3：

汝
な

が契りしこと結ばざるはなく、汝が（浅き）思慮の矯
な

正
お

さざるはなし
汝が新月は輝きを増し、汝が仁慈ますます厚し
安寧は汝を富ましめ、敵は汝を讃う
汝が剣は（仇なす者を）壊

ほ

滅
ろ

ぼし、汝が地位は確
か

固
た

くなるべし
汝が許を出入りする者実入り多く、汝を頌える者勝利者となるは必定
汝が救いの手は広きに及び、汝が天空は慈雨をもたらす
汝が（資力の）乳は満ちあふれ、（人の頼みを）汝が拒むは稀なり。

（Har.  第6話　拙訳平凡社版Ⅰ206）
　ここでは「新月」とは人徳や思い遣りの顕われを言っている。なお六行目「汝が天空は慈雨をも
たらす」の「慈雨」とは「慈善」を意味しており、その原語ガイス ghaythが広範囲（10～20km辺り）
に渡って、大量に降り、生物を生長させるに足る「雨」のことを言っており、この原義から「雨に
よって生長した草」を、また「雨をもたらす雲」をも意味するようになった。さらに蜜蜂は「ガ
イスの蝿」dhudaab ghaythと呼ばれるが、これは蜂がガイス（降雨）の結果開花した花類の間を蝿
のように飛び回ることに由来している。また最終行「汝が（資力の）乳は満ちあふれ」とは、「乳」
の原語がラクダの乳房に蓄えられる「大量の乳」の意味であって、人間の飲料に供せられるところ
から、転じて「財物」「資力」の意味に用いられる。我が国では考えられない牧民概念が発露され
ていよう。
　しかし、新月は喜んで迎え入れられない場合もある。アラブの言い回しに：
　事例4：

新月（ヒラール）歓迎されざるもの al-hilaalu laa marhaban

負債を返済する人にとりては bi-muhilli d-dayni

また満期の迫りし人にとりても muqarribi l-ajli　
（Lisaan Ⅺ167）

　この事例で分かることは、一か月の貸し借りの決算や勘定は月が改まる頃までには行わなければ
ならない習慣がアラブにも存在したことである。この意味では新月、即ち月初めは、わが国の月末
観と同様であって面白い対照となろう。年末・歳末の風景が比定されて思い浮かぶ。
　また新月の細さ、湾曲の様は以下のように謳われる： 

　事例5：
おお旅にある同

なかま

朋よ　　　　　　　　　我が長旅の何時果つるも知らず
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身体既に痩せて曲がり　　　　　　　　顔色蒼
あ

白
お

くして優れず。
あたかも新月が地平線上に　　　　　　その朧

おぼろ

な姿見せる如くに
厚かましくも汝

な

が庭
に

園
わ

を　　　　　　　目指し来たりしぞ我なる。
（Har.第5話　平凡社版Ⅰ171－72）

　新月がここでは人間の痩せて曲がる身体の縁語として用いられている。上のサラースでの用語
Adfaq（腰曲がり月→曲月）や Haaqin（横臥月→臥月）と通ずるものである。前行での長旅に疲れ
果てた旅人の形容を受けて、新月を「身体の痩せたもの、曲ったもの、」と掛け合わせている。
　最後の事例６はわが国の「弓張り月」に相当する「新月」観である。これも先の稿で述べたこと
であるが、新月＝三日月となり我が国同様、それは「弓張り」のイメージである。弓張り月について、
三日月（＝弓張り）から放たれる矢を叙した印象的な断章があるので、長めの引用になるが、ここ
で紹介しておきたい。十二世紀アンダルシア・アラブの文人サラクスティー al-Saraqusuti（1143年
没）は､ 東方のアラブのマカーマ文学の興隆に刺激され、自身『al-Maqāmāt al-Luzūmiyat』の作品
を残している。その第31話「星のマカーマ」では盛り上がりの見せ場で、主人公が夜空に展開す
る星座群を見事に描いて謳っている。そこでは新月ヒラールを弓の射手と見立てて、その弓張りの
矢の矛先を勇者と見做される星々に向ける。恐らく矢は流星となって放たれるのであろう。矢の向
けられた星々、巨星や星座たちはすべて擬人化されて叙される。
事例6：

１　思い当たるは三日月ぞ　腕輪の如
ごと

丸く　足輪の如湾
ま

曲
が

りおり
２　その出現　星たちはただただ驚

お

愕
ど

ろき　這
ほ

う這うの体で逃げ失せる
そのさま　暁の到来に驚

お

愕
ど

ろかされしオリックスの群れに似て
３　あれらの星たちを非

な

難
ん

ずるなかれ　弓（三日月）は矢放つものなれば
当たらば破滅と滅亡とを運

さだめ

命とする鏃
やじり

持つ切っ先鋭き矢をば
４　いかな星なれども例え絶頂期の勇

ゆうしゃ

星といえども萎
な

え凋
しぼ

むこと必定
放たれる矢当たりはせぬかと戦々恐々の態

てい

故に
５　三日月の出現はあのガフル星 （乙女座の裾の三つ星）すら懼

おそ

れ戦
おのの

く
両シマーク （スピカとアルクトゥルス）の稀星にしても然り

然
さ

しものサウル （牡牛座）は恐れ入って、ただうめき声上げるのみ
６　月の正鵠を射た矢はバフラーム （火星）を貫き通したり

去れば後者は己の暗く流れ出づる血で血
ち だ る ま

達磨にぞなりぬ　
７　月はまたムムスク・イナーン （馭者座　カペラ）に向け放ちたり

全開の花の如き輝く流星からなる矢をつがえて
８　スラッヤー （スバル）はどうかと見ればただ恐縮するのみ

近接した位置に偶
たま

に座したが故に睨みきかされるのではと
al-Saraqusuti著『al-Maqamat al-Luzumiyat』

（Eng.tr.by　Monrou第31話「星のマカーマ」より拙訳）

　　3－1－1　「一夜月」　hilaal、ibn laylah

　新月や朔月としても知られる「一夜月」。その夜の「月の宿（manzil）」は何処か。月はこの夜、
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太陽の宮（burj）である黄道十二宮の一つ（例えば第一宮牡羊座　以下伝統観に沿って春分点から
始まると設定）に同じく宿る。十二宮を分割した月の宿二十八宿の一つ（牡羊座ならば第一宿アル・
シャラターン al-Sharataan「牡羊の二つ印」）がその「月の宿」（manzil）である。太陽に近いため、
それが西没してもその黄昏時に西空に僅かに細い月面を見せるだけである。アラブの俗信では、太
陽と月はお互い嫉妬し合っており、月が太陽に近づくとヴェールで顔を覆うとされ、「一夜月」は
太陽から東の黄昏空に10度前後離れるため、わずかにそのヴェールから顔を覗かせる、と看立て
ている。
　図表2の第一スブウの¹⁄₄天球図では第一～七宿のうち、第一宿として真上に描かれている。第一
宿は月の丸顔の輪郭に黒いヴェールで覆っており、向って左がわずかに明るい月光、新月としての
顔を見せている。その下の牡羊座の宮全体⁷⁄₇の中に在って、その宮の¹⁄₇から³⁄₇を占める。第一宿
は「羊の二つ印＝二本角」が月のお宿となる。本来の星座図では羊が後ろ向きに横たわるその頭部
から上半身に伸びるβγの二つ星またはα星を加えた三つ星が目印の星取りになる。本図ではそれ
とは異なり前方を向いた立ち姿となっている。図の円の大外が各宿の象徴図である。羊の角に見立
てられる王冠をかぶり風格がある人物が端坐している様子である。いかにも起点となる主要性・重
要性を示している。
　アラブ世界では、al-Sijistaanii（以下 Sijと略す）の著した『夜と昼の書』の歳時記によれば、「一
夜月」はヒラールとされている。ヒラールは「三日月」で知られるように、普通には前節で述べた
如く「一夜月～三夜月」のことを指すが、以下ではより限定された「一夜月」とされて以下のよう
な俚謡を記している：

①　ヒラール　それは月初めの一夜の月  al-hilaalu li-awwali laylaa

②　子羊たちに乳を吸わせて  ridaa" u sukhaylaa

③　砂丘に出てみんなで手足を伸ばしましょ  yahullu ahulu-haa bi-rumaylaa

（文末脚韻のサジュウ語は -laaで統一された押韻）
　夕方になって女・子供の仕事、乳搾りと仔らへの授乳。それらを済ましたら、西の空が一望でき
る砂丘に行って、座ったり、寝転ぶ。新月の宵の楽しみは、何といっても新月鑑賞。そして太陽が
没した方向に目が注がれる。一番星、二番星が見えるころになると、急に闇夜が増す。空を見上げ
る者は今か今かと待ちわびている。やがて西の空に低く、糸を引いたようなわが国でいう「繊月」
が見えて来る。イフラール Ihlaal「新月出現」！とお互いに叫び合って喜ぶ。その歓喜と賑わいは
子供たちには一

ひとしお

入である。親が新月を確認しあっている間に。砂原や砂丘で賑やかにはしゃぎまわ
れるのだ。
　①「ヒラール　それは月初めの一夜の月」については、さまざまに地域差や時代差が反映され
ている。Al-Qalqashandii （以下 Qalと略す）ではヒラールの代わりに月の代表語カマルを当て、al-

Qamaru ibn laylahとして序数を入れずに基数で記している。また「一夜月」の原語 ibn laylahは「一
夜の息子」が直義で、月は男性形であるから、ibn（息子）となる。（感覚的には〈女性〉とされる
方が多い）「二夜月」以降も数詞の前に ibn（息子）を付して「月」を具象させている。Sijの方でも「二
夜月」以降は同じ ibnを用いて「息子」を「月」の代名詞としている。al-Mas"uudii（以下Masと略す）
の方では ibn を用いずに、直接数字に呼びかける体裁をとっている。
　②「子羊たちに乳を吸わせて」の原語はMas、al-Farraa' （以下 Farと略す）および Qalの方では、
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radaa" u としているので、「子羊たちが乳を吸い」となる。「子羊たち」の原語 sukhaylahは羊の年
齢別呼称の中、生まれたての、授乳期にある「アカンボ子羊」sakhlahの指小辞である。アラブの
牧民観を映し出しているこの sakhlahおよび羊の年齢別呼称に関しては、拙稿「星と動物　獣帯（黄
道十二宮）の牡羊・牡牛・双子」の第1章「羊と星について」第2節「地界の羊」の2「アカンボ
期からコドモ期羊」、『アリーナ』第10号（2010年12月）pp.307～314を参照。
　③「砂丘に出てみんなで手足を伸ばしましょ」の動詞を未完了 yahulluとせず、完了形の halla と
している説もある。また「砂丘」の原語 rumaylahは rumlahの指小辞であって「小砂丘、小高い砂丘」
の意味合いである。砂漠および砂丘の呼称も様々あり、砂漠の民アラブの概念を浮き出させている。
なおマトゥラウ（初句）で laylaaとせず、laylahとした言い回しの方は、以下の行では -lahで統一
された押韻（sukhaylah,rumaylah）を通している。

　　3－1－2「二夜月」ibn laylatayn

　第一サラース「一夜月～三夜月」の二夜目は「二夜月」。その夜の「月の宿 (manzil)」は何処か。
月はこの夜、太陽の宮（burj）である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座を基点とする）の中、その
始点から20度前後の位置にある。月の宿は同じ宮には必ずしも止まらず次の宮に跨る場合もある。
十二宮を分割した月の宿二十八宿の、一夜目の次に続く（牡羊座ならば第二宿アル・ブタイン「羊
の小腹」al-Butayn）がその「月の宿」（manzil）である。太陽にいまだ近くにいるが、その西没に
伴って黄昏時に西空にある程度距離を置いて細めの月面を見せる。「二夜月」は太陽から東に大分
離れるため、月はそのヴェールをもう少し外して白い顔を覗かせる。
　図表2の第一スブウの¹⁄₄天球図では第七宿のうち、上から二番目に描かれている。第二宿は黒い
ヴェールに被われた月の丸顔の中に向って左の明るい月光が二日月顔を見せている。休むマンジル
（宿）は「羊の小腹」であり、羊の腹部にある三つ星である。下の牡羊座全体⁷⁄₇の中に在って、そ
の宮の⁴⁄₇から⁶⁄₇と真中を占める。外枠の象徴的人物像は幼児らしき子どもが片膝立てて右手を前
方上に差し出し、何かを乞うか祈る姿で描かれている。以下の「二夜月」の俚謡での乳母へのおね
だりであろうか。
　Sijの著した『夜と昼の書』の歳時記によれば、二夜月は以下のように言われている：

①　（二夜月）　それは二夜目の月  ibn laylatayn

②　乳
ばあや

母二人にお話しさせましょ  hadiithu amatayn

③　作り話でもお伽噺でもね  bi-kidhbin wa-mayn

（文末の語は -aynで統一された押韻）
　新月が確実になった二日目、その月は西にあって出現と入りは長くても三時間ほどの僅かなあい
だ。何をして楽しみましょう？まだ月光も明るくなく心許ないわ、すぐ沈んで真っ暗になってしま
うし、誰か頼りにならないかしら。そう、話の上手なあの乳母が良いわ。さあ乳母に来てもらって
今宵を楽しみましょうよ。あの乳母の二人は本当の話も作り話も語り上手で、思わず耳を傾けさせ
られるわ。
　Masでは③は dhawaatay　ifki wa-mayn、即ち「作り話とお伽話の女所有者二人（＝が入ったもの）
でも」となる。ifkは kidhbと同義の「嘘＝作り話」。Qalでは「作り話でも本当の話でも」と主格
にして kadhibun wa-maynと読ませている。一方 Farの方では、③が bi-kidhbi dumaynとなっている。
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dumaynとは damn（糞、肥料）の指少辞である。「糞だらけの嘘」ということになり、意味が通ら
ない。ここでは bi-kidhbin と読ませて、後接語は非限定形容詞を持ってこなければならない Sijの
方が良いであろう。それにしても何故後世の引用者 al-Suyuutii（以下 Suyと略す）は何の注もしな
いのであろうか。誤植としておくべきか。bi-kidhbi dumayn の duの箇所は wa- とすれば、Sijのと
同一となり問題ない。いずれも「二夜月」を枕としてできており、押韻を語自体の形態に応じた（ibn） 
laylataynの /-ayn/に合わせている。

　　3－1－3「三夜月」ibn thalaath 
　「三夜月」、より親しくは、わが国の「三日月」。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、太
陽の宮（burj）である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座）に同じく宿るが、僅か¹⁄₇の期間である。「月
の宿」は太陽の十二宮を分割した二十八宿の一つであるから、一宮は2⅓宿の割合になり、第三宿
目は宮を跨ることになる。牡羊座の⁷⁄₇から牡牛座の²⁄₇に跨る³⁄₇が第三宿スラッヤー「牡牛座の背
中・昴（スバル）」al-Thurayyaa）であり、その「月の宿」（manzil）である。太陽からは30度以上
離れるため、その黄昏時から夜間になっても西空に見事な月面を見せる。ヴェールから顔を大分見
せて下界を見下ろす。
　三日月の形はきれいな湾曲した形。イスラム教のシンボルともなっており、モスクのドームの上
のヒラールは荘厳と威厳を誘うものとなっている。月信仰のあるアラブでは三日月には呪力があり、
その三日月形は邪視や悪例を切り返す護符とも武器の弓矢や刀ともなっており、まさに「破邪の剣」
であり、それも兼ねて首飾りや装飾に多用されている。その一例を資料から示そう：
　事例：
　私はクーファの地でサマル（夜の閑談）にふけったことがあった。その夜は（明暗の）「二つの色」
を表情に持つ（即ち、月が出ている時は明るく、月が没した後は暗い）夜であって、その月の方は
しろがね製の護符のよう（な三日月形）であった。（このサマルに集まった）仲間達もまた、「雄弁
（バャーン）」の「乳（ルバーン）」を滋養としてきた人達であったし、（雄弁家として有名な）あの
サフバーンすらも「忘却（ニスヤーン）」の淵に引き摺り込む程（に言葉巧み）であった。一座の
者で誰一人として見知らぬ者はなく、用心をかくべつせねばならない人もいるわけではなかった。
その誰もがうさんくさがられることもなく、頼み頼まれる仲間内であった。

（Har.  第5話　平凡社版Ⅰ170）
　引用中の「しろがね製の護符」は幼児用護符の一種で（同書第2話訳注1を参照）、三日月形を
したもの。月の色が銀色と考えられているので金よりも実物に似せた銀の方が一層威力を増すとさ
れた。この護符は女性や子供が、邪悪なジンや邪視の持主およびあらゆる危害から守られるよう、
その首にかけられる。更に一層その効力を増したい場合には、その三日月形を囲む中に掌（ファー
ティマの手）を造形したり、また三日月形本体の中に『コーラン』の聖句を書き込むとさらに良い
とされている。
　図表2の第一スブウの¹⁄₄天球図では上から第三番目、牡羊座と牡牛座に跨って描かれている。第
三宿は「スラッヤー富裕者」即ちスバルである。六つ星か七つ星で斗と柄のように星取られる。黒
いヴェールで被れた月の丸顔の中に向かって左側、既に三日月の明るい月光を見せている。その月
が休む宿、第三宿は図を観れば分かる如く、牡羊座（⁷⁄₇）から牡牛座（²⁄₇）にかけての³⁄₇を占める。
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普通の星座図では雄牛の巨大な上半身像でその背中ないし尻の部分であるが、本図では牡牛全体が
描かれているため、頭部がその位置になっている。図の円の大外の第三宿の象徴図では、王冠をか
ぶり双頭の人物の上半身であり、両手にはサソリをぶら下げている。恐らく180度の真反対にある
ラキーブ（見守り星、対星）であるサソリを注意深く見守っている様子を表していよう。
　完全な「三日月」の夜。月は、その形も光度も整ってきて、テントの外や砂丘に、娘たちだけで
出て行っても心配はいらない。月と星たちを見上げながら、誰言うともなく話が始まる。出任せの
まま話が進行する。すると他の娘がちょっかいを入れ尾ひれ端ひれを付けて、話の展開があらぬ方
に向かってしまう。筋を戻したり、付加したりして、たわいない果て無し話が続く。それでも夜空
の下、こうした娘たちのサマル（夜の閑談）が、テント前の大人たちの焚き火を囲んでのサマルの
話題とは異なった子供たちの語りの座の風習を伝えている。
　「三夜月」に関して、以下のような俚謡が伝わっている：

①　（三日夜　それは）　三夜月の息子  ibn thalaath

②　（月の出の）躊
ためら

躇うこと少なく  qaliilu l-labaath

③　娘たちのたわいない話  hadiithu fatayaat

④　筋をまじめに考えた訳でもなく  ghayru jiddi mu' talafaat

⑤　あらゆる由
よし

無し話を集めたりして  yajtami" uuna min shattaat

⑥　根拠ある話の何と少なきこと  qaliilu th-thabaat

Qalでは①、②のみで、押韻も -aathで合致させている。他は①から③以降に飛び、文末の語は -aat

で統一された押韻を構成している。Sijも、Farの方も全く同一の記述であって、以下の③、④まで。
Masの方では、三行目から異なり、三行目は上記の四行目に当たり次の行に続いている。②と⑥と
は伝承異文によるもので、どちらかであろう。
　十二宮の各々の宮（burj）にも、また二十八宿の各々の宿（manzil）にも、東のインド、中国圏
の宿曜道と同様に、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものが存在する。決して科学
的なものではなく、夢判断や占い同様多様な俗信が習合されたものである。多説ある中で、その一
端をここで示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）を⁷⁄₇
とすると、その細分であるマンジル（宿）は³⁄₇を分け合い、両者の間に多少の食い違いがあるのは、
マンジルの方がブルジュを跨ったり、また部分的な、あるいは一時的な解釈がそこに投影されて調
整的な役割も担っていよう。この種の領域には付きものであるが…。家畜のこと、奴隷に関するも
の、狩猟のこと、捕虜になった場合のことなど、時代状況や他の文化圏との関心事にも相違する特
徴が観察出来よう。
　月が第一星座牡羊座・白羊宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第一マンジル（宿）、第二マンジ
ルすべてと、第三マンジルの¹⁄₇に宿る間の指針・吉凶・運勢は：

新調着おろすに良し
流血事、狩猟、遊興、戦争には良し
結婚、薬利用は慎むべし
軍関係者と席を共にして歓喜の盃を飲むが良い

　月が第一マンジル（宿）にある時の運勢は：家畜やペットを買い入れるに良い。旅行、特に海旅
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に良い。器具や武器の製作に良い。植樹に好適。散髪・爪切りに良い。新調衣を下ろすに良い。婚
約には不向きである。契約や協約を結ぶのも良くない。奴隷を買うにも不向きで、このマンジルの
間に購入した奴隷は性質が悪く、従順で無く、逃亡の恐れもある。捕虜にされた場合は牢獄は堅
固であって非道い状態のものとなろう。（日本を含めた中国を中心とする東アジア文化圏の宿曜道
二十八宿観は秋分から始まるので、第十六番目宿「婁

ろう

」宿に当たる。以下図表1を参照。「平穏な
吉日とされる」その婁宿の独自の運勢判断と比較してみても面白かろう。大きな日

ひ

捲
めく

りなどには、
日々の宿曜道の運勢も書き込まれている）
　月が第二マンジル（宿）にある時の運勢は：この第二マンジルはあまり縁起の良いものではない。
結婚は慎むべし。奴隷の購入は捕虜も含めて遠慮すべし。船舶の購入も避けるべし。捕虜となった
場合は第一宿と同様となる。（東アジア文化圏の宿曜道二十八宿観では第十七番目の「胃」宿に当
たり、運勢判断も別にある）
　月が第三マンジル（宿）にある時の運勢は：家畜購入もまた狩猟用動物（チーター、サルーキー
犬、大鷹や隼など）の購入にも良い。遊興やスポーツ、格闘技また戦争もこの時が好機。慈善や喜
捨が勧められる。結婚や契約事には不向き。植樹や播種は避けるべし。新調衣を下ろすのも良くな
い。船旅も恐怖と危険がつきまとうことになる。もし捕虜になったら、過酷となりその状態が長引
くことになる。（東アジア文化圏の二十八宿観では第十八番目の宿「昴」宿に当たり、運勢判断も
別に説かれる）
　　
　　3－2　「第二サラース」第四～六夜月

 ヌファル Nufal（余月）、サマル Samar（閑談月）、
 カマル Qamar（月）、シュフブ Shuhb（銀月）

　一か月のラジャル（前半月・白月）はサラースに五等分されて、日にちの指標とされていた。そ
の第二サラースの「三夜間」は新月から数えて「四～六夜月」。月の宿は十二宮の中を動き（例え
ば牡羊座を基点とするならば）、その宮（burj塔）の、東の次の宮に移行してゆく。即ち太陽の位
置から四日月以降の位相は、第一サラースの東にさらに移動しており、太陽からは東に大よそ60
度近くまでの後位置にある宮 (burj)と宿 (manzil)とを「月の宿」とする。夜空となる以前にも明ら
かな月面を夕方、西の天空に覗かせている。
　第二サラース「四～六日月」の三夜間の用語、これがヌファル（Nufal）またはサマル（Samar）
である。上弦の月へと向かう四～六日月。五日月を中心とするその前後の三夜月のことをヌファル
（Nufal）と言っている。この語も複数を表示する語で単数はヌフラ（nuflah）と言う。ヌフラとは「余
分、残余」の意味であるが、ヒラール「三日月」の強烈なイメージがあって、それがそのまま引き
ずられ・引き継がれて、余韻として残ることから、このような名称になったのであろう。前日の三
日月が西に没した翌晩の今夜はその残存さらに宜しく、また一層大きくなって膨らんでゆく、これ
が〈余る〉と捕らえられるヌフラ（余月）であろう。他の説はヌフラ nuflahの語根√ n/f/l自体が「襲撃」
とか「戦闘」とかを基本概念としており、nuflahは「戦利品」とか「誓い」というのがその義であ
る、とする。恐らく一か月の間でもヌフラの時期が、戦さや襲撃の時期に選ばれたことと関連があ
ろうかと推察できる。ヌフラの月は日没の頃には既に西に傾いているが、明瞭に大地に明らかな光
を投げ掛ける。我が国では「傾月」とか、香の名前で名高い「斜月」とか言われているが、そう呼
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ばれる異称もこの頃の月を指して言っている。和名の後者は月の西の山の端に近づくほのかな情景
が香りのイメージとして適用されたものであろう。「斜月」とか「傾月」とかの表意からも推察で
きるように、ヌフラの月は「二更」の頃、即ち夜空が美しく観察できるようになる時期に没してし
まうために、月と向かい合ったり、月を鑑賞しようとする人間の感じとしては「没するのが想像以
上に早い」と思われている。そのため「傾いて」おり、「斜」になっていると意識されるわけである。
アラブには「ヌファルの時期の月よりも早い」という諺があり、予期に反して早く動いたり、働い
たり、また推移して（消えて）しまうものの喩えに口をつく言葉となっている「早々立ち退き月」
「諌
いさはや

早の月」といったところか。この言い回しはアル・ハリーリー作のアラブ説語集『マカーマート』
の中の第38話の中にも出てくる。
　また一説にはヌファルではなく、第二子音がヌクタ（子音点）をもう一つ付した文字ｑ（qaaf）
であり、アラビア文字ではよくある一文字違いの類語であるとする説である。即ち文字ｆ（ファー）
に、子音点（ヌクタ）をもう一つ付加したものである。紛らわしいが、ヌカル（Nuqal）との用語
であり、それが「四～六夜月」を意味するわけである。ヌカルと上述したヌファルとは一文字違い
で語形態は同一の言葉である。ヌカルはヌクラ（nuqlah）の複数であり、矢張りその前後を含めて
の三日間を含めた概念である。こちらの語根は、「移す」、「運ぶ」が原義であるから時間や自然現
象の推移を表示しているから、より実感が込められての用語と言えよう。何故ならばヌカル（推移・
移行）自体、その三日間は、黄道二十八宿の四～六宿に当たり、「月がお渡り」となる黄道十二宮
の一宮（牡牛座）から一宮（双子座）への「推行・移行」の具体相を示しており、しかも一宮の平
均した運行日時は「二日と八時間」とされており、大よそながら月の「三日月の夜々」を一単位と
する概念とも合致していることになる。眠りに就く前、誰でも顔を上げていやが上にもその推移が
目立つ頃合いの月なのであるから。なおヌカルに関しては第六サラースの名称ともされる説がある
（3－6を参照）。
　Masの方では四～六日月のことをサマル Samarと言う、とある。サマルは「夜の閑談」として知
られているアラブの風習の用語である。この語には〈時刻〉を表示する意味合いを持たない。宵か
ら夜間にかけてテントの前やヴェランダで繰り広げられるサマル。恐らく四～六日月のころは月が
没するのは深夜には及ばない。それ故サマル「夜の閑談」の最も適した時間帯であることからの流
用となったものと思われる。
　また Qalでは「月」の総称であるカマル qamarを当てている。カマルは時制用語としては「中旬」
が最も知られているが、さらにこの語を「四～六日月」に当てている。狭義の用語としての扱い
であろう（Ⅱ360）、しかし後で述べる「十二～十五夜」としての呼称ともされており、月の総称
としての兼合いから、こちらの方が妥当していよう。Qalはまた別説としてシュフブ Shuhb（銀月）
ともしている。この語は「灰色」shahabから派生しており、「光沢ある灰色」であって、この満ち
てゆく銀月の勢いが灰色の輝かしさと表わされるのであろう。

　　3－2－1「四夜月」ibn arba"

　「四夜月」ibn arba"、その夜の「月の宿」は何処か。月は太陽から40度以上東の空に離れて宿を
とる。この夜、初夜から四番目の二十八宿の一つ（基点の牡羊座からならば第四宿アル・ダバラー
ン al-Dabaraan「牡牛座・昴の後追い」）がその「月の宿」（manzil）となる。三日月の細い月面は膨
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らみを見せ、のぞき見からさらに美しい頬を見せ始める。
　図表2の第一スブウの¹⁄₄天球図では上から四番目に描かれている。第四夜月の宿は「（スバルの）
後追う者」であり、牡牛座の中心に在ってその³⁄₇から⁶⁄₇にかけての³⁄₇を占める。本来の星座図で
は雄牛の頭部を構成しているα星と伸びる二本角の五つ星か六つ星に星取られる。しかし本図では
牛が全体像で描かれているため胴体部の位置付けとなっている。月相では黒いヴェールを覆う月の
丸顔の中に向かって左側に明るい顔の輝きを見せている。その月が休む宿、図の円の大外の第四宿
の象徴図では、猿か人か、尾を持ち上に上げているので、獣身であろう、人面獣身のキメラで描か
れる。この第四宿辺りからキメラが多く描かれ、この謎は未だ説かれていないようである。
　四夜月は以下のような俚謡が伝わっている：

①　四夜目の月　それは   ibn arba"

②　子ラクダ授乳の宵の頃  "atamatu ruba"

③　繋いでおく要も面
ま

倒
も

見
り

も要
い

らず  ghayru hablii wa-laa marda"

④　腹空
す

かす者も無く面
ま

倒
も

見
り

の要もなし  laa jaa` i"un wa-laa murda"

⑤　羊たち自由に草をはむ  ghanamatun ruta"

（文末の語は -a"で統一された押韻）
　①の枕の arba"が導韻の役をして後続に繋げている。Sijでは③まで、Farの方では③が異なり、
④として続けて記した。従って全体では「面

ま も り

倒見の要もなし」が重なる体裁になっている。また
Masの方も③は同様であり、さらに続けており、それを⑤として続けた。Qalでは①、②、④の構
成で、②では両語の間に ummiを加えて「子ラクダ母から授乳の宵の頃」としている。
　四夜月の頃は、月が出ている限りが少しは明かりともなって夜間放牧もされていたことが窺われ
る。月が出ると、全くの暗闇ではなく明るさも頼りにできるので、夜間放牧のみでなく、夜間活動
も少しはできるようになる。なので、必然的に放牧からの帰りもついつい遅くなる。月の出ない晩
や新月の頃とは異なり、少し活動が夜間にずれ込む。夕暮れにキャンプ地に戻ってきても、家畜の
乳児だとて、すぐに母乳にありつけるわけではない。母ラクダは水飼いが先ずなされて、次に人間
用に搾乳がなされる。その後に子ラクダへの授乳となる。家畜の仔たちの授乳とて、順番があるの
は例外ではない。上述の俚謡に描かれる「仔ラクダ」はルバウ ruba"と言っている。乳児ラクダで
も出産期の期間に生まれた「春仔」とそれを外れて遅く生まれた「遅仔」とがおり、その「春仔」
のほうである。孕みラクダの殆どが産み終え、こうした「春仔」の出産終了期後、あるいはその時
期が終わる頃、漸く出産にこぎつける晩生もある。こうした遅生まれの仔ラクダのことをフジャウ
（遅仔 huja"）と言っている。フジャウの原義は「うっかり者、怠慢者」であって、親も子も出産す
べき時期にその自覚無く「うっかり微

まどろ

睡んでいたりして精を出さなかった者」の意味で、人にも例
えられる。「遅生まれの仔」フジャウは成長もその分遅く、手間がかけられることになる。授乳に
おいても優先される。こうしたことから「授乳」において春の早い時期に生まれて成長が早いラク
ダの春仔ルバウは、後回しにされて授乳にこぎ着けるのはさらに遅くなる。アタマ（宵）の頃、四
夜月の傾く月光の下、その明かりが照らしてくれている間に、と言うわけである。
　「宵」を昔はアタマ "atamahと言ったが、現在ではイシャー "ishaa'と呼ばれるのが普通である。
往時は結構アタマの方が「宵」の意味で用いられていた。というのも「夜の礼拝」の用語もサラー
ト・イシャーウ salaat " ishaa'が現在では一般であるが、古くはサラート・アタマ salaat "atamahの
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方が用いられていたからである。「宵」を意味する語 "ishaa'および "atamah他については前稿「夜
の分割概念」を参照。　
　
　　3－2－2「五夜月」ibn khams

　「五夜月」ibn khams、その夜の「月の宿」は何処か。月は太陽から60度以上東の空に離れて宿を
とる。この夜、「一夜月」から五番目の黄道二十八宿の一つ（牡羊座からならば第五宿アル・ハク
ア al-Haq"ah「牡牛座・オリオン座　馬の白徴」）がその「月の宿」（manzil）となる。三日月の頃細
かった月面は太くなった五日月として明るい月光を見せている。
　図表2の第一スブウ¹⁄₄天球図では上から第五番目に描かれている。第五宿は本来の星座図では「馬
の白徴」で、牡牛の角の先端とオリオンの頭部とを結ぶ三つ星に星取られる。天球図では黒いヴェ
ールに隠れた丸顔の中に左側に膨らみを見せ、のぞき見からさらに美しい頬を見せ始める。その月
が休む宿は宮の変り目であり、第五宿は牡牛座（⁷⁄₇）から双子座（²⁄₇）にかけての³⁄₇を占める。図
の円の大外の第五宿の象徴図では、山羊頭人身のキメラが座って右手を上げ左手を腰においている
さま。恐らく天空の反対にあるラキーブ（守護星、対星）である山羊（座）が気遣っている様子を
表していよう。
　「五夜月」については、Sijおよび Farの歳時的言い回しの俚謡によれば、以下のように記されて
いる：

①　「五夜月」、それは五日目の夜  ibn khams

②　だべりながら仲良くしましょ  hadiithun wa-uns

③　お腹膨らんだ孕みラクダの宵  "ishaa'u khalifaatin qu"s

（文末の語は -sで統一された押韻）
　ShiおよびMasには②のみで③は欠如。③の方は Far及び Qalの資料に記載されている。Taaj al-

"Aruusなどにもこちらが採用されている。
　五日月ともなれば、暮れてから夜間（ishaa'）になって大分経っても程よい時間帯まで明るくな
った月光を投げかけてくれる。「五夜月」は大地を照らして、集まった娘たちの表情までも読み取
れるほどだ。「五夜月」が昇っている間は、お話をして寛ぎましょう。ゆっくりした寛げるサマル（夜
の閑談）は、言いたい放題を主張しまくるのではなく、相手の意見や話にも耳を傾ける時間の余裕
も生まれる。お互いの親しさを増してくれる。
　「四夜月」よりはさらに月の照らす時間も光度も上がったので、たとえルバウ（春仔）の授乳に
時間がかかろうが、その後はハリファ（khalifah孕みラクダ　pl.khalifaat）の具合、お腹の膨らみ
など吟味が出来る。それほど五夜月は遅くまで面倒見をさせてくれる。お腹の膨らみ状態、これを
アクアス aq"asと言う。雌ならばカスアーウ qas"aa'、そしてその複数形はクウス qu"sといって、五
夜月の余裕あればなすべき仕事となっていることが分かる。人間の場合、「お腹の膨れた妊婦」の
ことはファズラーウ fazraa'とかジャンアーウ jan'aa'とか言っている。カスアーウ（腹の膨らんだ
孕みラクダ）の妊娠状態、腹の膨らみはいつも通りかしら。どの部分がどのように張っていたり、
膨らんでいたりすれば正常なのかしら。あたしのとこの雌ラクダね、わき腹のここがこんな風にな
っているのよ、異常かしら」などと話題を向けたりする。孕みラクダは最も注意深く日ごとに見守
られることが子供の話題にまで上る文化層が読み取れる。さらには「月のもの」として妊娠ラクダ
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に特徴的なことがおきることをいったものか。一般には腹の膨れたことによるハリファ（孕みラク
ダ）の身体は、お腹の張り（qa" as）に引っ張られる結果、頭と首、即ち前半身が後ろに引っ張ら
れてお腹が膨れるほど仰け反る様になることが知られる。
　さてこの第五宿をもって第二宮を去ることになる。第十二宮および二十八宿についての、占星術
がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。その一端をここで示しておく。
十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）とその細分であるマンジル（宿）
の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを跨ったり、また部分的なあるいは一
時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。この種のものには付き物である。
　月は五夜月で牡牛座を去る。十二宮の第二星座牡牛座・金牛宮のブルジュ（塔）⁷⁄₇に在る間、即
ち第三マンジル宿の²⁄₇と続く第四マンジルすべてである³⁄₇、それに第五マンジルの²⁄₇に宿る間の
指針・吉凶・運勢は：

交友関係はうまくゆく
女性・結婚相手探しに良し
契約、約束を結ぶに良し
結婚式に日柄良し
客を呼んで持て成すことを進める

　月が第三マンジル（宿）に在るときはすでに3－1－3の最後に述べてある。次に第四マンジル（宿）
にある時の運勢は：新築に良し、堅固で立派なものとなろう。掘削や掘割に良し。召使いや奴隷購
入に良し、忠実で正直者となろう。家畜を仕入れるも良し。王や領主など支配者と良好な関係を結
ぶに良し、権力と栄誉を受けることになろう。婚約には悪い、その相手は他の男を好きになるであ
ろうから。契約や協約を結ぶのは悪い、特に自分より強大な相手に対しては。船旅も悪い、大波に
巻き込まれることになろう。捕虜となった場合、長引くことになる。但し賢く立ち回れば、善意で
解放されるであろう。（日本を含めた中国を中心とする東アジア文化圏では宿曜道二十八宿は秋分
から始まるため、その第十九番目「畢

ひつ

」に当たり、運勢もまた別の解釈がなされている）
　月が第五マンジル（宿）にある時の運勢は：奴隷を購入するのに良い、善良で忠実なものとなる
であろう。建築に良し。海旅に好適。全身浴、洗髪、爪切りに良し。交友関係、契約には向かない。
捕虜になった場合は長引くことになろう。しかしうまく立ち回れれば、脱出できるであろう。（宮
と宿との運勢が矛盾の多い相である。また東アジア文化圏では第二十番目の「觜」に当たり、大悪
日に当たっている）

　　3－2－3「六夜月」ibn sitt

　「六夜月」ibn sitt、その夜の「月の宿」は何処か。月は太陽から70度前後東の空に離れて、闇を
領することになる。この夜、初夜から六番目の二十八宿の一つ（牡羊座からならば）第六宿アル・
ハンア「双子座・ラクダの烙印」al-Han"ah）がその「月の宿」（manzil）となる。六夜月の月面は
ほぼ半月、上弦の月に近い。日暮れの頃には中天近く、月光の輝きも増して見える。夜間の¹⁄₃ほ
どの晩遅くまでの間、闇を払いのけてくれる。そしてその月明かりを利用して、夜なべ仕事、夜旅
や夜間放牧が最大限に有効利用される。ラクダ放牧する牧者、あるいは旅にある者、あるいは野外
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での夜なべ仕事にいそしむ者は、その月明かりを頼りに難儀せずに済むから仕事を続行する。月の
ある間は夜の仕事をする。そして六夜月の月が没したならば、夜間の仕事をしている者は中断して
休息に入る。
　図表2の第１スブウ¹⁄₄天球図では上から第六番目に描かれている。第六夜月の宿は「ラクダの烙
印」で、双子座の足元にある五つ星である。天球図では黒いヴェールに覆われた丸顔の中の向かっ
て左側半分近くが月面となって六夜月の明るい月光を見せている。その月が休む宿、第六宿は双子
座の中心に在ってその³⁄₇から⁵⁄₇にかけての³⁄₇を占める。図の円の大外の第六宿の象徴図では、半
人半魚または半人半蛇のキメラ像で、上半身は第二宿の人物とほぼ同じであるが、帽子がこちらの
方が長めの中折れになっている。下半身はくねっており、魚身か蛇身か、反り返り方をみると後者
が近いか。また天球の向かいにあってラキーブ（見守り星、対星）となる射手座像の下半身とも類
似している。
　こうした六夜月の日常対応の特徴が次のようなものがあり、歳時記的言い回し、俚謡によれば、
アラブの「六夜月」は以下のように言われる：

①　「六夜月」、（その夜は）  ibn sit

②　夜旅をして、それから寝て過ごしましょ  sir wa-bit

（sit, bitは押韻）
　この夜の俚謡は簡便で僅か二句である。夜間行動・夜なべ仕事・夜勤をサイル sayr（旅）で代表
させている。sirと言う語は saara＜ sayara（旅をする）の命令形で「旅をしなさい」である。旅の場合、
夕方から動き出し上弦の月近くの六夜月の没する夜半近くまで月明かりを頼りに旅を続け、月が没
したら旅を中断して野営に入る慣行が伝えられている。bitとは baata＜ bayata（夜を過ごす）の命
令形であり「夜を寝て過ごせ」の意味となる。お馴染みの「家」baytもこれから派生しており、基
本的には「家＝テント＝夜を過ごす所、休息し寝るところ」の意味であった。上の言い回しは Sij

も、Far、Mas、Qalの資料すべて全く同一である。「六」は正式な原綴は sittであるが、押韻の関係
で sitとなっている。Qalは子音をダブらせるシャッダ記号を付しているので、①の脚韻語を sittと、
②の脚韻語を bittと読ませている。押韻による破格である。

　　3－3　「第三サラース」第七～九夜月　
 トゥサウ Tusa"（九夜月）、アフラーウ "Afraa'（灰月）　ブフル Buhr（輝月）

　第三サラース「七～九夜月」は一か月のラジャル（前半月・白月）の五等分のうち、その第三の、
中間の、そして上弦に当たる「七～九夜月」目までの「三夜月」間である。月は太陽の宿る宮 burj（例
えば牡羊座）から東に90度以上に移行している。「七～九夜月」の「月の宿」は太陽の宿に対して
直角からさらに東に移る。日没の頃、天頂に在って夜半に至るまで地上の闇を照らし続ける。その
月面を半分以上見せて輝きを増す。そして夜半に西に没し、真夜中の指標となる。
　上弦の月を中心とする七～九日月。月はその覆っていたヴェールを半分以上出して輝かしさを地
上に投げ掛ける。月面の形が丁度半月になり、さらに丸みを帯びて来る「七～九夜月」の頃、これ
をアラブはトゥサウ（tusa"）といっている。トゥサウとは数詞の「九」ティスア tis"ahを表わす動
詞タサア（tasaa"）の派生名詞であり、この語根は数の「九」に関連した語彙体系を形造っており、
その他の語義の含みは一切持っていない。トゥサウとは「陰暦の七、八、九の三夜、または三夜間

93今夜は何夜月　「一か月」の時を刻む（堀内　勝）

（ 26 ）



の月」がその義である。「七～九夜月」を代表させるに、通常採用される真中の「八」の数ではな
く「九」の数が選ばれていること自体、その背景を探って観る興味を注がれる。少し述べれば真ん
中の数「八」のサマーニヤ thamaaniyahの数詞の、このタイプの形スマン（thuman）を採らず、「九」
のトゥサウとした背景には「言葉の恣意性」と云う問題だけでは片付けられない文化的面がある。
それは一つには、アラブは偶数よりも奇数を好む性向が反映していよう。また満月に近づけば近づ
く程、月は丸みと明るさを増し、それが同時に人々の気持を楽しく慰めてくれることになる。こう
した期待感をもこめて上弦の月である「七日夜月」などは未だ半月に過ぎない感があり、膨らみを
持った半月の方を好んだ。それ故に、「九夜月」という呼称法を採ったとも考えられる。
　またもっと根拠のある説としては、「九」という数の持つ威力の信仰との関連で捕えられよう。
これは民間信仰、邪視信仰とも関連する。奇数を尊ぶことと合わせて、「九」、「九十九」とは、威
力ある数であり、アスマーウ・フスナー（al-Asmaa' al-Husnaa）として知られる「アッラーの美称」
も属性として九十九あるとされているし、「腕輪」、「首飾り」、「数珠」等呪具や飾り具に好んで用
いられるが、単に装飾だけに留まらず、護符や魔除けの信仰も兼ねられているわけである。そして
その「九」、「九十九」を例えば、数珠玉の連続した形にしたりした場合、丸型のものより、三角形、
半月形を主体としたものが好まれている。三日月の呪力と共に、上のトゥサウが「七～九夜月」の
総称として採られた背景に在ると考えられる。
　さらに興味を引くのは上弦の月の頃ならば、「七夜月」こそが厳密には「上弦の月」となる。そ
れゆえ数「七」サブア sab"ahが指標となってスバウ suba" が三夜月を代表して然るべきである。し
かしウスブーウ usbuu"（週）を意味する類語、また一か月の四分スブウ sub"の用語の存在もから
んで忌避したことも考えられよう。この辺り探ると民族観にも通ずる特徴が浮き出て来よう、単に
「言葉の恣意性」ということで処理するのではなく。
　「七夜月～九夜月」の三夜はアフラーウ（"Afraa' 灰色月）とも呼ばれる。「ほこり色・灰色したもの」
がその意味であり、この時期までの前半夜までは月光のある「白夜」、後半夜は月が没して闇とな
り「黒夜」、この両者が一晩を作るので、その夜のトータルな色は白・黒の入り混じった「ほこり色・
灰色」となる。これを称してアフラーウ（"Afraa'）と言うわけである。なお同族語ヤウフール（ya"fuur）
が夜間の分割語、五更のうちの「四更」の用語とされている。前稿第8節「三更および四更」の項
を参照されたい。
　トゥサウあるいはアフラーウ、即ち「七～九夜月」は、夜明けまでは残らないとしても、夜半過
ぎまではその輝きを地表に投げかける。この頃の明るさは、夜警の者が見はるかす程遠くまでは見
えないものの、ある程度の距離、それも敵や盗賊の侵入を察知し、防備体制が整えるくらいの視野
の広がりにはなる。このことは逆の立場の者についても言え、攻撃しようとする側では、何か物陰
に隠れて相当近づかなければ相手に有利な立場に立てない。また攻撃される側では、目標となる敵
の情勢を遠くからでもさとらることが出来る。その意味で油断も生まれてしまう。わが国にも「月
夜に釜（を抜かれる）」があるが、まさに油断大敵とされる刻限なのである。　
　Mas、Qal、および Hamでは「七～九日月」の名称を異にしている点、時代観、地域観を映して
いて面白い。Masではズフル Zuhr（またはズハル Zuhar）としている。ズフルは「一夜月～三夜月」
の一つとして既に述べている。しかしズフルの意味「華やかさ、輝かしさ」を考えると、また同族
語に「花」zahrah（pl.azhaar）、「金星」Zuharahがあることから、月光の輝きが増すこの時期を捉え
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た用語のほうが相応しかろう。さらに Qalおよび Hamではこのズフルを次の「十～十二月夜」に
充てているのも納得ができる。そして Qal、Hamでは「七～九日月」のことをブフル（Buhr 輝月）
としている。ブフルとは「明るさが増しまばゆく感ずる」ほどの月「輝月」のことを言う。zuhr

と buhrとは語形態は同じで語頭文字が異なるだけであるから、Masの誤記、ないしは写本の誤写、
印刷などのミスプリであろうことが考えられる。　

　　3－3－1「七夜月」ibn sab"　
　「七夜月」イブン・サブウ ibn sab"、その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、太陽の宮（burj）
から東に直角となる90度ほど離れて、二十八宿の一つ（牡羊座からならば第七宿アル・ジラーウ「双
子座・獅子の前肢」al-Dhiraa"）がその「月の宿」（manzil）である。
　「七夜月」と言えば「上弦の月」。この月が没すれば夜半・後半夜（duljah）の始まりの時の刻み、
一か月の四半が終わる目安の月。即ち第一スブウ（第一四半期、第一～七夜）わが国では一畳、一
坐で「七日節会」が行われた伝統を持つ。アラブでは「七夜月」の頃は近隣の親しい者が集まり、
サマル（夜の閑談）の座が組まれ、最も楽しみとなる。夜間の涼風に誘われて、近所や近親者が寄
り集まっては、閑話・余談を楽しむ寛ぎの一時の余裕を持つ。その半月の光明が導くように、人々
は家族ごと何人か組になって、子供たちは嬉しそうにみんなスファール（sufaar口笛）を吹きながら、
少し離れた集会所や客用テントで催される寄合に出かけて楽しむ。夜半頃まで燈明となって、サマ
ル（夜の閑談）には最適な月夜。また俚謡にも「七夜月、それは伴

と

侶
も

ある（旅）人の導き」がある。
夜旅がし易くなり、同じ方向へ赴く者が集まり、七夜月のもとに旅の同行者・連れとなって出かけ
ることを言い当てたものである。
　図表2の第一スブウ¹⁄₄天球図では上から最後の七番目に描かれている。第七夜月の宿は「獅子の
前肢」で、双子座の頭部にある主星の二つ星である。天球図では黒いヴェールに覆われた丸顔の中
の左側半分が月面となって七日月、即ち上弦の月の明るい月光を見せている。その月が休む宿、第
七宿は双子座の中に在ってその⁵⁄₇から⁷⁄₇にかけての³⁄₇を占める。図の円の大外の第七宿の象徴図
では、人面獣身のキメラ像で、四角い頭をした人面で、前肢は手にも見え上半身は人間とも思える。
下半身は獅子のそれであろうか。
　上弦の月が没するのが「夜半」であり、アラビア語では「後半夜」はドゥルジャduljahと言う。
この「後半夜」はドゥルジャに関しては、前稿「夜の表象」の第3章第6節「夜の最後の¹⁄₃」の概
念の中で触れたように、夜半過ぎてから夜明けに至る夜間の「後半夜」の意味である。そしてこの
「後半夜」ドゥルジャを迎える頃、折りしも「七夜月」が没する。逆に言えば、duljahの概念は「七
夜月」が没する頃を指標としたわけである。夜半は確かな目安がないため、この「七夜月」はその
意味でも指標としての役目も担った。
　しかし「七夜月」が沈んだ暗闇の夜半は、ハイエナなどの夜行の動物たちの世界になる。夜が更
けて月が没し闇が支配するようになると、月明かりを避けていた夜行性動物どもがにわかに活動を
盛んにする。中でもハイエナは、その動きや鳴き声が目立つ。家畜類、特にガナム（羊・ヤギ）な
どが襲われないよう警戒せねばならない。なおハイエナは、アラブの概念では「無情なもの、無慈
悲なもの」或いは「愚かなもの」の代表とみなされ、嫌われている。しかしその闇目の良さからか
アラブの民間信仰では、ハイエナの胆のうを焼いて灰にし、アイシャドーとして塗ると視力が増し、
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鋭くなる、とも信じられている。
　「七夜月」については上のような夜景を踏まえて、次のようなアラブの俚謡が伝えられている：

①　七夜月、それは  ibn sab"

②　集まり持つに最適ね  hudan li-unsin dhii l-jam"

③　二人で連れだち口笛吹いて出かけましょ　　　 tusaffir fi l-shaf "

④　でもハイエナ徘徊するのが後半夜  duljah al-dab"

（末尾子音＋ " （"ayn）の押韻）
　②は Sij、Farの双方に記されている。しかし③は Masにのみである。④は Sij には欠如する。
Qalでは①、④、②の順であり、②も hadiithun wa-jam"「お話にお集まりね」となっている。
　第七宿をもって月は第三ブルジュ（宮）を通り過ぎる。さて第十二宮および二十八宿についての、
占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。その一端をここで示してお
く。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）とその細分であるマンジル（宿）
の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを跨ったり、また部分的なあるいは一
時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。この種のものには付き物である。
　月が第三星座双子座・双子宮のブルジュ（塔）⁷⁄₇に在る間、即ち第五マンジル（宿）の¹⁄₇及び
第六マンジル³⁄₇、第七マンジル³⁄₇のすべてに宿る間の指針・吉凶・運勢は：

パートナーシップ選びに良く、結婚も良し
旅もまた勧められる
宝石の探索・採掘にも吉である
服地の裁断にも良し
文人に頼み事を委嘱するも良し
薬の服用は控えるように
出血もしないように心掛けよ

　月が第五マンジルにある時ついては第二ブルジュの方で述べた。次の第六マンジル（宿）にある
時の運勢は：交友関係、契約には好適。旅行、狩猟、冒険、戦争にも好条件となる。仲間・戦友も
協調的で正直、忠実な者であろう。船旅は遅れも出ようが向いている。傷病や服薬には不向き。新
調衣はおろすとすぐに破れてしまうことになろう。捕虜になった場合は、三日以内に解放されなけ
れば長引くことになり、牢獄に繋がれることになろう。（日本を含めた中国を中心とする東アジア
文化圏では秋分から始まるため、宿曜道二十八宿の第二十一番目「参」宿に当たり、運勢もまた別
な判断がなされる。旅行が吉であるところなどは共通している）
　月が第七マンジル（宿）にある時の運勢は：交友関係、契約には好適。相手も善良で協調的で忠
実な者であろう。洗髪、整髪、切断することに良し。新調衣を仕立てるに向く。奴隷や家畜を買い
入れるに良し。敵と和解するに向く。また船旅に遅れも出ようが向いている。土地の獲得や購入に
は悪い。服薬の中断は悪い。捕虜になった場合は、三日以内に解放されなければ、牢獄に繋がれて
死ぬことになろう。同様になにか恐怖の対象があれば、それに再び遭遇することになろう。（東ア
ジア文化圏では二十八宿のうち第二十二番目の「井」宿に当たり、〈断つ、切る〉ことには凶日と
解されているようである）
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　　3－3－2「八夜月」ibn thamaan

　「八夜月」イブン・サマーン ibn Thamaan。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、太陽の宮（burj）
である黄道十二宮の基点（例えば牡羊座）から東はるかに去っている。十二宮を分割した二十八宿
の一つ（牡羊座からならば蟹座第八宿アル・ナスラ「獅子の鼻」al-Nathrah）がその「月の宿」（manzil）
である。第七宿が上弦、即ち太陽から90度を超えていたから、「八夜月」のお宿は100度を超えた
後半夜ドゥルジャに没する第二宿目に当たる。また第二「四半期」スブウの始まる宿でもある。
　図表3の一か月天球図第二スブウでは右上に八夜月が第八宿として描かれている。第八宿は月の
黒いヴェールに包まれた丸顔は左の半分以上が黄金の面となり明るい輝きを放出する八夜月を見せ
ている。下の十二宮の蟹座の中に在って、その宮の¹⁄₇から³⁄₇を占める。第八宿は「獅子の鼻」である。
蟹の甲羅にあるγ、δ星を挟んで多くの星々を獅子の鼻と見立てている星取りになる。本図では内
向きの蟹の右の脚部に当たる。図の円の大外が各宿の象徴図である。シャム双生児の如く双頭四臂

ぴ

の形態であるから、極めて特異であり、図表2の直前のブルジュ（宮）双子座との関連も窺われる。
双頭図はブルジュでは双子座、マンジルでは第三宿で描かれている。大きく開いた股間に意味を持
たせているのであろうか。
　「八夜月」と言えば、上弦の月の膨らみが一層増す。即ち目にも一層月光の輝かしさが増すこと
が実感される。この頃の月の「輝かしさ」は俚謡でも謳われているように、原語ではアドゥヒヤー
ン adhiyaanと言っている。月光でも「雲にさえぎられることもない輝かしさ」なのである。特に「夜」
とか「月」に関して用いられる語とされる。しかしさらに原義を辿ると、動物の体毛色の感覚が先
行しているようだ。即ち、ガナム（羊や山羊）、ラクダなどに多く見られるが、「白・黒」を主毛
色とする動物のうち、白色の方が多くを占めるもの、これをアドゥハーadhaaとかアドゥヒヤーン
adhiyaanといったわけである。この原義の色の感覚を「夜」にあてはめ、月のある時間帯を「白」、
月の没した後の闇を「黒」と設定すると「八夜月」は物体としての月ばかりではなく、明らかに夜

図表３　一か月天球図　第二スブウ
（第八夜～第十四夜とその宿）
　図表2の一か月天球図の第一スブ
ウに続き、第二スブウ（第八夜～第
十四夜）について部分拡大したもの
である。月の位相は円周の90度か
ら180度に至る。上弦の月が過ぎ満
月に至るまでである。毎夜の月の宿
マンジルを提供するのも、黄道十二
宮の三ブルジュ（宮、蟹座、獅子座、
乙女座）であり、それを細分する「月
の二十八宿」（manaazil al-qamar）
のうち第八宿～第十四宿（マンジル）
である。十二宮の中、乙女座の図像
に注目。二十八宿の興味深い大外
の象徴図の説明は個々の何夜月の中
で、不十分ではあるが説明してある。
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半過ぎまで月が空にあり、従って〈時空〉 においても「白」が黒より量的にもまさる。この動物の
体毛色のイメージもまた「夜」、「月」への転喩の例であることが分る。単に「輝かしさ」と訳した
言葉の中にもこのような複合的意義が含まれて意識されているわけである。
　サマル（夜の閑談）も興ずると夜半に及び、話好きの遊牧民であるだけに、時も忘れる。早起
きの彼らには、空

す

きっ腹を抱えることになる。そのため空腹を埋め合わすべく、有り合わせのパ
ン（raghiif）をホストのテント主が提供する。まず自分がほんの少し千切っては、すぐに隣に回す。
隣の者もその量に合わせて、手にして一千切りしては、座の次の人に回す。隣り合わせても右回り
に回すのが原則である。また「パンの契り」と言う風習もあった。同一のパンを割って食べ合う。
それは共食をして縁を結ぶ意味を持つ、我が国の同じ「釜の飯」を食べた者は義兄弟である、との
観念である。この「パンの契り」はさらに形式を踏んで重要な意味合いを持った。他人と契約や約
束を結ぶとき、月・星に向かって当事者双方が誓い合った風があった。当事者双方は、持参したパ
ンをお互いに千切って、月星に向かって誓いを立て、その同一のパンを食べ合う。これが最も厳か
な「パンの誓い・契り」であって、「共食」以上の意味合いが籠められていた。そして星辰信仰の
中でもこの「八夜月」が誓いや約束事をするのに最も適していたことである。即ち上弦を節目とし、
その頃・それを過ぎた直後の月の頃、その月に向かって、お互いに誓いを立てるのである。「誓い」
としての威力の在り方も、光も形も減じて行く下弦の月に対してではなく、光も形も大きくなり昇
って行く月なので、勢いがある。それだけ一か月の中でも、この頃の誓いや約束、願い事がもっと
も効力があるとされる。
　「八夜月」については、上に記したような状況を踏まえて次のようなアラブの古謡が伝えられて
いる： 

①　八夜月、それは  ibn thamaan

②　輝かしき月  qamar adhiyaan

③　同
きょう

胞
だい

たちパンを分け合う  raghiifun iqtasama-hu akhwaan

（句末の -aanが押韻）
　Sijおよび Qalの方では③が欠如する。Mas の方では②が asbahaan（朝のような輝かしき）とな
っている。Farの方では「八夜月」に関しての言い回しは欠如している。

　　3－3－3「九夜月」Ibn tis"

　「九夜月」イブン・ティスウ Ibn tis"。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、太陽の宮（burj）
である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座）の東110度前後に宿る。十二宮を分割した二十八宿の一つ（牡
羊座からならば蟹座　第九宿アル・タルフ「獅子の眼」）がその「月の宿」（manzil）である。月面も
明るい丸形に近く、輝かしさも増す。そしてこの明月が西没するまで地上には明るさを投げ掛ける。
　図表3の一か月天球図の第二スブウを見ると右上二番目に描かれている。第九宿は月の黒いヴェ
ールの丸い輪郭の中にあって、ヴェールで隠す部分も少なくなり、左側の明るい輝かしさが膨張し
ており、九日月の顔相を見せている。「獅子の眼 al-Tarf」であり、蟹座と獅子座の境界に在って、
巨大の獅子の頭部の眼に当たり、二つ星である。蟹座の⁴⁄₇から⁶⁄₇を占める。外枠の人物像は一人
物が左手を上げ、右手の掌に返して下げ、両足も手と同じ動きを見せる。俚謡でも「一飲みにはあ
り付けるも」とあるように、「甘茶でカッポレ」踊りをしているような、楽しげさが伝わって来よう。
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　「九夜月」は夜半を超えても、まだ頼りとなる月明かりがある。昼の暑熱に対して、冷涼な夜間
は快適で、アラブは「九夜月」になる頃、その明るさも手伝って活動もますます盛んであった。月
明かりを利用しての夜なべ作業、夜勤においても、ラクダ放牧においても、また夜旅においても。
夜旅を例に採ると、月明かりのある間無理をして先を急ぎたくなるもの、勢い履いているサンダル
の皮紐を切らしてまで急ごうとすることになる。それほどに夜間に月明かりがあることは夜旅には
適していたことを言っている。この場合、足となるラクダに乗っての表現ではないことが注意をひ
く。乗用ラクダがあるのに、わざわざそのラクダを引いて旅人自身が歩くことも多い。わざわざそ
うするのは、鈍

なま

った下半身の自身の運動にもなり、愛用ラクダへの負担を減らしてやる思いやりに
も繋がる。もっとも一般には、旅人は長旅を敢行する場合、ラクダの体をいたわって、時折は自ら
の足でも歩くことはごく普通のことであった。長旅で積荷が重すぎたり、地形的に平坦でなく、岩
だらけや傾斜地などを踏破するような折には、歩きたくなくともこのようにするのであった。特に
坂を下る場合は難儀となる。そして増々輝きを増し、夜半まで旅路を照らす「九夜月」が天空に
ある間、サンダル na"lの皮紐がすりきれるまで旅を急ぐのである。革製のサンダル、その「革紐」
をわが国では下駄や草履の「鼻緒」に相当するのだがシスウ shis"（pl.ashsaa",shusuu"）と言っている。
日本の鼻緒もそうなように、結構擦り切れることも多い。擦り切れたて鼻緒も簡単には捨てられな
い。Taaj al-"Aruusには、キャラバンを歌で導いてゆくために、こんな「擦り切れた革紐」をタク
トに用いた詩句がある：

我ラクダ達を歌で導けり　サンダルの擦り切れし革紐振り回して
Ihduu bi-haa munqati"an shis"annii

同じく Taaj al-"Aruusに：
彼己のサンダルの向き変えたり　足跡を読み取られぬため
その両の革紐取りて 鼻緒を反対の方に向け（地に押し付けたり）

 Yuriidu na"lay-hi li-'allaa tu"rafaa

 Yaj"alu ashsaa"a-huma l-qafaa

　この後者の引用例は恐らく戦闘に出かけたり、その帰りの場面で、足跡が地面のはっきり残るよ
うな、要警戒の場所での処置であろう。
　また九夜月の頃から月は丸みを増し見頃となる。宿営する者にとっては、見晴らしの良い砂漠地
の街道に沿って、遊牧民は好んでキャンプを張る。この野営地で、観月と閑談をしながら、夜旅の
者をも「歓待の火」naar al-qiraaを焚いて喜んで迎えてくれる。そこへ行きずりの者、旅人が寄れ
ば一杯は確約されようと。「一杯・一飲み」はイスラム以前では「酒」、以降では「ラクダの乳」で
あることに要注意。野営地はジズウ jiz"（pl.ajzaa"）と言っている。「渡る所、横切る所、切れ目と
なる所」の意味である。多くの場合砂丘の傾斜地とかワジ（涸れ川）の曲がる角の分かり易い部分
がジズウに設定される場合が多い。
　上のような状況を踏まえて「九夜月」イブン・ティスウについては、次のようなわ俚謡が伝えら
れている：

①　九夜月（その夜は）  ibn tis"

②　サンダルの皮紐を切らすもの  munqati"u al-shis"

③　ラクダの腹帯千切れさせ  mahdhuwwu n-nis"

99今夜は何夜月　「一か月」の時を刻む（堀内　勝）

（ 32 ）



④　部族の野営地には行き当たり  multaqitu ｌ -jiz"

⑤　一飲みにはあり付けるもの   taltaqit fi l-jir"

（末尾子音＋ " （"ayn）の押韻）
　Sijおよび Farの方は全く同一であって、①、②、④までである。Masは①と⑤とのみ。Qalは①
と③のみ。②と③、および④と⑤は同源のものと思われる。

　　3－4　　「第四サラース」第十～十二夜月　
 ウシャル "Ushar（十夜月）、ドゥラル Durar（真珠月）

　第四サラース、十日から十二日の間の月、「十～十二夜月」。一か月のラジャル（前半月・白月）
を五等分した四番目の「三夜月」である。月は太陽の宿る塔＝宮（burj）からはるか東にある。月
初め太陽が十二宮の一つの宮（例えば牡羊座）の中にあったとすると、この「十～十二夜月」は、
その宮の東110度から140度辺りに移行している。満月に向かって勢いのよい、十日から十二日の
間の月のことはウシャル（"Ushar）と言っている。日没の頃、すでに天頂より東の方に明らかに丸
みを帯びて煌々と輝く月である。従って日没時には中天から東に傾いて、宵闇を迎える。そして十
分大地を明るくして夜半遅く西に没することになる。
　「十～十二夜月」の用語ウシャル（"Ushar）とは数詞の「十」を表示するアシャラ（"ashrah）か
ら採った用語である。日齢の呼称が三夜ずつを一単位として命名されていることを考えると、この
前段階が「九」を指示し、今度が「十」でその段階を指示しているのは、数のバランスからいって
も合理的ではないわけであるが、こう命名されてそれが名称として通ったについては筆者は次のよ
うに推断する。
　一つには「何夜月」の言い表わし方に十段階ある中で、分り易い数詞を用いて、それを用語とし
ているのは先の「七～九夜月」のトゥサウとこのウシャルだけに限られることである。
　ウシャルが指示する「十～十二夜月」の真中の語の「十一夜月」の数詞を代表させて用語とすると、
不都合になってしまう。と言うのもアラビア語の数の語形は、「十一」以上は「一と十」というよ
うに二語の複合語となってしまう。こうした三夜ごとを単位として時制を表示していた語形態フア
ル fu / "a / l / 、平たく言えば CuCaC（Cは子音）と言う単独語での定型表現が不可能になることに
起因しているものと思える。即ち、数詞を用いない表現こそアラブの語彙形成の豊かさを示す基本
的概念がある中で、日齢の順列において前段階に数詞の派生形で特称を作ってしまったために、そ
れに引き続いて数詞で代弁させてしまおうとの意識が働いたこと。これと関連して、二つには十一
以上の数は複合語となってしまうため、日齢表示の基本語形フアル fu"alがとれなくなってしまう
ことである。
　この二点から「十～十二夜月」のなかで数詞一語で用語化が容易な「十」を意味する語のパター
ンを採ったのではないかと思える。「七～九夜月」を「九」で代表させ、「十～十二夜月」を「十」
で代表させているところが、語彙の恣意性というか、どの文化圏にも共通する合理では割り切
れない生

なま

の人間性を物語っているわけである。十の数と日齢とが結びつくウシャルは、我が国の
「十

とうかんや

日夜」を想い起こさせる。これについては、次節「今日は何夜月？」のところで触れる。ウシ
ャルは、夕方には既に空にかかっており、闇の訪れと共に一層輝きを増して、大地を照らすことに
なる。月はその光の恩恵を可能な限り及ぼす。この頃になると、遊牧民は夜の警戒心をますますゆ
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るめることになる。敵部族の襲撃や略奪、盗賊の侵入などには、その月の明るさ故に対処するのが
容易である。トゥサウの段階までは、財産でもあり、名誉の象徴でもある家畜、とりわけラクダを
奪われたり、盗まれたりしないよう、一か所に集めて動けないようにしていたのであるが、ウシャ
ルになるとその心配もなくなり、足枷をつけて余りに遠くに歩けないようにしながらも、近くの草
は食べることができるようテントの回りに放しておくようになる。夜間放牧もそう警戒せずと行う
ことができる。月が大きくなり、輝きを増すと、遊牧民の心も大きくなり、寛大さが増す。この頃
には遠慮なくナール・キラー（もてなしの火）が焚かれ、テントを頼ってくる者、夜旅の者が快く
迎えられ、歓待されるようになる。「天に銀 地に赤」を頼りに、即ち青白き「銀月」を天空に、薄
暗き地の中に赤く暖かく迎える「もてなしの火」を頼りに。
　Masでは「十～十二夜月」のことをドゥラル Durarと言う、とある。「真珠たち」である。銀月
がその形といい、輝かしさといい、膨らみと輝きを増してゆく三夜の月、それぞれが「真珠」と喩
えられる。ドゥラル durarとはドゥッラ durrah（真珠）の複数形なのである。十日月は歪

いびつ

な丸みを
帯びた真珠（ドゥッラ）、十一日月はやや丸くなった真珠（ドゥッラ）、さらに十二日月は涙の粒型、
水滴型の真珠（ドゥッラ）と、これらが真珠たち（ドゥラル）と言うことになる。Qalおよび Ham

では既に述べた如く、七～九日月で記したズフル Zuhrを「十～十二夜月」に当てている。

　　3－4－1「十夜月」　ibn "ashr

　「十夜月」イブン・アシュル ibn "ashr、その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、太陽の宮（burj）
である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座）に対して、東に130度以上離れて十二宮を分割した
二十八宿の一つ（牡羊座からならば第十宿アル・ジャブハ「獅子座 獅子の額」al-Jabhah）がその「月
の宿」（manzil）である。月はそのヴェールから顔を丸く見せるように大きく覗かせる。
　「十夜月」イブン・アシュル ibn "ashr、わが国では「十

とうかんや

日夜」と言って、田舎では特別な行事を
していたものである。といっても我が国の場合、毎月の十日の夜のことではなく、重日である「十
月十日」の夜のみ、及びその夜の祭の行事を指している。この夜は田の神の代りとされるカカシを
田から抜いて持帰り、家に大根と共に飾り、餅を供える。そして収穫を感謝し、稲作に悪さをする
モグラを追う、虫追い行事を行う。藁を束ねて棒状にし、定句を唱えながら地面をたたき回るもの
であった。その音は鉄砲の発砲音に似ているため、その藁棒は「藁鉄砲」とも呼ばれている。
　こうした日本の「十日夜」の風習と異なり、アラブでは決してハレの日でもなく、日常生活と密
着した指標とされている。月の出の時刻と満ち欠けを指標として、「十夜月」は位置づけられている。
夕方には既に東の空にかかっており、闇の進行と共に一層輝きを増し中天して、大地を照らすこと
になる。
　図表3の第二スブウ一か月¹⁄₄天球図を覗

のぞ

くと右上三番目に描かれている。第十宿は「獅子の
額・鬣

たてがみ

」である。古代の巨大な獅子の前頭部に当たる。四つ星か五つ星で星取られる。月の黒いヴ
ェールはもはや殆んどが取り払われ、左側が既に丸みを帯びて来て、十日月の明るい顔を輝かせて
いる。いわゆる「十

とおかんや

日夜」らしき態。「旬」としてヒラール「上旬」とカマル「中旬」を区切る立
場にあるからか。またその月が休む宿は、蟹座の⁷⁄₇から獅子座の²⁄₇に跨がっての³⁄₇を占める。天
球図の円の大外の第十宿の象徴図では、第一宿の頭部を拡大したような、王冠をかぶる人物像であ
る。但し王冠が大きく、また両端に垂れが付いている立派なものである。獅子の頭部でもあり、そ
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の王者振りと威厳を示すものか。
　この「十夜月」について、アラブの俚謡は以下のように採録されている：

①　十夜月（その日が）  ibn "ashr

②　一か月の三分の一（過ぎ）  thulth al-shahr

③　夜明けを恨むもの  muhniq li-l-fajr

（句末の子音＋ rが押韻）
　Farの方は①、②まで、Masでは③が muhiqqun（恐れるもの）となっている。Qalでは②と③の
順が逆になっている。
　「十日夜」であるから切れ目、節分の目安ともなっている。一か月三十日の中の¹⁄₃、即ち第一旬
日（Hilaal）が過ぎたこと、第二旬日（Qamar）に入ったこと、それを確認させる「月」でもあった。
当たり前のことであるが、月星を頼りに時節を過ごす社会では大事な生活指針となる節目でもあっ
たのである。一か月のうちの「¹⁄₃」が経過したこと、謂わば上旬が終わって中旬に入ることの確認
が行われるわけである。
　わが国では分数の言い方は、用語としての単独語がないため連接語で言わねばならない。「～分
の一」のような面倒くさい長たらしい言い方しか出来ない。一方、アラビア語には CuCC（Cは子
音文字）と言う語形を取ると、分数表示になるのだ。三を表すサラーサ thalaathahの語根√ th/ｌ /

thの子音に CuCCを当てはめスルス thulthとするとそれで三の分数「¹⁄₃」を表すことになる。それ
ゆえ容易に用語や雅語の使用もできる構造になっている。
　十夜月ともなれば、明るさも大きさも一段と増して真珠の輝きのように天空を支配している。だ
がこの月も夜明け近くの時間帯サハル（sahar）が来ると、西に没する。十夜月は明け方前の、そ
の暗黒に勝てず西に没して輝きを失ってしまう。サハルの時間帯はまだ夜間であるが、次に来るフ
ァジュルは太陽の先導者、露払いのように明るさを伴ってやって来る。そのため十夜月の夜を楽し
んでいた者、頼りにしていた者には、没する刻限には恨みを伴うものとなる。一方月明かりを頼り
としていた者のうち、旅人は、十夜月が沈んでしまうと闇の世界ではそれまで明るかっただけに極
めて前進がしにくくなる。それでもなお、もっと旅を続けたいのに、と恨む気持ちが、十夜月を性
急に追い立てにやって来るであろうファジュル fajr「夜明け」に向けられる。ファジュル以降の明
るさと暑さを伴う太陽によって、明け方に対しての感情は一段と強くなる。「夜明け」への恨みは
ひとしおといったところを言い当てた表現である。fajr「夜明け」および sahar（夜明け前）、これ
らの文化的意義については拙稿『アッサラーム』誌22号71頁の〔図Ⅲ〕参照。
　さて第十宿をもって、月は第四宮蟹座を通過し終る。第十二宮および二十八宿についての、占星
術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。その一端をここで示しておく。
十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体⁷⁄₇のブルジュ（宮）とその細分³⁄₇であるマンジ
ル（宿）の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを跨ったり、また部分的なあ
るいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。この種のものには付き物で
あるが…。
　月が第四宮蟹座・巨蟹宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第八マンジル（宿）、第九マンジルの
すべて、及び第十マンジルの¹⁄₇に宿る間の指針・吉凶・運勢は：

月、蟹座にある時布地の裁断に適する
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また下剤用いれば効力多大なり
宝石売るべし
旅は良し、水上の船旅がさらに良し
必要とする人にはできるだけ手紙出すべし

　月が第八マンジル（宿）にある時の運勢は：陸上も水上も旅行に好適、行きも帰りも快適に早め
に安着できるであろう。婚約はスムーズに進むが最後に拗

こじ

れる場合がある。奴隷購入及び契約締結
には不向き。購入した奴隷は騙すし、主人を非難し逃亡を図ろう。契約・協約はお互いに欺瞞が含
まれていよう。捕虜になった場合は、牢獄生活が長くなろう。（日本を含めた中国を中心とする東
アジア文化圏では宿曜道二十八宿は秋分から始まるため第二十三番目「鬼」宿に当たり、よろずに
良く、二十八宿中最大の吉運日とされている）
　月が第九マンジル（宿）にある時の運勢は：旅行に好適となろう、行きも帰りも。家の改修（扉、
錠鍵、寝台、カーテンなど）に好適。小麦の移植に良い。契約・協約は不向きであって、お互いに
騙し合うことになろう。散髪や爪切りには不向き。新調衣を下ろすのも良くない、着物に引きずら
れてひどい目にあうことになる。捕虜になった場合は、長い収監となろう。（東アジア文化圏では
二十八宿中、第二十四番目「柳」宿に当たり、「旅に吉」など共通するところもある）
　月が第十マンジル（宿）にある時の運勢は：建築するのに良い、長持ちがしよう。契約・協約に
良く、お互いに益すること大となろう。捕虜になった場合は、大変である、敵将次第なのだが長く
辛い牢獄生活を送ることになろう。（東アジア文化圏では第二十五番目の「星」宿に当たり、交渉
事は争いを生じやすい凶日など正反対な解釈も下されている）

　　3－4－2「十一夜月」ibn ihdaa "ashrah

　「十一夜月」イブン・イフダー・アシュラ ibn ihdaa "ashrah、その夜の「月の宿」は何処か。月は「十
夜月」からさらに東に13度ほど移動している。従って太陽から140度ほど東の空に離れて宿をとる。
この夜、第一夜から十一番目の二十八宿の一つ（牡羊座からならば第十一宿アル・ズブラ「獅子座・
獅子の鬣

たてがみ

」al-Zubrah）がその「月の宿」（manzil）となる。獅子の背中に当たりδ、θの二つ星に
星取られる。
　十一夜月は日没後の闇が支配する頃には中天よりやや東の空の方であるが高く上っており、この
意味では擬人化していえば、夜空となるころには太って煌々とした月となっている。そして空の高
みから西の方の日没の「宵」を見ていることになろうし、深夜遅くには東の方はやがて来る「暁」
の頃をも西空低くまた没してからも見守って眺めやることになるであろう。
　図表3の第二スブウの一か月¹⁄₄天球図を見ると真中、獅子の背上に描かれている。第十一夜月
の宿は「獅子の鬣

たてがみ

」であり、獅子座の中に在ってその³⁄₇から⁵⁄₇にかけての³⁄₇を占める。月は覆っ
ていたヴェールをさらに外して、はっきりした円形の顔面を見せる。輝かしさ、まばゆさも加味し
ながら。その月が休む宿、図の円の大外の第十一夜月の宿の象徴図では、二日月の宿と似て膝まづ
く一人物である。手の形が異なり両手をあげ掌を上に向けている。この仕草は天に向かって祈り願
いを訴えるポーズである。
　「十一夜月」以降についてのアラブの俚謡であるが、冒頭で述べた如く数詞自体が連接語となるた
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め、言い回し自体が長くなることと、数詞十（"ashrah）が末尾に来るため、すでに十夜月で用いら
れているため、押韻を採るのに技術を要する。押韻語が後接語となり、-"ashrah（十～夜）、-"ishriin

（二十～夜）が同一語と続くので押韻を採るのに困難が伴う。このため、文体も多少変わり、月に問
う体裁となる。「～夜月に対してあなたは如何なの？」、月答えるに「～夜月は…」というふうである。
　ここでは「十一夜月」は導入部と押韻と関与しているのでそのままで通せるが、それ以降の月夜
の言い回しが多少異なる。しかしサジュウの押韻もあり、連続しているので、以前同様の訳し方を
採って同じ体裁で示すことにする。
　「十一夜月」について、以下のような俚謡が言い伝えられている：　

①　十一夜月、それは  ibn ihdaa "ashrah

②　宵も見れば、暁も見る  araa "ishaa'aan wa-araa bukrah

（句末の -rahが押韻）
　Masは十一夜以降もそのままのサジュウ形で引き続き述べられるが、シジスターニーはその著
の中で伝承者も異ならせ、アブー・ザイド以外の者の伝えるものとしている。Qalも資料として
Manaahij ak-Fikrの書より補なって述べてゆくと記す。一方 Farの方は、「十一夜月」以降の記述は
ない。Masでは②が yuraa "ishaa'an wa-yuraa bukurah（宵も見られれば、暁も見られる）と受動形で
記している。
　上で謡われる言い回しには「宵」が記されるが、その原語イシャーウから「夕飯」の意味で我々
も親しんでいるアシャーウ "ashaa'が派生している。「宵」イシャーウに関しては、拙稿「夜の表象」
の第3章4節の記述を参照されたい。また「暁」の原語 bukrahとは狭義には「夜明け以降日の出ま
で」を、広義には夜明けを起点として、日の出以降にも延長して云わば「早朝」の時間帯を指して
言われる。

　　3－4－3「十二夜月」ibn ithnatay "ashrah

　「十二夜月」イブン・イスナタイ・アシュラ ibn ithnatay "ashrah、その夜の「月の宿」は何処か。
月は太陽から東の空150度ほど離れて宿をとる。この夜、一夜月から十二番目の二十八宿の一つ（牡
羊座からならば第十二宿アル・サルファ「獅子座・獅子の尻」al-Sarfah）がその「月の宿」（manzil）
となる。
　「十二夜」といえば、シェイクスピアが『ロミオとジュリエット』の次に扱った双子の兄妹がく
りひろげる喜劇『十二夜』、東方の三博士をモティーフにした諸作品を思い出す。本来キリスト教
では、キリスト生誕の「十二夜」後、クリスマス後の一月六日の「公現祭」のことである。東方の
三博士はキリストの生誕地ベツレヘムに東方、イラク・イランから十二夜をかけて、ベツレヘムの
星に導かれラクダに乗って祝福にやって来たとされる。
　図表3の第二スブウの一か月¹⁄₄天球図を見ると、下から三番目に記されている。第十二宿は「獅
子の尻」で、獅子座の尻のβ星一つに星取られる。天球図ではさすがに黒い丸の輪郭の中を大きな
月面第十二夜の月が煌々と輝く。その宿に在って覆っていた顔のヴェールの一部を残して、ふくよか
な膨らみをもった色白なまぶしいほどの美顔を見せる。その月が休む宿、第十二宿は獅子座の⁶⁄₇か
ら次の乙女座の¹⁄₇にかけての³⁄₇を占める。天球図の円の大外の第十二宿の象徴図では、一人物が
描かれ、前宿第十一宿と似たポーズであるが、第二宿により近い。右手を上に向けて伸ばし、左手
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を腰に下げるのは第二宿と全く同形である。こちらは立ち膝ではなく、かしこまって坐っている。
第二宿と第十二宿、数字「二」の関与があるか。（第五宿の山羊頭人身のキメラが座って右手を上
げ左手を腰においているさまも同様であるが）
　アラブ世界の十二夜月については、観月が行われた。わが国の十三夜に当たろう。それほどに
アラブ世界では「十二夜」の印象が強烈なのである。月を頼りとする、大事にする者にとっては、
十二夜月ぐらいに月面が大きくなり明るさが強烈になると、太陽と拮抗するほどとの日常体験に基
づく観念があるのだ。十二夜の丸い形と煌々と輝く様は、闇が濃くなるほど、その膨らみを増すの
が見ているほどに感じられる。そしてその膨らみは口や頬をほころばせた微笑む顔と捕らえられる。
夜空ではさながら太陽のそれに似て、そのもとで活動を行う人間にとっては喜ばしく、快適なもの
となっている。それほどに華やぎを演出させているのである。十二夜月を見ての喜び、それをムウ
ニク mu'niqと言い表す。ムウニクには「喜ばす」の他にも「鑑賞するほどに」の意味もあるので、
わが国の「十三夜」や「十五夜」鑑賞と同様、それらをも待たずに、「十二夜」の太陽ほどに円形
に近づき、丸い形と煌々と輝く様を鑑賞する風習をアラブはもっていたのであろう。雲にも邪魔さ
れず澄みきって乾燥した世界の夜空はさらに格別であったから。この十二夜月の喜ばしさは、バダ
ウィー（遊牧民）にとっては勿論のこと、視界が狭く灯火もあるハダリー（都市・定住民）にとっ
ても、遊牧民出のかつての郷愁が共有されているのである。このことは「十二夜月」を以下の俚謡
で言われていることからもわかるはずであろう：

①　十二夜月、それは ibn ithnatay "ashrah

②　太陽に拮抗して人々を喜ばすもの mu' niqun li-l-shamsi

③　人互いに近づける  murhiqu al-bashar

④　砂漠にあっても都市定住地にあっても  fi-l-badwi wa-l-hadar

（サジュウである行末の押韻は③、④の -arの間に見られる）
　Masは②を「旅するに適すると一致見る」muwfiqun li-s-sayriとしており、意味を④につなぐにも、
こちらの方がふさわしいように思える。③は Qalのみ。Qalでは④の冒頭の前置詞が fi- ではなく、
bi-になっている。
　さてこの十二夜月をもって第五宮獅子座のブルジュ（宮）を離れることになる。第十二宮および
二十八宿についての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。そ
の一端をここで示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）⁷⁄₇
とその細分であるマンジル（宿）³⁄₇の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを
跨ったり、また部分的なあるいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。
より強くはブルジュの方が影響する。
　第五宮獅子座・獅子宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第十マンジル（宿）の²⁄₇及び第十一マ
ンジルのすべて³⁄₇、第十二マンジルの²⁄₇に宿る間の指針・吉凶・運勢は：

月獅子宮にある時火を用いての仕事に良し
権威者の前で要求を告げよ
必要とする人にはできるだけ手紙出すべし
普請あれば進めよ
放血に向く
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化粧道具作るべし
但し裁縫ごとは避けるが良い
新調の衣服の着用も避けるべし
宝石売るべし
旅は水上の船旅が良し

　月が第十マンジルにある時については蟹宮の方で述べている。それでは第十一マンジル（宿）に
ある時の運勢はどうであろうか。建築や普請に好適、堅固のものとなろう。契約・協約に良く、相
手も共に収益を得よう。散髪にも良い。新調衣を下ろすのは避けるべし。捕虜になった場合は、敵
将次第なのだが長い牢獄生活を送ることになろう。（日本を含めた中国を中心とする東アジア文化
圏では宿曜道二十八宿中、第二十六番目の「張」宿に当たり吉日であるようだ）
　月が第十二マンジル（宿）にある時の運勢は：奴隷や家畜を購入するには良い。貸した物は余程
努力しないと返らない、返って来ても遅れる。旅行は長く辛く危険なものとなるが、致命的なもの
とはならないであろう。月が第十一マンジル（宿）に当然あるべきなのに、外れている時は大食に
留意すべきである、胃痛、勇敢さ、力強さ、執拗さに問題あり。（東アジア文化圏では二十八宿中、
第二十七番目の「翼」に当たり、別の解釈があるようだ）

　　3－5　「第五サラース」第十三～十五夜月
　　　　　 カマル Qamar（月）、バドゥル Badr（満月）、ビード Biyd（明月）
　「十三～十五夜月」の第五サラースは、十三夜も満月も入る、月が最も鑑賞に堪える三夜間である。
一か月の前半・白月（Rajal、al-Layaalii al-Biyd）は五等分されて、日にちの指標とされる中で、そ
の最後の第五分割目の「三夜間」である。前半月夜の最後「十三～十五夜月」。太陽との距離であるが、
太陽の宿る十二宮の宮（burj）から正反対の180度近くの位置に月の宿があることになる。例えば
第一宮牡羊座に太陽が宮として宿ると月は第六宮乙女座から第七宮天秤座に「月の宿」（manzil）
を移している。
　もはや数詞を用語としての「三夜ごと」表示に用いられることはない。なぜなら第四サラースで
あるウシャルのところで述べた如く、十一以上の数詞は、単独語ではなく連接語になってしまうか
らである。さすがに観月をするアラブであるから、満月近くになると、複数の言い方がある。カマ
ル（Qamar「月」の総称）、バドゥル（Badr 先んずるもの）、ビード（Biyd白きもの）などである。
まず十三～十五夜月をカマル Qamarと言い表すとき、これは「月」全体の総称語であると同時に、
一か月の「中旬」にもなるし、またここで述べる狭義には「十三～十五夜月」の三日間のサラース
用語ともなっている。カマルについては、前稿「月の表象」で述べてある。次に「十三～十五夜月」
をバドゥル（Badr）と言うとき、「満月」なのであるが、少し早目の「十四夜月」を表すことが多
い。それはこの語義が「早い」ことと関係しており、日没と争うように太陽と同じ大きさになって
東空に急いで早めに出て来て、「早めの満月」を必然的に想定させるからである。そしてこの「満月」
Badrの語は、「月」全体の総称語カマル Qamar、「新月・三日月」を意味する ヒラール Hilaalとと
もに「月」を表す代表語である。さらに「十三～十五夜月」のことをビード Biydとも言っている。
ビード Biydとは「白さ：輝かしさ」の意味であるから、文字通りの「白月・明月」ということに
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なろう。満月の煌々と光る様、白銀のように輝くさまを言ったものである。太陽が黄金色であるの
に対して月が白銀、銀色を象徴するが、その典型がこの語であろう。これ以上には光度を上げられ
ないその月「白」のことから由来していよう。さらにこれらの夜は宵闇を、また夜半以降も夜もす
がら闇空を輝く月光で照らし、〈明るくする〉からである、とも言われる。
　さて「満月」バドゥル Badrのことをもう少し付言しておきたい。バドゥルは厳密には「十四日月」
とされる。「十五夜月」になると満杯で後は減ずるばかりであり、それよりもまだ余裕があるイメ
ージを持たれる。バドゥル badrとは「先へと急ぐもの、先んずるもの」の意味であり、満月と太
陽の相関をも言っている。天体の巨大な丸い物体、今や月はその大きさにおいても輝きにおいても
太陽に対抗する。即ち太陽が西に沈まんとする時、月が遅れまいとして急いで東に昇る。また太陽
が東に昇らんとする時、それに先を越されぬようにと急いで西に没する。この追い比べ・競い合い
が話題になるほど、月がその大きさにおいても、その顔と相、光輝、威厳と言ったものが太陽に比
較対象され得るわけである。また満月を意味するバドゥル Badrは基本語であるだけに、これを基
に派生した語をも持つ。基本動詞形にしたバダラ badaraとは「月が満ちる、満月になる」の意味
を実現する。アブダラ abdaraと派生させると、〈夜旅〉と結びついて「（満月の）月光のもと夜旅
を行う」などの意味を派生させるところが面白い。
　満月であるバドゥルは、いろいろに喩えられる。文学作品の中から「満月」の事例をいくつか引
いてみよう。以下の引用はアル・ハリーリー作拙訳『マカーマート』（平凡社東洋文庫1～3巻）か
らのものである。文学作品一書のみにも以下のように十三例ある。「満月」が人間に喩えられる場
合、想像されるように1）女性ならば「美女」、「美女の顔

かんばせ

」、「麗しく色白な女性」に喩えられる。2） 
男性ならば「絶頂期」、「盛んな時期」、「若者」、「指導者、代表者」の意味にもなる。3）物体なら
ば丸い円形のものに喩えられる。それぞれの類例を引いてみよう：
1）「満月」を女性に喩える：

事例1　 立ち居振る舞いの優雅さ無かりせば
我が行く先の手綱の向きをすぐにも変えたはず

その顔
かんばせ

に目を遣り覗けば
照り輝く彼女満月の光放つとも

我が意
む

向
き

と彼女が意向との間に
例え行き違いのありとせも

辛きを甘く変えるぞ我の能
わ

力
ざ

彼女命ずれば我喜々として随
したが

う
（Har.第23話　拙訳　平凡社版Ⅱ210）

　この引用部分はアラブの詩歌のジャンルのうちのイジャーザ（連歌）であり、ここでは老人と若
者が交互に謳い競う場面である。「その顔

かんばせ

に目を遣り覗けば　照り輝く彼女満月の光放つとも」色
白の美女の顔は照り輝くばかりの満月で、そのオーラは月光の如く放射される。

事例2　 我はサルージュ出の者　これなるは我が嫁
満月ほどに美しからずとも太陽ほどには

彼
か

女
れ

の性も我が性も両立し難きには非ず
彼女の修

い　　え

道院も我が修
い ち ぶ つ

道僧からは遠からず
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我が水遣りも若枝の地逸
そ

れること無かりし
されど嗚

あ

呼
あ

何とそれは五日前のことなりし
（Har.第40話　平凡社版Ⅲ133）

　この40話は夫婦の性生活を扱っており、類例を見ない内容となっている。「満月ほどに美しから
ずとも太陽ほどには」と妻のことを叙しているが、興味深いのは「太陽と満月とを比して後者の方
がより美しい」と述べている点である。暑熱が支配する乾燥地帯では、昼夜の違いは、その天空へ
の対象も美化の観念化と関連付けられている。

事例3：  太守の配下の者達がわしの許に乱入してきて、その召使たちがわしの周りに雲集し
てきたのである。そして比類なき真珠に値段をつけるよう求め、太守に対して彼女
の価値にわし自身の決断を迫ったのじゃ。わしのほうは悲嘆に沈み込み、さながら
ファラオとその軍勢が海の中に沈み込んだようになってしまっていた。わしは何と
か防ぐ手立てをしようとしたが、その申し開き（difaa"）も益は無かった。 

　隣人に仲介を頼んでみても、彼の仲介は（もともと）無益であった。それどころ
か隣人は、私を繰り返し拒絶し、逃げ場を探し求めているのを見て取ると、その度
にどやしつけ怒りを顕わにし、わしに対して歯を剥き出しにするのであった。それ
でもわしの魂は（依然として）我が満月の君（badr）との別離を承服し難く、わし
の胸（sadr）から我が心の君を引き裂くことなどとてもできはしなかった。

（Har.第18話　平凡社版Ⅱ97）
　深窓の麗人として育てた娘が、裏切りの友の讒言によって太守に金で強奪されてしまったところ
である。最愛の娘、深窓で育てた娘を「我が満月の君」と言い表している。引用文中「さながらフ
ァラオ……沈み込んだ」とは、エジプトで奴隷状態になっていたヘブライ人をモーゼが救い出し、
脱エジプトを果たした際、追ってきたファラオとその軍勢は、海の中道を追跡中、戻って来た水に
より混乱したまま海の中に沈められたという事故。旧約の記述であるが、『コーラン』の中にも四
か所（10:76、26:9、28、40:24）他に記述されている。

2）「満月」を男に喩える：
　アラブの特徴として「満月」バドゥルは、女性ばかりではなく男性に喩えられる。それは月自体
がジェンダーを男性形としているアラブの民俗観をも反映したものでもあったろう。男子の名前バ
ドゥルやバドゥルッディーンにも反映されている。絶頂期、盛んな時期の〈男性〉を表し、活力に
満ちた「若者」の意味にも、また集団の中の「指導者、代表者」の意味にもなる。満月は落ち度の
ない完全な状態、それゆえ知識においても人格においても完璧な、いかに頼りになる人か、心強く
する人の換喩となる：

事例4： 私には既にこの初老の男がその成熟した木の実（素養、才能）を実らせる以前から、
その木の実体（素姓）が分かっていた。彼が誰だか分かった時点で、私は一座の人々
に彼の秀でた才能について報せようとしたのだ。だが私が口を開こうとする刹那、彼
は己の満月（蘊蓄）を顕わに輝かせ（内なるものを外に表し）たのであった。彼はそ
の折、私の方に目で合図を送ってきて、彼の剣（素姓）をその鞘から私が抜いて明ら
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かにすべきでない旨命じてきたのであった。
（Har.第6話　平凡社版Ⅰ211）

事例5： と申しますのも、「シウラー（シリウス）」と称すべき月が没してしまったとはいえ、
今や「シウル（詩）」という月が上ってきたからです。またたとえ（十二宮の）「ナス
ラ（獅子座）」の満月が欠けて無くなったとしても、「ナスリ（雄弁の）」満月がその
光を明るく照らすことになるからなのですよ、皆さん !」と。

（Har.第5話　平凡社版Ⅰ174）
事例6： （残された）我々はと言えば、長老の屈強な雄ラクダが慌ただしく立ち去った後、彼

との交際が断たれた後、あたかも胸（＝指導者）のいない集まりの如く、或いは満月
（badr）が没した夜の如くの（中心が無い）有り様となっていた。

（Har.第18話　平凡社版Ⅱ107）
事例7： きらめき輝くかんばせを目にすれば世上の人間なれば好まぬはなし。その鉱石はあた

かも世の人の心を魅惑して後溶かし去るが如し。そを己が財布に収めし者誰であれ、
その威力に助けられ大胆になるが常…」、「また煩

わずらい

悩持ちし者の如何程多くがその攻撃
にあいて逃走せられたことか。満月の顔持ちし者の如何程多くがその巨大な額で敵対
者を貶めたことか。そに恨み持ちし者の如何程多くがその憎悪の炎を燠

おき

の赤熱と化し
たことか。されどそを恨みし者もそが秘

ひそや

密に語りかくれば瞬
たちまち

時にして己の怒り治まり
柔
なごや

和にならん。
（Har.第3話　平凡社版Ⅰ131）

　「満月の顔持ちし者」、原語 badrは「満月」の連想から人への比喩にさまざまに適用されている。
最も多いのは女性に喩えられる「白く輝かしく美しい顔」である。本文の例は一人前の男性に対し
てであるので「人々の中でひときわ目立つ者、即ち指導者、権威者、責任者」の意味である。また
少年に対して用いられた場合、「活力と肉体の若々しくみなぎっている者」の義となる。

事例8： さもなければ、アッラーが私の目蓋を腫らしますよう、私の頬を生気のないものとな
しますよう、私の（結った）前髪がほどけてしまいますよう、私の歯（の色）が緑（＝
黒ずむよう）になりますよう、私の薔薇（＝ほの赤い頬）がバハール草の花のように
（黄色く＝青白く）なりますように、私の麝香（のような吐息）が悪臭となりますよう、
私の満月（＝美しく輝かしい顔）が残月（のように消え入るのみ）のようになります
ように、私の銀（＝顔の白さ）が錆びつきますよう、私の光線（＝顔から発するすが
すがしさ）が闇に隠れてしまいますよう、…」と、（そう誓うことができるかね !）」。

（Har.第10話　平凡社版Ⅰ302）
事例9： そうしたある日のナーディー（集会場）でのこと、いつになく人が多く、そして参加

者でごった返していた。そうした中、痩せこけた老人が屈
かが

みこみながら入って来た。
擦り切れた衣を纏っていた。老人は魅力的な声調で、明瞭な言葉つきで一同に挨拶を
送ってよこした。それから声を張り上げて、「お集まりの満月たちよ、恵み深き大海
たちよ！目の正常な者には既に昼なので目にするものは明らかなはず。証言は二人の
証人によって成り立つもの。皆さんの前に見えている者をどう見て（＝判断して）い
るのです？名指しされたら助けるお積りか、それとも退

ひ

き下がるお積りか？」。
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（Har.第42話　平凡社版Ⅲ163）
事例10：教師は（書き終え詠じ終えた）若者に声をかけた、「よく出来たぞよブダイル（小さ

な満月）よ、この座の組長よ！」。
（Har.第46話　平凡社版Ⅲ270）

　ブダイル mudayrとは満月 badrの指小辞で、愛称や蔑称として用いられる。「小さな満月」の意
味であるが、この場合は可愛らしさを表現しており、教師が生徒に呼びかけている。

　3）満月は物にも喩えられる：
　また物に喩えられるが、容器に対して用いられる場合、その形の丸いことから我が国の「盆のよ
うな月」同様、「皿、鍋・釜の蓋」の意味になる。ここでは満月が「丸いお足

4 4

」としての事例を三
つ挙げておこう。

事例11： だがもし本当のところを言ってくれないと（銀貨はあげないよ）、小銭だけ受け取っ
て辞去してほしいのだが」。すると老婆は、満月そのものの形をし、大きく明るく輝
いている銀貨を覗き込んで、是が非でも手に入れたいと思ったのであろう、（即座に）
答えて言った

（Har.第7話　平凡社版Ⅰ231）
事例12：  おお人を魅きつけ　その不

まじりけ

純の無さと
きらめく輝きで　愛嬌をふりまくものよ !

ああこの上なき　助け手となり
所有すればする程　魅力増すものよ !

そをもって如何程　多くの為政者が
支配地を完璧に　統治せしめたことか。

驕り高ぶりし者の　如何程多くが
それなき故の悲哀を　味わいしことか。

また煩
わずらい

悩持ちし者の　如何程多くが
その攻撃にあいて　逃走せられたことか。

満月の顔持ちし者の　如何程多くが
その巨大な額

がく

で　敵対者を貶めたことか。
そに恨み持ちし者の　如何程多くが

その憎悪の炎を　燠
おき

の赤熱と化したことか。
（Har.第3話　平凡社版Ⅰ131）

事例13： 「起きなさい、息子よ、お前の幸運が落ちませんよう！逆境が邪魔をしませんよう！
さあ連れてゆきなさい、あの満月の顔をして、真珠の肌をしたのを、血筋純粋にして、
痛め付けられた体をしたのを、搗かれたり伸ばされたり、閉じ込められたり開放され
たり、水を飲まされたかと思うとそれを断たれたり、散々なぶられた後火の中に投げ
込まれたのを。さあそれを待ち侘びる恋人のところにでも出かけるように急いでスー
ク（市場）へ連れて行くのだよ 」

（Har.第29話　平凡社版Ⅱ334）
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　「満月の顔をして」dhaa l-wajhi l-badriyyi：満月の顔はここでは「円形のもの」として喩えられ、
以下の製造過程の描写からパンのことだと気づかされる。即ちラギーフ raghiif（丸く白い上等なア
ラビアパン）を喩えて、作られる過程が述べられる。父子の対話が符牒を用いて語られている。
父が子にラギーフパンをスークに買いに行くよう命じられている段である。「血筋純粋にして」（al- 

'aslu an-naqiyyu）とは、材料が混じりけの無い、純粋の小麦粉でできていることを言っている。

　　3－5－1「十三夜月」ibn thalaatha "ashrah

　我が国でもお馴染み「後の月」である「十三夜」。その月をアラブでは「十三夜月」イブン・サ
ラーサ・アシュラ ibn thalaatha "ashrahと言う。その夜の「月の宿」は何処か。月は太陽から東の方
はるか165度ほど離れて宿をとる。この夜、一夜月から十三番目の二十八宿の一つ（牡羊座からな
らば第十三宿アル・アッワーウ「乙女座・吠え立てるもの」al-"Awwaa'）がその「月の宿」（manzil）
となる。その宿に在って覆っていた顔のヴェールの殆どを外して、白い銀色のまぶしいほどの美し
い月面を露わにする。我が国でもさすがに「十三日月」とは言わない。
　わが国では「十三夜」といえば、「十五夜」を祝った後の月の、即ち陰暦九月の「十三夜」を指
して言われており、その夜の月を愛でた。「のちの月」と言って、ちょうど収穫祭も兼ねて行われ
た。宮中で「月見の宴」を催したのは十三夜の方であった。また一葉の作品『十三夜』も想起させ
る。身分違いの身でありながら見染められ妻となって一子を生む。しかし夫は子ができると冷酷な
対応となり堪えかねた妻は「十三夜」の晩、離婚を決意し実家に戻る。しかし、両親に夫とはそう
であっても、子を生きる糧として望みがあるはずと説得され、嫁ぎ先に戻る決心をして車屋を頼む。
ところがその車夫が、この女の結婚話を聞いて、自暴自棄になっていたかつての秘かな相思相愛の
男であった…。
　図表3の第二サラース・一か月¹⁄₄天球図の方に目を移すと、下から二番目に描かれている。第
十三宿は「吠え立てる者」で、吠え立てる者とは狼ないしハイエナのことである。乙女座の頭部
にあるβ星他の五つ星である。十三夜であるから、天球図においても、黒い輪の輪郭の中のほと
んどが月面となって明るい月光を地上に向けて放っている。その月が休む宿、第十三宿は乙女座
ブルジュの中に在ってその²⁄₇から⁴⁄₇にかけて中心の³⁄₇を占める。図の円の大外の第十三宿の象徴
図では、宿名同様の「吠え立てる者」が描かれている。今までは半人のようなキメラが描かれてい
こそすれ、何らかの形を取り人間との関連を保っていた。この第十三宿に至って、初めて全身が人
間を離れる図像表象になった。思惟性、比喩性などのメタファーが一挙に広がることになる。乙女
を護る犬と見立てているとも解しえよう。
「十三夜月」に対してはアラブの俚謡では以下のように謳われている：

①　十三夜月、それは ibn thalaath  "ashrah

②　月まばゆく　輝き  qamarun baahir

③　彼を見る者　盲にされる  yu' shii la-hu l-naazir

（baahirと naazirとが押韻）
　Masは③を「見る者の目は盲にされる」　yu' shaa "aynu n-naazirとしており、押韻も配慮された
同義のものとなっている。Qalでは la-hu（彼に対して）が欠如。
　アラブ世界の「十三夜月」については、このころの月はバーヒル「まぶしい程の輝き」と言われ

111今夜は何夜月　「一か月」の時を刻む（堀内　勝）

（ 44 ）



る。その原語 baahirは第三サラースの名称 Buhr（輝月）と同語根語である。この語は美とか善と
かにおいて「並ぶもののない」の謂であり、ここでは、〈月の明るさ〉がそれ以上にないほどのま
ぶしい輝きを見せる。新月から始まり、この十三夜まで続く月の位相の中で、これほどの明るさ、
輝かしさは無かったからである。あまりのまぶしい輝かしさゆえに、ちょうど余りの美人を見ると
直視できないようなまばゆさを感ずるものだが、それと同じ程にまぐしさを感じさせる。また太陽
程に輝きを増し、見上げて直視し続ける者を盲にする程に強烈であるという訳である。明るい「月
光」が人体に悪影響を与えることは前稿で触れておいたが、「見る者を盲にする」というのも、ア
ラブの乾燥地帯の月が如何に輝かしいものであるか、その強烈さを引き立てた表現と言えて、昼め
くらに対して「月めくら」のことを如実に語っていよう。
　アラブの中にはまた、月の満ち欠けの中で、もっとも美しいのは「十五夜」では無く、「十三夜」
の方だと考える人々がある。〈満ちている〉状態より、そうなる直前が「もっとも均整が取れ平衡した」
istawaa姿が観察できるとして、「十三夜」の別名をサワーウ al-sawaa'（均整に取れたもの）と命名
して日常の指標としているのである、と（MasⅡ190）。

　　3－5－2「十四夜月」ibn arba"a  "ashrah

　「十四夜月」イブン・アルバア・アシュラ ibn arba"a "ashrah。その夜の「月の宿」は何処か。月
は太陽から正反対近くの東の空175度ほど離れて宿をとる。この夜、一夜月から十四番目の二十八
宿の一つ（牡羊座からならば第十四宿アル・シマーク「乙女座・差し出す掌　スピカ」）がその「月
の宿」（manzil）となる。その宿に在って東の果てから、覆っていた顔のヴェールをほぼ脱いだ輝
かしい顔をみせる、太陽が西に没するのと先を競う（badara）様に。十四宿目であるから、二十八
宿の丁度半ばに当たり、後半部とも重ねられる。
　アラブでは、満月がバドゥルと言い表わせるとき、上に述べたように厳密には「十五夜」ではな
く、この「十四夜月」の方だと考える向きも多い。名称自体「先んずる、先を争う」から由来する。
文学表現においても、十三夜月でも触れたように、白肌の美人の顔によく例えられる。「満月の如く」
が「十四夜月の如く」と記されているのも、『千一夜物語』などでご存知であろう。この両者を比
定すると、十五夜は既に月は満ちており、伸びしろは無くただ欠けてゆく、劣ろえてゆくだけなの
に対して、十四夜月の方はまだ満ちてはおらず、伸びしろや勢いがある、これから満ちて最高点に
達するということになる。
　図表3の第二スブウの一か月の¹⁄₄天球図を見ると、真下に描かれている。「第十四夜月」、それに
宿を提供するのは「月の第十四宿」。その宿名はあのスピカ、アラビア名「差し出す掌 al-Simaak」
で、乙女が何も持たずに掌を、黄道を越えた南側に伸ばしている一つ星である。天球図では黒い月
の輪の輪郭の中の殆どが月面となる第十四月の勢いある様を見せている。その月が休む宿、第十四
宿シマーク「差し出す掌」は乙女座の中に在ってその⁵⁄₇から⁷⁄₇にかけての締めくくりの³⁄₇を占める。
天球図の円の大外の第十四宿の象徴図では、半人半魚のキメラ像で、上半身は第十一宿のそれに似
て、若い男性が両手を前に掌を上にしている。下半身は第六宿に似て、それよりも魚の形になって
いる。天球の反対にあるラキーブ（守護星、対星）をみると、魚座の中にある。この関与が反映さ
れてもいよう。
　十四夜月が以下の俚謡のように伝わっているが、その中で「十四夜月」は「若さ未だ劣えを知ら
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ず」と述べられている。この原文 muqtabal al-shabaabとは「若さを再び始めるもの」というのが直
義であり、この表現は人生の後半、折り返し点を迎えた人に対して、またクラフ（後半月夜）の新
たな出発を予祝する、この「若さ未だ劣えを知らず」の言い回しは、人生においても後半に入り、
まだ老いのかけらも見られない場合、またお世辞としても用いられるものである。月に関して、こ
の表現が使用されているということは、十五夜ではなく十四夜が一か月において既に頂点に達して、
「満月」観として後半の折り返しを迎える意識がアラブには働いていることを暗示していて面白い。
「二十八」周期と見立てるならば、この表現が当たっていよう。そして十四夜月の明るく輝かしい
様は、「雲の重なるひだをも照らす」と表現しており、言い得て妙である。殆んど満月とも言い得
る十四夜月の強烈な光線は、雲に遮られたとしても、余程の黒く厚い雲でもない限り、その雲を透
かし、その雲の重なりをも、襞となっている部分の様すらも明らかにすることを言っているのであ
る。雲を透かす、雲の重なり、襞などは、「木漏れ月」に関しては第1節末を参照。
　十四夜月について、アラブには次のような俚謡が記されている：　

①　　   十四夜月　それは ibn arba" a "ashrah

②－1　未だ若さ劣えを知らず  muqtabalu sh-shabaabi

②－2　若さに向かって突き進み  muqbilu sh-shabaabi

③－1　雲の重なるひだをも照らす  udiy' madhiyyaata s-sahaabi

③－2　雲の影たちも照らし出す  mudiy'u s-sahaabi

③－3　雲間のあいだ照らす  udiy'u bayna s-sahaabi

（shabaabiと sahaabiとが韻を踏んでいる）
　シジスターニーの②－1に対して、Qalでは②－2になっており、また③－1に対して、③－2と
記し、そこでは能動分詞形としている。また③－3はMasの方であり、前置詞 baynaを挟んでいる。
　さて月はこの第十四宿をもって双子宮から外れてゆくことになる。第十二宮および二十八宿につ
いての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。その一端をここ
で示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）⁷⁄₇とその細分で
あるマンジル（宿）³⁄₇の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを跨ったり、ま
た部分的なあるいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。
　月が第六宮乙女座・処女宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第十二マンジル（宿）の¹⁄₇及び第
十三マンジル、第十四マンジルのすべて（いずれも³⁄₇）に宿る間の指針・吉凶・運勢は、吉の宮と
され多くが大吉か小吉の間にある：

月　処女宮にある時
書くこと教えることに適する
書物天文計算表をに目を通すべし
放血、旅出、建築に良し
結婚に適する
新調衣着用すべし

　月が第十二マンジルにある時の運勢については第五宮蟹座のところで述べた。次の第十三マンジ
ル（宿）にある時の運勢は：奴隷を購入するに良い、善良で忠実、正直者であろう。新築に良い。
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快楽や冗談に興ずるが良い。権力者や有力者、富豪を訪ねるが良い。服地の裁断、整髪、全身浴に
良い。服薬に好適。零落した・堕落した女を娶るのも悪くない。処女を娶ると長続きはしない。旅
行は帰りが遅くなるであろう。捕虜になった場合は、傷害を負って牢獄生活を送ることになろう
が、最後には上手く帰還できるであろう。（日本を含めた中国を中心とする東アジア文化圏の宿曜
道二十八宿観では最後の第二十八番目の「軫」宿に当たり、建築や売買などに共通点が観られる）
　月が第十四マンジル（宿）にある時の運勢は：旅行および契約・協約は仲間や相手に恵まれ、特
に最初は順調である。奴隷を購入するのに良い、善良で正直、礼儀をわきまえたものとなるであろ
う。結婚については処女を娶ると長続きはしない。零落した・堕落した女を娶るのも悪くない。捕
虜になった場合は、直ぐに脱出できるか解放されるであろう。（東アジア文化圏の二十八宿観では
最初の「角」宿に当たっており、「進むに吉」など吉相では似たものが観られる）

　　3－5－3「十五夜月」ibn khamsa "ashrah

　「十五夜月」イブン・ハムサ・アシュラ ibn khamsa "ashrah。この夜を境に一か月を二分する後半月・
黒月 Qulah, al-Layaalii al-Suwdに入る。後半夜の始まりである。また一か月を四分する第三スブウに
入る。図表1および4を参照。十五夜の月、その夜の「月の宿」は何処か。月は太陽から東の空180
度過ぎの真逆にある宿をとる。太陽が西に沈むと、ほぼ時を同じくして東に昇って来る、その宿と共に。
この夜、一夜月から十五番目の二十八宿の一つ（牡羊座からならば第十五宿アル・ガフル「乙女座・
裾隠れ」al-Ghafr）がその「月の宿」（manzil）となる。既に後半部に入る態勢に入っている。その宿
に在って顔のヴェールをすべて取り去り、望月の姿をたっぷりと、ないしは既に少しヴェールを覆っ
た円球からの月光を日没から明け方の夜間を通して夜もすがら地上に披露する。
　「十五夜月」はわが国でも満月とか望月とか、「団月」や「月の鑑」などとの別称を持っており、親
しまれている。アラブ民族でも「十五夜月」イブン・ハムサ・アシュラと言うよりは、バドル（Badr）、
即ち「満月」として親しまれている。3－5第五サラース全体のところで述べたように、原語 Badrは
「満月」の連想から人への比喩にさまざまに適用されている。上の「十三～十五夜月」のバドルで、
最も多いのは女性に喩えられる「白く輝かしく美しい顔」である。男性に例えられる場合、一人前の
男性に対しての場合「人々の中でひときわ目立つ者、即ち指導者、権威者、責任者」の喩えとされる。
また少年に対して用いられた場合、「活力と肉体の若々しくみなぎっている者」の比喩に用いられる。
また人間の属性として人体の一部として「顔、眼」、さらに人以外では物に対して用いられる場合そ
の形の丸いことから「銀貨、金貨」、「皿、鍋・釜の蓋、丸パン」の意味になる。
　図表4第三スブウの一か月¹⁄₄天球図に目をやれば真下に描かれている。「第十五夜月」満月、そ
れに宿を提供するのは「月の第十五宿」。その宿名は「裾隠れ足」で、乙女の裾に仄かに見え隠れ
する三つ星である。天球図では「第十五夜月」が「第十四夜月」に対してその満月の様は少し欠け
た部分を見せてはいるが絶頂期のままに黒い月の輪郭の中に明るさと勢いある月面が溢れるほどに
見せている。そしてその月が休む宿、第十五宿ガフル「裾隠れ足」は宿上では既に乙女座の中に無く、
天秤座の中にあると想定され、その¹⁄₇から³⁄₇にかけてとされる。天球図の円の大外の第十五宿の
象徴図では、乙女座の残像を引きずってか、乙女姿で、長いヴェールで頭部から背上を覆い、座っ
て足を隠す「裾隠れ姿」で、宿名「裾隠れ足 al-Ghafr」を表しているかの如くである。
　アラブ世界の「十五夜月」について、伝えられる俚謡では以下のようである：

114 『貿易風 ―中部大学国際関係学部論集― 』第10号

（ 47 ）



①　十五夜月、それは ibn khamsa "ashrah

②　月満ちて完成する  tamma al-timaamu

③　日々が使い果たされる  nafidati al-ayyaamu

（末語 timaamuと ayyaamuとが同韻）
　すべての資料に記録されたした「十五夜月」に関する俚謡は全く同じである。「満月」はイムテ
ィラーウ imtilaa'とも言い、「月満つる、月陰影を満たす」意味であり、同じ概念から、ここではテ
ィマーム「timaam＝満月 badr」という語が、タンマ「tamma 完全となる」と共に同語根語で構成
されている。「完成月」、「完月」であってまさにわが国の「望月」の語感のイメージと重なろう。
また「使い果たされる」とは蓄えていたもの、隠していたものをすべて出しきって、後に何も残ら
ないことを言う。即ち、その姿を黒いマントでスッポリ包んでいた月がそのマントを右肩から次第
に脱いでゆき、この十五夜においてそのマントを取り去り、全身を曝け出す（＝使い果たされる）
ことが想定されているわけである。時にはこの十五夜から欠ける月となる場合もある。従ってこの
後の月は、闇の黒マントに少しずつ右肩から身を包んでゆく、あるいは只に日の経過とともに身を
すり減らし、減じて行くのみとなる。

　　3－6　「第六サラース」第十六～十八夜月
　　　　　 ドゥラウ Dura"（夜半月）、ヌカル Nuqal（減月）
　十五日以降月末までが後半月（qurah, nisf al-shahr al-aakhar）になる。ここで改めて「後半月」全
体のことを述べておこう。もっとも大まかには一か月（360度）を二つに分ける前半月と後半月
（いずれも180度）とに分けらる。新月から満月に至るまでの十五日間、即ち上半月間（rajal, nisf 

図表４　一か月天球図　第三スブウ（第
十五夜～第二十一夜とその宿）
　図表3の一か月天球図の第二スブウに
続き、第三スブウ（第十五夜～第二十一
夜）についての部分拡大図。月の位相は
円周の180度から270度に至る。満月
から下弦の月に至るまでである。毎夜の
宿を提供するのも、黄道十二宮の三ブル
ジュ（天秤座、蠍座、射手座）であり、
それを細分する「月の二十八宿」の宿マ
ンジルのうち第十五夜～第二十一夜の宿
である。ブルジュのそれぞれの星図像も
西洋のものとは異なっている。
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al-shahr al-awwal）。これに対して、それ以降の十六日から月末までが「後半月」（qurah, nisf al-shahr 

al-aakhar）にあたる。満月から新月に至る後半の月のことであるが、これらを総称して我が国では「下
弦の月」と称することがある。「下弦の月」は、厳密には二十一日夜の半月のことをいうのであるが、
上弦とは逆に遅い月が東に昇って来る頃から夜半まで、その弓に張られる弦が下を向いているから、
この名称で呼ばれる。他にも「一か月後半の月」を意味する語に、「白月」に対しての「黒月」がある。
満月後は日をおって月の輝かしさ、即ち月本体や月光の白さ・輝かしさの部分が衰えを見せ、光度
が劣って行くことが反映されているためであろう。この後半月・黒月はアラブではクラフ Qulah又
はラヤーリー・スード al-Rayaalii al-Suwdと言っており、前者は家畜の「頭黒尻白」の毛色であり、
後者は「黒き夜々」の意味であることは既に述べた。
　さてアラブの伝統では、その後半月（181～360度）もサラース「三夜月ごと」に五分割（各36
度）に分けて、日にちの目安とした。後半夜の最初の第六サラース「十六夜月～十八夜月」のこと
は、わが国の「十

い

六
ざ

夜
よい

、立ち待ち、居待ち」と言われているが、観月の風習もあってか、いずれも
月の昇る時間帯を指標としている。アラブの方では二種の言い方を持ち、ドゥラウ dura"とヌカル
nuqalである。ドゥラウ dura"との意味合いは「後半夜を照らすもの、夜半月、夜

よ

半
わ

の月」である。
満月後の月は太陽が没して完全に闇が支配する刻限に出現する、いわば「黒月」となる。後半月夜
は順次、月の出が次第に遅くなり、宵、早晩、深夜と暗闇が多くなる。その代りに月の出が遅くな
るほど、後半夜は月光で明るい。まさにドゥラウとは「夜

よ

半
わ

の月」となる。夜が明けた後にも残月
が見られることになる。ドゥラウ dura"の用語は、クラフ（後半月夜）同様元来は動物の毛色を指
して言われた。動物の体毛色の感覚が先行している。即ち、羊やヤギなどに多く見られるが、「白・
黒」を主毛色とする動物のうち、体の先端、即ち頭部・頸部が黒く、後ろの胸・胴体以下の大半が
白い、「黒頭白体」の個体を指す用語である。この原義の色の感覚を時空の「夜間」全体にあては
め、月のある時間帯を「白」、まだ昇らぬ頃か沈んでしまった後かの月の無い闇を「黒」と設定し
ての流用なのである。他にも動物体毛色のこの類比は多様に観られ、既に述べたように「八夜月」
はアドゥヒヤーン adhiyaanと呼ばれている。これについても「白・黒」を主毛色とする動物のうち、
白色の方が多くを占めるもの、これを adhaaとか adhiyaanといったわけである。なおカルカシャン
ディーではドゥルウ dur"と読ませている。
　Masでは第二サラース「四～六日月」のところで述べたが、彼はその三夜をサマル samarに当て、
「十六夜月～十八夜月」の第六サラースの方にはヌカル（nuqal減月）を当てている。「移行、すり
減り」などが原義である。十五夜以降、月は後半に向かって「移行」し、また月の面体や輝かしさ
の光度が「すり減る」故の命名なのであろう。ヌカルのことは第二サラースの用語ヌファル（nufal）
のところでもその関連を記しておいた。

　　3－6－1「十六夜月」Ibn sitta "ashrah

　「十六夜月」イブン・シッタ・アシュラ Ibn sitta "ashrah。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、
太陽の宮（burj）である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座）とは東に200度辺りにある。黄道十二
宮を分割した二十八宿の、十五番目に続く（牡羊座からならば第十六宿アル・ズバーナー「蠍座　
蠍の鋏」al-Zubaanaa）がその「月の宿」（manzil）である。即ち太陽が西に沈んでから、しばらく
経って「いざよい」ながら東に昇ってくることになる。
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　わが国では日没後、少し間をおいてから昇ってくるので、躊躇するように、ためらうように「い
ざよって出て来る」如くと喩えられることから「十

い ざ よ い

六夜の月」と言われている。
　図表4の一か月¹⁄₄天球図第三スブウには下から二番目に描かれている。「第十六夜月」いわゆる
わが国の、日没後いざよって出て来る「いざよいの月」、それに宿を提供するのは「月の第十六宿」。
その宿名は「サソリの鋏」で、蠍の最も前方にある鋏となっている天秤座のα、β星の二つ星であ
る。天球図ではいよいよ盈から衰・虚に移り、「第十六夜月」は黒い丸の中に左側をいくらか欠く
月面を見せている。そしてその月が休む宿、第十六宿ズバーナー「サソリの鋏」は宿上では、まだ
さそり座の中に無く、天秤座の中心にあると想定され、その⁴⁄₇から⁶⁄₇にかけてとされる。天球図
の円の大外の第十六宿の象徴図では、少年と思しきやせ細った人物の立ち姿であって、両手を両横
に広げた様は、蠍の鋏を真似たとも、天秤棒を両手で支えているとも捉えられよう。また以下の俚
謡に謳われているように、「被造物＝月はやせ細る。西においても東においても」の人物とその仕
草を表わしたものか。　
　シジスターニー他は「十六夜月」を神の「被造物 khalq」の一つとして換喩して、アラブの俚謡
を次のように伝える：

①　　　十六夜月、それは Ibn sitta "ashrah

②－1　 被造物（＝月）はやせ細る  naqasa al-khalq

②－2  naaqisu l-khalq

③　　　西においても東においても  fi-l-gharbi  wa-l-sharq

（khalqと sharqとが韻を踏んでいる）
　Qalではシジスターニーと全く同じ。Masでは②－2と、動詞を能動分詞形にしているが意味は
変わらない。
　アラブ世界では、「十六夜月」は日没から少し遅れて、出現する。ヴェールを少し覆うため歪

いびつ

な
満月、月面が満ちた状態から僅かであるが欠けて減少する形となる。アラビア語ではこのように「減
少する、やせ細る」ことをナカサ naqasaと言い表わす。ナカサとは、本来完全であるもの、満杯
であるものがくずれる、欠ける、流出・減少することを言う。それも大くずれというのでなく、そ
の完ぺきさがいくらか損ずること、崩される、流されることを指して言う。イスラム期以降、ベド
ウィンの間でも月信仰に代わって、さらにその月をも凌駕して、それを創造したものとして唯一神
が位置付けられる。月は神によって人間や他の被造物に対して一日や一か月や歳月を知らせ、光明
となるものとして位置づけられる。神が創造したものとして理解されるようになり、月信仰は唯一
神に従属する形で信仰は維持された。②に謳われているように、神の創造物 khalq の一つとして「月」
が位置づけられる。あるいは抽象的には一か月の後半は「盈衰の衰」、即ち満月が欠けてゆき、光
明が減じてゆくので、勢いが衰える。「やせ細る」ことになる。月の後半を「黒月」という東アジ
アの習慣とも共通しよう。「西においても東においても」は、アラブ諸国の西、即ちマグレブ諸国
から見ても、またアラブ諸国の東側マシュリクから見ても、それは変わらず、月の場合「楕円」に
近くなるため、歪

いびつ

になる。このような月面とそれを見上げる地域の人々を言っている。

　　3－6－2「十七夜月」Ibn sab" a "ashrah

　「十七夜月」イブン・サブア・アシュラ Ibn sab" a "ashrah。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、
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太陽の宮（burj）である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座を基点とすると）とは東に210度過ぎに
ある。黄道十二宮を分割した二十八宿の、十六番目に続く（牡羊座からならば）第十七宿アル・イ
クリール蠍座　蠍の冠・頭」al-Ikliil）がその「月の宿」（manzil）である。即ち太陽が西に沈んでから、
大分経って東に昇ってくることになる。わが国では日没後、大分過ぎてから、立って待っている間
に昇ってくる。小一時間立って待っていれば出て来るので、「立ち待ち月」と言われている。
　図表4の第三スブウの一か月¹⁄₄天球図を見ると下から三番目に描かれている。「第十七夜月」、わ
が国の「立ち待ち月」、それに宿を提供するのは「月の第十七宿」。その宿名は「サソリの王冠（＝
頭部）」で、蠍の頭部のβ星の並び三つ星ないし六つ星である。天球図では「第十七夜月」が満月
から黒いヴェールで端が隠され多少の明るさを減じ、レモンのような歪な丸形の月面を見せてい
る。そしてその月が休む宿、第十七宿イクリール「サソリの王冠」は宿上では、ブルジュ（宮）
が跨がることになり、天秤座の中の最後の⁷⁄₇からさそり座の最初の²⁄₇にかけての³⁄₇とされる。天
球図の円の大外の第十七宿の象徴図では、王冠を頂く座像人物で第一宿と同一と思われるが、両手
を王冠にあてている。何やら、後半月を仕切るため気を入れ直して、冠に威儀を正している風であ
る。宿名「サソリの王冠」を誇示して両手でそれを差し示しているか。
　アラブ世界では、シジスターニーは「十七夜月」に関するアラブの俚謡を次のように伝える：

①　　　十七夜月、それは Ibn sab" a "ashrah

②－1　 貧しいひとの窮状を救う日 amkanta l-muftaqira l-faqrah

②－2　 貧しいひと　窮状より救出 rakiba l-faqiiru l-faqrah

②－3　 荒
すさ

んだ人の荒
すさび

涼を救う日 amkannti l-muqtafira l-qafrah

（"ashrah 、faqrah 、qafrahと韻を踏んでいる）
　この言い伝えの文体で注目されるのは、「十～夜月」の脚韻語となる "ashrah（数詞 十）は、十日
夜以降マトゥラウ（序、枕詞）としてのみ用いられていた。「十」および「十一」の二例のみ脚韻
語として採り入れられていたが、それ以外の「十～夜月」ではそれを韻として取り込むことはなく
枕詞として記されていた。しかしこの「十七夜」になってそれ以降初めてサジュウ（押韻）の技法
を生かした一句として取り入れられた。
　十七夜月、この日には、わが国の十三夜や十五夜のようにアラブ社会には催事があったのであろ
う。②の内容から十七日は施しをする習慣があったことが分る。アラブ社会に在っては、祭事は同
時に施しをも行う習慣があったから祭事が存在したとも解釈もできる。イスラムがなすべき行為と
定めている「喜捨」であるザカート dhakaatや「自由意思での喜捨」であるサダカ sadaqah。この
五行の一つも、それ以前の砂漠のアラブのこうした美風がイスラムの教えの中に取り入れられたも
のであった。アラブの気風である「寛大さ」「気前の良さ」と「助け合い精神」とは遊牧民の倫理
観の一つでもあった。十七夜月はサダカ月、サダカの日、サダカの夜、こんな共通理解があったの
であろう。
　②－2のMasの原文の直訳は「貧しいひと　窮状（の馬）に乗る」となっている。rakiba（動物
の背に乗る）には〈救難〉〈脱出〉との意味が内包されているものと思われる。②－3は Qalの方
の記述。文意は大差ない。
　月の巡りが第十五マンジルに入ってから二宿を経てブルジュ（宮）である天秤座を過ぎてゆく。
　さて第十二宮および二十八宿についての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるもの
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は如何であろうか。その一端をここで示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全
体のブルジュ（宮）とその細分であるマンジル（宿）の間に多少の食い違いがあるのは、この種に
は付き物である。
　第七宮天秤座・天秤宮のブルジュ（塔）⁷⁄₇に在る間、即ち第十五マンジル（宿）、第十六マンジ
ルすべて即ち、それぞれ³⁄₇と、第十七マンジルの¹⁄₇に宿る間の指針・吉凶・運勢はどうであろうか。

結婚と旅行には適する
女性探し、高貴な召使探しにも向いている
新調着を下ろし、娯楽に興ずる時期である
しかし、約束事をするには不向きである

　月が第十五マンジル（宿）にある時の運勢は：家の移転、新築、改築する好機。善意や喜捨を行
うのに良い。売買にも向く。奴隷を売るには良いが、家畜を売るのは良くない。というのも天秤
座・天秤宮は〈人間〉を計る尺度となるからである。旅行は水陸とも避けるべきである。結婚は仲
睦まじい間は長続きせず、短期で終わる。契約・協約は不一致と欺瞞が生まれよう。金銭を貸すと
戻ってくることは無い。整髪は避ける。（日本を含めた中国を中心とする東アジア文化圏の宿曜道
二十八宿観では、二番目の「亢」宿に当たり、結婚には吉であり、建築や移転それに旅行には凶と
あり運勢もまた異なる）
　月が第十六マンジル（宿）にある時の運勢は：奴隷を購入するのに良い、善良で忠実、正直なも
のとなるであろう。結婚は親和関係において長続きはしない。契約・協約は信頼関係が失われ、お
互いに疑惑が生じよう。捕虜になった場合は、牢獄生活から早い時期に解放されるであろう、神が
お望みになるならば。（東アジア文化圏の二十八宿観では、三番目の「氐」宿に当たり、婚礼は吉
とされるなど別な運勢判断を持つ）
　月が第十七マンジル（宿）にある時の運勢は：新築に良し、堅固で耐震性あるものとなろう。
諍いや口論を仲裁するのに良い。愛を育むのも良い。すでに恋愛中の場合は、固く結ばれ生涯続
くことになろう。服薬はすべてに宜しい。旅行は避けた方が良い、当初から不安と哀しみが付き
纏うが、無事には帰還するであろう。契約・協約は始まっても不調和に終わるであろう。結婚に
関しては妻の不純を見出すであろう。奴隷を売るのは差し控えるが良い。整髪もまた良くない。（東
アジア文化圏の二十八宿観では第四番目の「房」宿に当たり、多くが大吉に運勢判断されている
ようである）

　　3－6－3「十八夜月」Ibn thamaaniya "ashrah

　「十八夜月」イブン・サマーニヤ・アシュラ Ibn thamaaniya "ashrah。その夜の「月の宿」は何処か。
月はこの夜、太陽の宮（burj）である黄道十二宮の一つ（例えば牡羊座が基点）とは東に230度辺
りにある。黄道十二宮を分割した二十八宿の、十七番目に続く（牡羊座からならば）第十八宿アル・
カルブ「蠍座　蠍の心臓 al-Qalb」がその「月の宿」（manzil）である。即ち太陽が西に沈んでから、
東に昇ってくるわけだが二時間ほども待たされる。わが国では日没からその昇るのを待っていると、
立ち草

くたび

臥れる。もはや立って待っても居られず、座って腰を落ちつけて迎えることになる。わが国
では「居待ち月」と言われている。
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　図表4第三スブウの一か月¹⁄₄天球図ではちょうど真中に描かれている。「第十八夜月」、わが国
の「居待ちの月」、それに宿を提供するのは「月の第十八宿」。その宿名は「（サソリの）心臓」で、
蠍の胸の心臓α星の前後の三つ星である。月相では「第十八夜月」が黒い輪郭の丸の中の明るさ
を減じ、¹⁄₃ほどヴェールで覆った月面を見せている。そしてその月が休む宿、第十八宿カルブ「サ
ソリの心臓」はさそり座の中ほど³⁄₇から⁵⁄₇にかけての中心を占めるマンジル（宿）とされる。天
球図の円の大外の第十八宿の象徴図では、若者の座像姿で修行しているのか、安心立命の境地の様
子である。「サソリの心臓」部に座を占めており、周囲をサソリに護られているのであろうか。
　「十八夜月」についてアラブ世界では、シジスターニーは以下のような俚謡を記している：

①　十八夜月、それは Ibn thamaaniya "ashrah

②　残
の こ

留ること少なく、 qaliilu al- baqaa'

③　消
な く

滅すること速し sarii" u l-fanaa'

（baqaa'と fanaa'とが韻を踏んでいる）
　「居待ち月」の出待ち主眼のわが国に対してアラブではあくまでも月面の形状を捉えた言い回し
になっている。このころの月の形状は、ヴェールが覆われるのが明らかになって、もはや円形を保
つことができず、急速に丸い膨らみを崩して、半円に近づく。その月の形を捉えたもの。したがっ
て満月の膨らみが「残留すること」叶わず、丸味を「消滅すること速し」、失われるのが急速に感
じられることになる。
　実生活においても月に得る給料は、一か月の後半になると、我々同様アラブもまた、人間の懐具
合も、月面と同様に「残ること少なく、消滅すること速し」と、さもしい気分になり、月末までの
算段もしなければならない。Masも Qalの記述も全く変わるところがない。

　　3－7　「第七サラース」第十九～二十一夜月
　　　　　 ズラム Zulam（暗月）、 ブハム Buham（闇月）
　「十九夜月～二十一夜月」は、大まかには一か月（360度）を二つの前半月と後半月（いずれも
180度）とに分けらるうち、後半月（qarah,nisf al-shahr al-aakhar）、満月から新月に至る後半の月に
属する。アラブの伝統では、その後半月（181～360度）もサラース「三夜月ごと」に五分割（各
36度）に分けて、日にちの目安とした。第七サラースは後半夜の第二の「三夜月」に当たる。月
の宿は、その東に昇る時間帯が夜半以前、二十一夜の下弦の月が昇るまでにある三夜の位置と見做
してよい。
　第七サラース「十九夜月～二十一夜月」のことをズラム Zulam（暗月）と言う。下弦の月に入る
頃である。ズラム Zulamとは「暗黒、闇」を意味する。月が出ていても光度が落ちる。また月の
出が遅れて次第に夜半に近づく。日没以降それまでが月光もない暗黒の世界となる。宵から早晩に
かけての活動期には〈闇〉が支配している。その「闇夜の三日間」をズラムと言い当てている。逆
に夜旅も夜間のこの頃合いを見計らって出かけることも多いが、もっと一般的には、砂漠の遊牧民
の敵対部族へのガズワ（襲撃）にはこの時期が選ばれることが多かった。闇に乗じて出撃し敵陣ま
で迫る。不案内な略奪品や動産である家畜の在り場所を突き止め算段して、月の出を待って行動が
迅速にできる時点でガズワを敢行するのである。人を殺めると同害報復されるので、相手所有の略
奪品やマール（動産）であるラクダなどの家畜に集中して掠め取るのである。ズラムの時期のガズ
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ワについては、Musil pp.38～39などに記述があるので参照されたい。
　Masはこの三夜月をブハム Buham（闇月）としている。ブハムは〈月〉との関連でいうと、「夜
更けまで闇、真黒である」がその意味である。下弦の月は夜半近くに昇って来る。それまでは月明
かりがなく闇である状態を言う。しかしこのブハム buhamも実は、生活に欠かせない家畜の個体
識別に用いられている用語から応用されたものである。家畜の体毛色の中で、体全体が同一色で覆
われている個体、特に「黒毛」の個体はブハム buhamとか、バヒーム bahiimとか呼ばれるわけで
ある。
　Qalではフフム Fuhmおよびドゥフム Duhmとしている。いずれも色彩関連語を用語としたもの
で、いずれも「黒」であるからやや不審が残る。フフム Fuhmは「炭月」とでも訳せようか。ファ
フム fahm「木炭、石炭」から派生しており、その色の「黒」を月に当て嵌めたものである。一方
ドゥフム Duhmの方も色彩名称「黒」duhmahから由来しており、「黒月」の意味となろう。しかし
「黒」と称するには月の輝きがはまだ明るすぎる。何よりも「黒」duhmahから派生しているダフマ
ーウ Dahmaa'は「二十九月夜」の用語とされており、意味的にもこちらのほうが相応しかろう。

　　3－7－1「十九夜月」Ibn tis" a "ashrah

　「十九夜月」イブン・ティスア・アシュラ Ibn tis" a "ashrah。その夜の「月の宿」は何処か。月は
この夜、太陽の宿る宮（burj）の定まった一つ（例えば牡羊座）とは東に240度辺りにある。黄道
十二宮を分割した二十八宿の、十八番目に続く（牡羊座からならば）第十九宿アル・シャウラ「蠍
座　蠍の刺し針 al-Shawlah」がその「月の宿」（manzil）である。即ち太陽が西に沈んでから、まだ
闇の天空には居らず、十八夜月の「居待ち月」よりさらに遅い時間帯、そろそろ寝床に着く頃、東
に昇ってくることになる。
　図表4の第三スブウの一か月¹⁄₄天球図では左上から三つ目に描かれている。「第十九夜月」、わが
国では日没後大分経ち、寝て待っている頃やがて出て来る「寝て待ち月、寝待ち月」、それに宿を
提供するのは「月の第十九宿」。その宿名は「サソリの尾・針」で、蠍の逆立つ尾またはその先の針、
λ星を中心とした二つ星ないし七つ星である。月相では「第十九夜月」が黒い輪郭の丸の中の明る
さをさらに減じた月面を見せている。そしてその月が休む宿、第十九宿シャウラ「サソリの尾・針」
は宿上では、ブルジュを跨っており、さそり座の⁶⁄₇から射手座の¹⁄₇にかけてとされる。天球図の
円の大外の第十九宿の象徴図では、祖先のバビロニアの「サソリ人間」を思わせるキメラ像である。
半人半獣か。人物の方は右手を上げ左手を下げる第二、五、六、九、十二宿像同様である。下半身
はサソリか、尻の先端を刺すように下げている。しかし足は鳥を思わせる。
　アラブのこの「十九夜月」の頃を言い当てた俚謡が以下のようにある。先ほどのわが国の「十

い

六
ざ

夜
よい

、居待ち、立待ち、寝待ち月」の月待ちの様子に、アラブの言い回しは似ている。待つのには月
の出があまりに遅いので、　座って待ってももはやいられない。横になって気長に待つしかない。
今か今かと月の出を待つ身にはじれったくてしょうがない。「十八夜月」ではなく、「十九夜月」に
それを当てはめているわけであるから、アラブの方がこの意味でも〈気長〉といえようか。この「十九
夜月」に至って月が動作主となって、「控えめ、謙遜、恥じらい」と捕えている。
　このような月見の心境のアラブ世界、シジスターニーは「十九夜月」のアラブの俚謡を次のよう
に伝える：
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①　　　十九夜月、それは Ibn tis" a "ashrah

②　　　姿見せるが遅きこと遅きこと batiy'u t-tuluu"

③－1　 その控えめ振りの目立つこと bayyinu l-khashuu"

③－2　 その謙遜振りがなせるわざ mina l-khashuu"

③－3　 その恥じらい振りに急
せ

くこと sarii"u l-khushuu"

（tuluu"と khashuu"、khushuu"とが韻を踏んでいる）
　トゥルーウ tuluu"は、ここでは「姿見せる」と訳しておいたが、本来は「出現」特に太陽や月、
星などの天体が東に「昇る」用語として頻用される。人間の側から見るのではなく、月を主体と
して擬人化している。ハシューウ khashuu"とは、恐がる、恐れる、恥じ入って、のろのろしている、
動きの遅い、さらに躊

ため ら

躇い、渋々していること、である。人間でいえば「控えめな、謙遜している」
と見られることになる。③は三者三様であり、③－2はMas、③－3は Qalで、khushuu"も同義で
ある。
　さて月はこの第八ブルジュを十九夜の宿を最後として過ぎてゆく。第十二宮および二十八宿につ
いての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。その一端をここ
で示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）⁷⁄₇とその細分
であるマンジル（宿）³⁄₇ずつの間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを跨っ
たり、また部分的なあるいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。この
種のものには付き物である。
　第八宮星座サソリ座・天蠍宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第十七マンジル（宿）の²⁄₃、第
十八マンジルすべてと、第十九マンジルの²⁄₃にに宿る間の指針・吉凶・運勢はどうであろうか。

月が天蠍宮に宿る時、薬の服用には好適である
戦闘には良い時期で、敵に対しては謀略を巡らせなさい
家に留まること。旅行は控えること
新調衣類の着用の控えること

　月が第十七マンジル（宿）にある時の運勢については、第七ブルジュのところで述べた。次の第
十八マンジル（宿）にある時の運勢は：新築に良い、堅固なものとなろう。植栽に良い。服薬も勧
められる。結婚に関しては、このマンジルの中で月と火星が合であれば、新婚妻は処女では無いこ
とになる。船旅は無事船から戻れるであろう。契約・協約はお互いに不調に終わることになる。奴
隷を売り払うのには向かない。新調衣を着始めること、爪切りは差し控えること。（日本を含む中
国を中心とした東アジア文化圏の宿曜道二十八宿観では、第五番目の「心」宿に当たり、旅行に吉
で、結婚や建築・普請などは凶と出る運勢判断がされている）
　月が第十九マンジル（宿）にある時の運勢は：結婚する場合は、新妻は処女ではないことが判明
するであろう。旅行は差し控える、船旅では難破することになろう。契約・協約は不調に終わろ
う。奴隷を売り払うことは避ける。捕虜になった場合は、最悪の事態に陥る。（東アジア文化圏の
二十八宿観では、第六番目「尾」宿に当たり、訴訟は先制して勝としている点、婚礼や旅行に吉な
どという相反する運勢判断がなされている）
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　　3－7－2「二十日夜月」Ibn "ishriin

　「二十日夜月」イブン・イシュリーン Ibn "ishriin。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、
太陽の宿る宮（burj）の定まった一つ（例えば牡羊座）とは東に255度辺りにある。黄道十二宮を
分割した二十八宿の、十九番目に続く（牡羊座からならば）第二十宿アル・ナアーイム「射手座　
（水場の）駝鳥たち al-Na"aa'im」がその「月の宿」（manzil）である。即ち太陽が西に沈んでから、
深夜近く東に昇ってくることになる。
　アラブ世界では、数詞で「二十」はイシュリーン "ishriin、「二十日夜月」は Ibn "ishriin「二十の
息子」と言っている。二十以上の数詞の体系もまた変わり、二十一以上は「一と二十」と言うよう
な連接語表示となる。「二十日夜月」以降も数詞同様、新たな段階に入る。一か月の「旬日」にお
いて、中旬 Qamar（大

おお

月
げつ

）も終わり、次夜から下旬 Qumayr（小
こ

月
げつ

）に入ることになる。一か月の 

⅔ が終わり、残りが ⅓ になったことを示す指標とされている。
　図表4第三スブウの一か月¹⁄₄天球図では左上から二番目に描かれている。「第二十夜月」、それは
日没後ずっと遅く、真夜中に近くその姿を顕す。それに宿を提供するのは「月の第二十宿」。その
宿名は「駝鳥たち」で、その位置は射手座の南斗六星も関わる二つの「斗」を形成する射手座の主
星たち八つ星ないし九つ星である。月相図では「第二十夜月」が月の黒い丸の輪郭の中の明るさの
半分近くを減じた月面を見せている。満月の膨らみもすでに半分近くに減じており、下弦の月に近
づき、上って来る刻限も深夜に近い。そしてその月が休む宿、第二十宿ナアーイム「駝鳥たち」は
宿上では、射手座の²⁄₇から⁴⁄₇にかけての中心に位置する。天球図の円の大外の第十七宿の象徴図
では、その宿名の通り「駝鳥」が描かれている。しかし「駝鳥たち」であるためか、この一羽の駝
鳥、足が四本あり、胸にも何やら足状のものが伸びている。これは首であって頭が下に伸びて欄外
に出たものか。駝鳥や鳥類にも慣じみのアラブが一羽の鳥に脚四本を描くわけはなく、二羽の駝鳥
が描かれていると採りたい。想像をたくましくできる画像である。動物のみを描いたものとしては、
第十三宿の「狼」以来である。
　アラブ世界では、「二十夜月」の俚謡伝承をシジスターニーは次のように伝える。サハルは「深
夜から夜明け前」までの長い時間帯であり、ブクラは「早朝」の時間帯である：

①　　　二十夜月、それは Ibn "ishriin

②　　　サハルの刻に昇り  atlu" u bi-s-saharah

③－1　 太陽の輝きも見る  wa-araa bi-l-bahrah

③－2　 ブクラもまた見る  wa-araa bukrah

③－3　 ブクラの刻には姿隠す  wa-yaghiibu bukrah 

（saharah と bahrah、bukrahとが韻を踏んでいる）
　Masでは③－2のように「ブクラもまた見る」wa-araa bukrahとなっている。ブクラ bukrahは「早朝」
の意味で、昼の時間帯に入る用語である。エジプト方言で、ボクラは「明日、あした」の意味である。 

tomorrowも to the morninng から由来しており、「朝」はこれから来るもの、「夕」はこれから去るもの、
との概念は多くの民族では共通しているようだ。わが国でも「朝」は「あした」と読ませる場合もある。
　「二十夜月」、その出現は深夜近くになるところから、それが西に没する頃には太陽が昇っており、
従がって朝方には残月となって西空にある。このようであるから、上の俚謡に謳われるように、東
の空が明るくなって太陽が昇るブクラの頃、残月となって昼間の天空に残り「陽の輝きも見る」こ
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とになる。③－3のようにすぐに日光の強烈さに輝きを失って霞んでしまい「ブクラの刻には姿隠
す」、陽光で存在しても消されてしまう。とはいえ、問題は「サハルの刻に昇り」である。夜の時
刻を示す「サハル」saharが述べられていることである。サハルは厳密には「夜明け前」を指す刻
限のこと。サハルはここでは原語 saharah になっており、韻の関係でこの女性形接尾辞 -ahを採っ
たが、元の語は saharである。サハルは狭義にはファジュル（fajr 夜明け）と境を分け合って、そ
の前の時刻「夜明け前」を表す。しかしサハルが「夜明け前」の刻としてしまうと、「下弦の月」
の前でもあるし、二十夜月の出現の刻限があまりに遅くなってしまう。星宿で言うと、二十六夜月
か二十七夜月の刻限になってしまう。
　サハルが表す時間帯は、狭義には、と言うより焦点的には上に述べた「夜明け前」である。し
かしもっと広くは、夜明けを遅い限度として夜半頃から始まる長い時間帯「後半夜」も表してい
ることである。上で「狭義には、と言うより焦点的には」と述べたのであるが、ムスリムの最大
の関心事を一例に挙げよう。ラマダーン（断食月）の断食とも関連しており、また風物誌の一つに
もなっているが、これがサハルと関連しているのである。ラマダーン月の毎日、昼間の食事不可と
なるファジュル（夜明け）。飲食の絶たれる断食の一日に備えて、ファジュルの前に、食事をして
おかないとその後の昼の活動に差し支える。ファジュルの前の時間帯がサハルである。従ってファ
ジュルを迎える前、サハルの時間帯になると街路にお触れが回って来るのだ。「今のうちに食事を
取っておきなさい、そうでないと一日食べ損ないますよ」と深夜触れ回るムサッハル（musahhar、
musahharaatii）の存在が興味深い。ムサッハルは、ファジュルの時間帯直前に触れて回るのではない。
食事の仕度と会食があるので、それよりもはるかに早い、深夜の時間帯に触れ回ってくるのが、す
でに習慣となっているところが多い。それからも分かるようにサハルの夜間の時間帯の範囲は随分
と広い。ここでも広くとられて解釈されねばならない。日常時間と祭事時間とのずれがこんなとこ
ろにも見られているわけである。
　「陽の輝き」と訳した③－1のバフラ bahrahであるが、「同類のものより一層優れている、一等抜
きん出ている」ことを原義にもっている。したがってここでは、その出現ないし輝きによって、他
の同類のものの輝きを失なわしめる〈日光・日射し〉を言っている。バフラは太陽の出現ないし輝
きは星明かりのみか「二十夜月」の月光をも消え失せさせる。月の出現ないし輝きは、他の星々の
星明りや輝星の瞬

まばた

きすらもその光度を失わしめるのに、その月すらもと言うわけである。そうした
天体の関係した「輝き」をバフラと言っている。

　　3－7－3「二十一夜月」Ibn ihdaa wa- "ishriin

　「二十一夜月」イブン・イフダー・ワ・イシュリーン Ibn ihdaa wa- "ishriin。その夜の「月の宿」
は何処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）の定まった一つ（例えば牡羊座）とは東に270度辺
りにある。黄道十二宮を分割した二十八宿の、二十番目に続く（牡羊座からならば）第二十一宿ア
ル・バルダ（「射手座　空き地、囲い al-Baldah」がその「月の宿」（manzil）である。即ち太陽が西
に沈んでから、深夜、まさに真夜中に東に昇ってくることになる。
　図表4第三スブウの一か月¹⁄₄天球図では左の一番上に描かれている。「第二十一夜月」は下弦の月。
その出現は夜半となりその目安となる。それに宿を提供するのは「月の第二十一宿」。その宿名は「空
き地・囲い地」で、その位置は射手座の射手のターバンの翻るπ他の小さな星々。月相図では「第
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二十一夜月」が黒い丸の輪郭の中の明るさの丁度半分近くを占めた月面を見せている。そしてその
月が休む宿、第二十一宿バルダ「空き地・囲い地」は宿上では、射手座の⁵⁄₇から⁷⁄₇にかけてとされる。
天球図の円の大外の第二十一夜月の象徴図では、身分ある人物の〈囲われた〉頭部が描かれる。女
性を思わせ、その頭上には大きな王冠か、笠を頂きその御簾が顔を〈囲う〉ように降りている風。
第十宿図との関連を匂わせる。また下弦の月の節目の重要性を強調しているとも指摘できよう。
　いよいよ「下弦の月」である。一か月を四分したスブウのうち、第三スブウの最終宿としての一
か月の節目となる。月面もちょうど半月の形で、しかもその出現は深夜の「夜半」の刻限の「報せ
月」となる。シジスターニーは「二十一夜月」のアラブの俚謡を次のように伝える：

①　二十一夜月、それは Ibn ihdaa wa- "ishriin　 

②　松明の輝きのよう  ka-l-qabas

③　夜明け前の暗きうちに昇る  atlu"u fii ghalas

（qabas と ghalasとが韻を踏んでいる）
　「松明 qabas」は「燠、燃え差し」がより正確な意味で、月光の色も輝かしい白や白銀の色から、
光度を落とすため、赤みがかって見えてくる。恰も「松明の輝きのよう」に。その昇ってくる時間
帯がガラス ghalasで表される。ガラスとは夜間の刻限の用語で、夜が支配する最後の刻限とされ
る。さらには夜明けの入り混じった闇、暗黒、夜の白みかけた頃とも言われている。ガラス ghalas

から派生した同族語にタグリース taghliisがある。このガラスの頃合いを見計らって旅に出立して
昼旅に繋げてゆくことを言う。早朝としてももっと深夜に近い早い時刻であり、「昼旅」とも訳さ
れるのがタグリース taghliisである。時と旅の相関を伝えていよう。この用語も目安とされている。
拙著『砂漠の文化』第7章「昼旅の出発＝夜旅の再出発」を参照。また遊牧でも熱いうちは、ガラ
スの頃には牧地に導いていったものであり、これも「夜間放牧」の一つタグリースと言われた。
　Masでは次に述べる「二十二夜月」の言い回しをこの「二十一夜月」の方に充てている。そして
上の「二十一夜月」の言い回しを「二十三夜月」の方に回している。「夜半」に上る「二十一夜月」
のことを考慮すれば、ガラスの時間帯から考えあわせても、後者の方がより妥当性は高いと思うが。
Qalの方では Sijとほぼ同じであるが、③の atlu"uの箇所が yatlu"uと一人称（＝主体）から三人称（客
体）に代わっている。
　さて月は第九宮をその下位分類である第二十一宿を最後として通過してゆく。第十二宮および
二十八宿についての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。そ
の一端をここで示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）⁷⁄₇
とその細分であるマンジル（宿）³⁄₇の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを
跨ったり、また部分的なあるいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。
この種のものには付き物である。
　月が第九宮星座、射手座・人馬宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第十九マンジル（宿）の¹⁄₃、
第二十、第二十一マンジルすべて（即ち³⁄₇ずつ）とに宿る間の指針・吉凶・運勢は：

相談事は法官や学者に頼るのが良い
奴隷購入に良い時期
結婚するのも日柄が良い
風呂に通いなさい

125今夜は何夜月　「一か月」の時を刻む（堀内　勝）

（ 58 ）



但し薬の服用は差し控えるべし
さもないと苦労で体を弱体化してしまうことになろう

　月が第一九マンジルにある時の運勢については第八宮の方で述べた。次の第二十マンジル（宿）
にある時の運勢は：家畜・動物を買い入れるには良い。契約・協約はお互いに欺瞞が含まれていよ
う。捕虜になった場合は、良い期待はできない。（日本を含む中国を中心とした東アジア文化圏の
宿曜道二十八宿観では第七番目の「箕」宿に当たり、物品の購入、集金には吉と、類似した運勢判
断がなされている場合もある）
　月が第二十一マンジル（宿）にある時の運勢は：結婚に関しては、離婚された女、あるいは未亡
人は再婚は不可能となろう。奴隷を購入するのに良いとも悪いとも言えない、奴隷は自己中心的で、
主人に対して従順とは言えないからである。（東アジア文化圏の二十八宿観では第八番目の「斗」
宿に当たり、同様に余り良い運勢判断がされていない）

　　3－8　「第八サラース」第二十二～二十四夜月
　　　　　 ハナーディス Hanaadis（出の遅き月）、サーフール Saahuur（寝ずの番月）
　第八サラース、二十二夜月～二十四夜月はハナーディス Hanaadis（出の遅き月）とかサーフール
Saahuur（寝ずの番月）と呼ばれる。一か月（360度）を二つに分けるラジャル（前半月）とクラフ（後
半月）との後半夜、それを五分割した三番目、真ん中に当たるのが第八サラースである。また一か
月を四分したスブウにおいては最後の第四スブウ al-Subu" al-Raabi" がこの二十二夜月から始まる。
第八サラースは厳密には252度から36度を加えた範囲がその領域になる。下弦の月以降の「出の
遅き夜半の月」なのである。「二十二夜月～二十四夜月」、その中心は二十三夜。我が国でも「二十三
夜講」とか「二十三夜塔」などの関連した行事が行われたものであった。アラブ世界も二十三夜
をヒンディス hindis （動き鈍きもの、遅きもの）と言う。その複数形がハナーディス Hanaadisであ

図表５　一か月天球図　第四スブウ
（第二十二夜～第二十八夜とその宿）
　図表4の一か月天球図の第三スブ
ウに続き、第四スブウ（第二十二夜
～第二十八夜）についての拡大図。
月の位相は円周の271度から360
度に至る。下弦の月から新月に至る
までである。毎夜の「月の宿」マン
ジルを提供するのも、黄道十二宮の
三ブルジュ（山羊座、水瓶座、魚
座）であり、それを細分する「月の
二十八宿」のうち第二十二宿～第
二十八宿である。
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って「二十二～二十四夜 」の「三夜月」の用語となっている。今までの〈三夜月〉ずつの名称は、
多くは /CuCaC/の語形（Cは子音）かそれに近い形態で統一されていた。しかしこの第八サラース
「二十二夜月～二十四夜月」の用語ハナーディス以降は、これらの用語の定型は採らない。ハナー
ディス Hanaadisとは「出の遅き月」を意味しており、hindisもその複数の hanaadisも広義には「行
動の鈍さ、遅さ」の意味が主体である。月の場合下弦の月以降は、月の出がさらに遅くなり夜半過
ぎが目安となる。月光の輝きも次第に鈍くなる。月だけではなく人間にしても同じで、月の出以前
は前半夜であるから、まだ宵や早晩が延長されている。夜なべ仕事や夜勤、夜旅する者、夜間放牧
を行う者などに精を出す者にとっては、未だ眠りにつくわけにもいかないが、かといって行動を縛
り妨げる暗闇が支配し、何かをしようと行動を起こそうにも暗くて儘にならず、「行動の鈍さ、遅さ」
に繋がってしまう。ハナーディス Hanaadisはこうした「二十二夜月～二十四夜月」に特化する用
語となったわけである。
　このハナーディス（出の遅き月）であるが、ほかに単数形ヒンディスには「闇夜、真っ暗な（夜）」
の意味として、もっと一般的な語としても用いられる。「彼らは夜のヒンディス（真っ暗闇）の中、
旅を敢行した」saruu fii hindisi l-laylと言うような用いられ方をする。恐らく昼間や夕方の旅出が夜
になっても引き続き敢行されて、前半夜の闇夜に難儀をしながら旅をしている様を言っていよう。
　Masは今までのサラース用語では、別の語彙を扱ってきたが、ここでは同じハナーディス
Hanaadisとしている。但し、ハナーディスは「〈三〉夜月」とはせず、そのサラース二つ分の「〈六〉
夜月」としている。即ち「三夜ごと」の単位を二つ分取って、次の「二十五夜月～二十七夜月」を
も含みこんだ用語だとしている。
　もう一つの第八サラース「二十二夜月～二十四夜月」の用語はサーフール Saahuur（寝ずの番月）
と言われる。この語はサハル（sahar不眠、目覚めていること、寝ずの番をすること）から派生し
た名詞形であり、わが国の「二十三夜講」にも通じて、その晩は眠ることをしないことであり、こ
の三夜のうちのいずれかを神への賛美、ジンや悪霊の祟りの回避をするため念行をしたり、さらに
は有り合わせの食べ物も持参して一堂に会して世間話や情報交換をして、その晩の月の出を待ちな
がら寝ずの番をする。そうして過ごす風習があったのであろう。凶日の厄払いの意味合いがあった
とも思われる。サーフールは狭義には第八サラース「二十二夜月～二十四夜月」を指示するが、広
義には〈月末〉を反映しており「（陰暦の）月末から数えて九夜目、最後の九日間」とされている。
対象は〈夜〉であり、〈月〉は直接には言及されない。しかし「前半月夜」とは異なる「後半月夜」
の民俗概念の反映が窺えようし、上の「深夜まで、明け方まで眠らずにいる」ことの意義付けが関
与していよう。その中には睡眠を怠惰と採る修道、修行的な敬虔者や職能者の介在も看て取れよう。
サーフールの同族語にムサーハラ musaaharahがあり、一晩中眠ることのない夜空の星たちと競い
合うように「不眠をお互いに競うこと、眠ったら負け競争」の意味だが、こうしたことも「夜の文
化」の諸相を開示してくれる。

　　3－8－1「二十二夜月」Ibn ithnatayn wa- "ishriin

　「二十二夜月」イブン・イスナタイン・ワ・イシュリーン Ibn ithnatayn wa- "ishriin。その夜の「月
の宿」は何処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）の定まった一つ（例えば牡羊座）とは東に
290度辺りにある。黄道十二宮を分割した二十八宿の、二十一番目に続く（牡羊座からならば）第
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二十二宿サアド・アル・ザービフ「山羊座　屠殺者の幸運 Sa"d al-Dhaabih」がその「月の宿」（manzil）
である。即ち山羊座のα、β星の作る宿に月は落ち着く。
　図表5の一か月¹⁄₄天球図第四スブウの画像では左最下に、円であるので反対にして描かれている。
第二十二夜月は、下弦の月から一夜経った月となる。その出現は夜半過ぎであり、この頃の夜は前
半までは月の無い闇が領する。その遅い出の月に宿を提供するのは「月の第二十二宿」。その宿名
は「屠殺者の幸運」で、その位置はやぎ座の頭部の主星たちで三つ星か四つ星の位置取りである。
天球図では「第二十二夜月」が黒い丸の中の明るさの半分以下に減じた月面を見せている。そして
その月が休む宿、第二十二宿サアド・ザービフ「屠殺者の幸運」は宿上では、山羊座の¹⁄₇から³⁄₇
にかけてとされる。天球図の円の大外の第二十二夜月の象徴図では、羊を屠殺する幸運は自分の方
だとばかり、二人の若者がヤンチャ振りを発揮してとっ組み合いの喧嘩をしている様。一人が首を
絞め相手は膝蹴りを見舞っている様子。この宿は縁起の良い、吉兆を表すはずである。天空の反対
側のラキーブ（守護星、対星）となる双子座の双子との関連も匂わせる。
　下弦の月からしても二日目、半月の形も急速に崩れてくる。しかもその出現も深夜過ぎ、遅すぎ
て夜なべや夜勤には頼りにならなくなる。アラブ世界では、「二十二夜月」の俚謡をシジスターニ
ーは次のように伝える：

①　二十二夜月、それは Ibn ithnatayn wa- "ishriin

②　夜旅は長引かせましょう  utiilu s-suraa

③　私（月）が見る限りでは無けれど  illaa raythamaa araa

（suraa と araa とが韻を踏んでいる）
　月が旅人に語り掛ける。夜旅は続けて長旅となることは、刻苦勉励になり立派で、良いことこの
上ないですよ、但し私が出るのは深夜遅くですから、見守って上げることは深夜以降であって、そ
れ以前は「私の見る限りではありませんけど」。その時も旅を続けられていたら弱くなってしまい
ましたけれども、わたしの光を投げ掛けてあげますよ。夜旅をそこまで続けていられるならば、そ
の後は私が明かりを送って進ぜましょう、と。
　俚謡の中で先の下弦の月、二十一夜月が「松明の輝きのよう」ka-l-qabasと叙されていた。下弦
の月以降の月は更に光度を落とし、さらにはそれより月の出は小一時間遅くなる。「私（月）が見
る限りでは無けれど」と言っているが、すでに光度が弱くなって来て、月明かりを頼りとするには
当てにはなりませんけど、とのニュアンスも含意されているのであろう。
　al-Mas" uudiiでは押韻も異なる全く別な俚謡を伝えている：

①　二十二夜月、それは Ibn ithnatayn wa- "ishriin

②　薪のせめぎ合い  musfi" u khatab

③　攻め合いのライオン  wa-laythu harb

（khatabと harbとが韻を踏んでいる）
　ここでの②および③は、〈白月〉期であった月光の光度が強かった白色から、〈黒月〉となって弱
い光線の赤色の変化、それを「薪のせめぎ合い」に喩えているのであろう。或いは二十二夜月の月
の出までの夜暗をそれぞれが薪の明かりで処すことを「薪のせめぎ合い」と言っているのであろう
か。また「攻め合いのライオン」とは夜半過ぎに活動する野獣たちの活発さを言っている。特にラ
イオンなどは二十二夜月の月明かりぐらいでは何事も恐れることはない。狼やハイエナなどの他の
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野獣などには目もくれず、雄同士の権力闘争の「攻め合い」を行っている。

　　3－8－2「二十三夜月」Ibn thalaath wa- "ishriin

　「二十三夜月」イブン・サラース・ワ・イシュリーン Ibn thalaath wa- "ishriin。その夜の「月の宿」
は何処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）の定まった一つ（例えば牡羊座）とは東に300度辺
りにある。黄道二十八宿の、二十二番目に続く（牡羊座からならば）第二十三宿サアド・アル・ブ
ラウ「水瓶座　大呑の幸運」がその「月の宿」（manzil）である。即ち水瓶座の西端のε星を中心
とした二つ星ないし三つ星の宿の中にある。
　「二十三夜月」と言えば、わが国でも先にも述べた通り「二十三夜講」や「二十三夜塔」でお馴
染みであるが、深夜遅く昇って来る月を待ちながら講を催す習慣があった。
　図表5第四スブウの一か月¹⁄₄天球図では下から二番目に描かれている。第二十三夜には、わが国
でも第二十三夜講などの行事が行われる二十三夜月が出る。その出現は夜半過ぎ、およその丑三つ
時であり、その出を待つまで、講を開いて語り合う。アラブでは、その遅い出の月に宿を提供する
のは「月の第二十三宿」。その宿名は「大呑の幸運 Sa"d al-Bula"」で、その位置はすでに水瓶座の
ε星の縦に並ぶ二つ星か三つ星の位置取りである。月球図では「第二十三夜月」が黒い丸の輪郭の
中の顔の輝かしさ明るさの半分以下に減じたヴェールで覆われた細面の月面を見せている。そして
その月が休む宿、第二十三宿サアド・ブラウ「大呑の幸運」は宮上では、山羊座の⁴⁄₇から⁶⁄₇にか
けてとされる。天球図の円の大外の第二十三夜月の象徴図では、半人半魚のキメラである。第十四
宿の図像と殆ど同じである。こちらはやぎ座の図像であるから星座図でよく見かける下半身が魚と
化したことと関連があるか。
　アラブ世界では、資料によってそれぞれ異なり、内容及び韻も異なる。マスウーディーでは、す
でに述べた通り「二十一夜月」の言い回しをこの「二十三夜月」の方に当てている。シジスターニ
ー、カルカシャンディーの順に述べてみよう。シジスターニーは「二十三夜月」のアラブの俚謡を
次のように伝える：

①　二十三夜月、それは thalaath wa- "ishriin

②　灰色時に昇る、かといって  atlu" u fii qatamah

③　暗闇を明かるくするほどで無し  wa-laa ajlaa z-zalamah

（qatamah と zalamah とが韻を踏んでいる）
　「灰色時」の原語カタマ qatamah。カタマとは時を表す語ではなく、色を表す語なのである。「灰色、
ほこり色」のことで、白と黒の入り混じった色のこと。空が闇から少し明るみを帯びてきたことを
言う。月の出が夜間の完全な黒闇から少し白けて来た黒だけでない白の入り混じった夜空を言い表
そうとしているのであろう。
　カルカシャンディーでは以下の様になっている：

①　二十三夜月、（その月の夜） ibn thalaathin wa- "ishriin

②　夜の闇多くなるのを見る  yuraa fii zulmah l-layaal

③　満月でも無く三日月でも無し  laa qamarun wa-laa hilaal

（layaal と hilaalとが脚韻を踏んでいる）
　下弦の時より月の出は更に遅れ、夜半過ぎまで闇の空、救われるのはその後の星月夜。明るい満
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月（qamar）の夜空も期待できず、また後半夜の三日月（hilaal）はこれから。これからだとて、黒
月の三日月の光線は、勢いがなく弱々しい。それすらも期待はできない。

　　3－8－3「二十四夜月」Ibn arba" wa- "ishriin

　「二十四夜月」イブン・アルバウ・ワ・イシュリーン Ibn arba" wa- "ishriin。その夜の「月の宿」
は何処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）の定まった一つ（例えば牡羊座ならば）とは東に
310度辺りにある。黄道十二宮を分割した二十八宿の、二十三番目に続く（牡羊座からならば）第
二十四宿サアド・アル・スウード「山羊座　幸運中の幸運 Sa"d al-Su"uud」がその「月の宿」（manzil）
である。即ち水瓶座β星を中心として作る宿に月は身を休めて、地上を眺めやる。
　図表5第四スブウの一か月¹⁄₄天球図では下から三番目に描かれている。第二十四夜には、夜も更
け深夜のもっとも深いころに二十四夜月が弱々しく出る。その遅い出の月の宿を提供するのは「月
の第二十四宿」。その宿名は「幸運中の幸運」で、その位置は水瓶座のβ星を中心とする二つ星な
いし三つ星の位置取りである。月の位相図では「第二十四夜月」が黒い丸の中の明るさの多くを失
い弱い光となった細面の月相を見せている。そしてその月が休む宿、第二十四宿サアド・スウード
「幸運中の幸運」は宿上では、ブルジュを跨ぎ山羊座の⁷⁄₇から水瓶座の²⁄₇にかけてとされる。天球
図の円の大外の第二十四夜月の象徴図では、王冠を頂いた高貴な人物の座像となっている。この図
像は第一宿のそれと殆ど同一である。宿名のサアド・スウード「幸運中の幸運」は二十八星宿の中
では最も幸福であり、また地上にも慈雨などの幸運をもたす。こうした最高の満ち足りた雰囲気を
象徴しているのであろうか。
　アラブ世界では、シジスターニーは「二十四夜月」のアラブの俚謡を次のように伝える：

①　二十四夜月、それは Ibn arba" "ishriin

②　満期が近づき  danaa l-ajalu

③　望み絶たれる  inqata" a l-amalu

（ajalu と amaluとが韻を踏んでいる）
　②の ajalu とは「定められた期間」の原義から「満期」、「返済期」「死期」などの意味も持つ。月
相に関して言えば二十四夜月、そろそろ月末（＝満期）を迎える。また実生活においても月ごとの
契約や約束事が、このころまでに果たされるか、見通しがついていないと、その履行や実行も怪し
くなる。「望み持つ」のもこの頃が目途か。約束の履行は、ワファーウ wafaa'といって、アラブ遊
牧民にとっては、大事な徳義の一つである。それ故これを破ることになるのでこの頃から算段をし
て対処をせねばならない。
　al-Mas" uudiiでは、この「二十四夜月」の言い回しを「二十六夜月」に持って行っている。そし
てすぐ上の「二十三夜月」の言い回しを、この「二十四夜月」方に当てている。但しその場合も②
の atlu" u fii qatamahの qatamahが qismah（部分、割り当て）となっている。qismah自体には「一部」
としての関与はあるにせよ、〈夜〉も〈時間〉の意味主体となるわけではない。この方が月末観を
漂よわせていて、より相応しいように思える。
　Qalは「二十四夜月」の記載が欠如しているのはどうしたことか。上の Sijの俚謡を次の「二十五
夜月」の方にもっていっている。
　さてこの二十三夜月をもってヤギ座のブルジュを月は通り過ぎることになる。第十二宮および
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二十八宿についての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。そ
の一端をここで示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）⁷⁄₇
とその細分であるマンジル（宿）³⁄₇の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジュを
跨ったり、また部分的なあるいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよう。
この種のものには付き物である。
　月が第十宮星座ヤギ座・磨羯宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第二十二マンジル（宿）、第
二十三マンジルすべて（各³⁄₇）と、第二十四マンジルの¹⁄₇に宿る間の指針・吉凶・運勢は：

麿羯宮に月が宿る時、饗宴を開くに良い
土弄
いじ

り、灌漑掘削に適する
余裕あれば奴隷や家畜の購入に良い時期
知識、教養の研鑽に努めるべし、無知振りを晒し出してはならない

　月が第二十二マンジル（宿）にある時の運勢は：契約・協約を結ぶに最適、有益さと利益がもたら
されよう。船旅の船出も良い、但し帰り船には問題を含む。結婚に関しては、婚約したものは破談に
なろう、結婚しても半年ほどで死亡することになろう。もしそれ以上生存しても関係が険悪で夫婦仲
は酷いものとなろう。奴隷を購入するのは避けるべきである、怠惰で性悪で主人に従わず逃亡の恐れ
あり。捕虜になった場合は、すぐに開放になり自由となろう。（日本を含む中国を中心とする東アジア
文化圏の宿曜道二十八宿観では第九番目の「牛」宿に当たり、多くが吉との運勢判断がされている）
　月が第二十三マンジル（宿）にある時の運勢は：契約・協約を結ぶのには良い。結婚に関しては、
避けるべきで、新婦は邪険で一緒に住むことをしないであろう。船旅は、短期間ならば勧められる。
奴隷を購入するのに不向き。捕虜になった場合は、直ぐに釈放されるであろう。（東アジア文化圏
の二十八宿観では第十番目の「女」宿に当たり、婚礼や訴訟などに逆な運勢判断が見られる）
　月が第二十四マンジル（宿）にある時の運勢は：奴隷を購入するのに良い、頑強で善良で忠実な
ものとなるであろう。契約・協約は不向きであり、結んでも最終的には大損と不仲に結果すること
になろう。旅行は向かず、船旅は避けるべきである。結婚に関しては、長続きすることは無い。捕
虜になった場合は、多くは釈放される。（東アジア文化圏では第十一番目の「虚」宿に当たり、契
約や縁談などには悪日など共通の判断がされているところもある）

　　3－9　「第九サラース」第二十五～二十七夜月
ヌハス Nuhas（悩み月）、ダアーディー Da' aadii（急

せ
かれ月）

　第四スブウ（四半月）の二番目は第九サラース。「二十五夜月～二十七夜月」に相当し、それは
ヌハスとかダアーディーとかの用語を持つ。サラースとしては一か月（360度）のクラフ（後半月
の180度以降）ないし後半夜を構成し、それを五分割した四番目に当たる。およそ320度から350
度の間がその領域になる。深夜も終わりに近づき、明け方が近い。この頃はあまり縁起が良くない
刻限とされている。
　「二十五夜月～二十七夜月」はヌハス（Nuhas悩み月）またはダアーディー（Da' aadii急

せ

かれ月）
と呼ばれる。ヌハス（Nuhas）についてであるが、その同族語のナフス nahsの方でよく知られてい
る。サアド（sa"d吉、幸運）の反意語であって、「不運、凶」の意味でお馴染みである。『クルアー
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ン』54章19節の中にもアード族滅亡の厄日の七夜八日を「打ち続く不運な日に」fii yawmin nahsin 

mustamirrinと記されている。
　ヌハス（Nuhas）はその同族語であるから、「困りごと、苦痛、悩みごと」などがその具象を表す「月
末（に近い）三夜」の意味である。月光が殆どないため、月明かりを頼りにしての夜間活動があま
り期待できない。火急のこと、強いてせねばならないことがあって、それをするには月の不在がま
ず困りごとになり、苦痛となる。そうした時をついていないなと見做して「凶」と「不運」とあき
らめて敢えて行わなければならない。一方では二十五夜という月末が迫り借金や債務に対しての「苦
悩」が日に日に増すことにもなる。さらに敵対部族や野盗の襲撃もある可能性が最も高く、危険性
がある三日間なのである。
　なおこの時制用語ヌハス（Nuhas）をさらに後ろにもってゆき、月末に当たる第十サラースであ
る「二十八夜月～三十夜月」とする説もある。内容からしても妥当していよう。
　第九サラース「二十五夜月～二十七夜月」のもう一つの用語はダアーディーDa' aadiiであり、厳
密にはダアーディウ Da' aadi' uがそれである。これも複数形であり、単数形はダウダーウ da'daa'。
「二十五夜月～二十七夜月」の意味合いになった、については二様に理由づけられる。有力なのは、
畳語であるから、この場合擬態語で急ぐ様、駆ける様を言う。ダウダウと「早く走る、急ぐ」こと
が原義であり、〈ラクダ〉の走行歩態を指示している語にもなっている。動作主が〈月〉に転用さ
れた場合、夜空に東から昇るのが遅すぎて、日の出がすぐに迫っている、そのため月自体は急いで
昇ろうとするし、太陽の方では早く夜空に昇るよう急

せ

かすのである。「早く走る、急ぐ」ことによ
る命名である、とする。
　他の説はダアーディーDa' aadiiの語根動詞ダウダウ da'da'には「覆い隠す」意味であり、月光の
威力が弱まって闇の暗黒の方が強まって、〈月〉を「覆い隠す」からであるとする。後者としても
っと有力説は月を「覆い隠す」のは太陽である、とする。太陽が昇った後となっては、その老残の
身を青空の中に晒されることになる。それどころではない強く鋭い陽光によって「覆い隠され」て
しまう。残月の身も、陽射しの光線によって存在自体が拭き消され、「覆い隠される」のである。
二十五夜以降残月のやや太めの一つがダウダーウであり、それより遅れて細くなった残月、これが
二十六夜月であり、さらに月の出が遅れて太陽に急かされるのが二十七夜月と言うことになる。い
ずれも月の出を急がされ、少しでもその月面を夜空に維持したいと急かされていることになる。ダ
ウダウ da'da'と擬声語を掛けられ「隠すもの、所＝西の地平線」に下って行こうとして「早く走る、
急ぐ」ともされる。さもないと後ろから来る強烈な太陽光線によって吹き消されてしまう。
　al-Mas" uudiiは前項で述べたように、ハナーディス Hanaadis（出の遅き月）として「二十二夜
月～二十四夜月」に続けて「二十五夜月～二十七夜月」を合わせた「六日月」としている。また
Hammuurはここで述べたダアーディーDa' aadiiを次の最後である第十サラースの「二十八夜月～
三十夜月」であるとして、「二十五夜月～二十七夜月」の方はミハークMihaaqとしている。一般に
はミハークMihaaqは第十サラース「二十八夜月～三十夜月」として受け入れられているので、次
項に説明をしよう。

　　3－9－1　「二十五夜月」Ibn khams wa- "ishriin

　「二十五夜月」イブン・ハムス・ワ・イシュリーン Ibn khams wa- "ishriin。その夜の「月の宿」は
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何処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）（例えば牡羊座からならば）とは東に320度辺りにある。
黄道十二宮を分割した二十八宿の、二十四番目に続く（牡羊座からならば）第二十五宿サアド・アル・
アフビッヤ「水瓶座　天幕の幸運 Sa"d al-Akhbiyyah」がその「月の宿」（manzil）である。即ち水瓶
座のαを中心とした四つ星ないし五つ星の作る宿に月は細めの身を休めて、弱い視線で地上を眺め
やる。
　図表5第四スブウの一か月¹⁄₄天球図では丁度真中に描かれている。第二十五夜、その夜には、深
夜でも最も遅い時間帯に二十五夜月が弱々しく顔を覗かせる。その遅い出の月を待ち構えて宿を提
供するのは「月の第二十五宿」。月の位相図では「第二十五夜月」が黒い丸輪隔の中の明るさが逆
の三日月の形となり、その弱い光となった細面の月面を見せている。そしてその月が休む宿、第
二十五宿サアド・アフビッヤ「天幕の幸運」は宿上では、水瓶座の³⁄₇から⁵⁄₇にかけての中心を占
める。天球図の円の大外の第二十五夜月の宿の象徴図では、うら若き女性の両手を両脇に据えた座
像である。ひときわ目立つのは、頭上から肩先に長く垂れる被

かづき

衣状の覆いである。宿名が「天幕の
幸運」とあるので、あるいは天幕を象ったものか。
　「二十五夜月」に関しては、シジスターニーの資料には空白になっており、サジュウでの俚謡も
従って伝わってはいない。ここではマスウーディーの方で述べておく。そこには以下のように記さ
れている：

①　二十五夜月、それは Ibn khams wa- "ishriin

②　折り返しの夜々の中にあり  Anaa fii tilka l-layaalii

③　丸い月でもなければ三日月でもない  Laa qamarin wa-laa hilaalii

（layaalii と hilaalii＜ hilaalinが脚韻を踏む）
　ここでは月面の相が叙される。「二十五夜月」と言えば、半月がさらに凹み、逆向きの三日月に
近い状態である。それでも③で述べているように「三日月」ヒラールではない、というところにヒ
ラールの二重のコノテーションが窺えて、アラブの日常的機微の観察眼が行き届いている点、興味
深い。ヒラールは「三日月」として知られるが、逆向きのヒラールは次の「二十六夜月」辺りから
もまた言われるわけである。明け方近く東天に在って、日の出るころにはその光で拭き消されてし
まっている。時間帯からして人の目に触れる機会が少ないため、目立たないだけである。ヒラール
は「三日月」であると同時に、「新月」も共示していることはすでに述べた。ここで述べたように
広義のヒラールは「三日月」であると同時に、月末の三日月、「二十五～七夜月」にも適用されて
いることになる。カマルがバドゥル（満月）と同義であることがここでも適用されている。それと
対峙させられるヒラールは「新月」も兼ねた広い用いられ方をする。上に叙されているように、カ
マル qamarは月全体の総称であると同時に、「十五夜月」「満月」であることはその項で述べた。ま
た旬においては「中旬」の用語ともなっている。この例でもそうであるが、満月を意味しており分
かるように、〈月〉型をしていればカマルと言われることが分かる。しかしシンボルとしては、イ
スラムの象徴でも分かるようにヒラールのほうである。「月と星」という時、「太陽と月」と言う時、
そこに描かれる月は「三日月」ヒラールである。旬についてであるが、ヒラールが「上旬」をも意
味しているところから、「下旬」はクマイルであって、「上旬」でも「中旬」でもなく「下旬」とな
っている、との解釈もできよう。
　Qalでは上述したように、Masのこの「二十五夜月」の俚謡を多少文言が異なっているが「二十三
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夜月」の方に当てている。
　「クマイルね　二十五夜月が昇ったのだわ！」　月に向って娘二人が立ち上ってそう囁いたとの2
－2で引用したイブン・ラビーアの詩句も想起されたい。

　　3－9－2　「二十六夜月」Ibn sittu wa- "ishriin

　「二十六夜月」イブン・シット・ワ・イシュリーン Ibn sittu wa- "ishriin。その夜の「月の宿」は何
処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）（例えば牡羊座）とは東に330度辺りにある。黄道十二
宮を分割した二十八宿の、二十五番目に続く（牡羊座からならば）第二十六宿ファルグ・ムカッダ
ム「魚座・ペガサス座　革袋（水瓶）の前の注ぎ口」al-Fargh al-Muqaddimがその「月の宿」（manzil）
である。即ち水瓶座と魚座の境界上にあるペガサス座の四辺形、これをアラブはファルグ（fargh

水用大型革袋）と看立てている。そしてその西側の辺の方を前の注ぎ口（ペガサス座α・β星）と
看立てている。このファルグ・ムカッダムが作る宿に月は身を休めて、地上を眺めやる。
　図表5第四スブウの一か月¹⁄₄天球図では上から三番目に描かれる。第二十六夜、その夜には明け
方に近くなる、と思われる遅い時間帯に二十六夜月が弱々しく顔を覗かせる。その遅い出の月の宿
を提供するのは「月の第二十六宿」。月相図では「第二十六夜月」が黒い丸輪隔の中の明るさは逆
の三日月の形を一層狭めて、その弱い光となった細面の月面を見せている。そしてその月が休む宿、
第二十六宿ファルグ・ムカッディム「水革袋の前口」は宿上では、水瓶座の⁶⁄₇から次の魚座の¹⁄₇
にかけてとされる。天球図の円の大外の第二十六夜月の象徴図では、半人半魚のキメラである。上
半身は若者が右手に魚らしきものの尾を持ってぶら下げている風である。魚座との関連を匂わすも
のであろう。あるいは水瓶

かめ

（＝水皮袋）を逆にして中の水を出しきったことを表わすのか。
　シジスターニーは「二十六夜月」について次のように記している：

①　　　二十六夜月、それは Ibn sittu "ishriin

②　　　来たるべきもの近づき、  danaa maa danaa

③－1　  繊月　輝かしさ見えず  wa-laysa yaraa li-sanaa

③－2　  見えるはただ繊月のほの明り  fa-maa yuraa illaa sanaa

（danaaと sanaaとは押韻）
　②の「来たるべきもの」とは天体の月の形姿ともその月の終わり、月末のことともいずれをも言
っている。③の sanaaとは、稲光りや光に反射する剣や槍のそれのように細身のキラキラと光る程
のきらめき、ないし絹糸などの光沢のある糸などが光を浴びて輝くことを言う。細く薄く三日月の
形をした「二十六夜月」ともなれば月自体が逆方の弦を下に向けた「三日月」の形となる。わが国
には「糸のように細い月」を「繊月」というが、これに当たるものであろう。消滅に向かう方なの
で光が極端に弱まり、「輝かしさ」が感じられなくなり、「見えるはただの織月のほの明り」と謳わ
れているように、赤くぼんやりした弱い月光であることを言っている。前夜「二十五夜月」の俚謡
も参照されたい。
　al-Mas" uudiiでは、すでに述べたことであるが、「二十四夜月」の言い回しをこの「二十六夜月」
に持って行っている。上述の② danaa l-ajalu（満期が近づき）、③ inqata" a l-amalu（望み絶たれれる）
などの内容は、「二十六夜月」の② danaa maa danaa（来たるべきもの近づき）と呼応していて、こ
ちらの方がより相応しかろう。
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　Qalでは③－2の如く、文意は異ならないが韻だけ合わす別な俚謡を持ってきている。
　さて月は、第26夜宿をもって第十一宮を通過し終わる。第十二宮および二十八宿についての、
占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。その一端をここで示して
おく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）⁷⁄₇とその細分であるマン
ジル（宿）³⁄₇の間に多少の相や見方の食い違いがあるのは、この種には付き物である。
　月が第十一宮星座水瓶座・宝瓶宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第二十四マンジル（宿）の⁶⁄₇
から、第二十五マンジルすべてと、第二十六マンジルの²⁄₇に宿る間の指針・吉凶・運勢は：

月が宝瓶宮に宿る時、余裕があれば、商品、家具を仕入れなさい
インド人奴隷の購入にも良い
代理人、相談人を探す要あり
出血、狩猟、結婚、旅行は慎むべし

　月が第二十五マンジル（宿）にある時の運勢は：奴隷を購入するのに良い、頑強で善良で忠実な
ものとなるであろう。建築には好適で、耐震性あり、強固なものとなろう。旅行にも良いが多少の
遅れは出よう。結婚に関しては、新婦とは合わず長くは続かない。契約・協約を結ぶのにはその時
ではない。結んだなら悪く働き被害を蒙ることになろう。悪くすれば逃亡奴隷を出すこともある。（日
本を含む中国を中心とした東アジア文化圏の宿曜道二十八宿観では、第十二番目「危」宿に当たり、
旅行や婚礼などに共通した運勢判断を持つ）
　月が第二十六マンジル（宿）にある時の運勢は：建築には好適で、耐震性あり、強固なものとな
ろう。奴隷を購入するのに良い、頑強で善良で忠実なものとなるであろう。旅行にも良いが、船旅
は多少の遅れは出よう。契約・協約を結ぶのには良くない。結婚に関しては、長続きはしない。捕
虜になった場合は、長い間牢獄に閉じ込められることになろう。（東アジア文化圏の二十八宿観で
は第十三番目の「室」宿に当たり、普請に共通点、婚礼には反対の運勢判断が示されているようだ）

　　3－9－3　「二十七夜月」Ibn sab" wa- "ishriin

　「二十七夜月」イブン・サブウ・ワ・イシュリーン Ibn sab" wa- "ishriin。その夜の「月の宿」は何
処か。月はこの夜、太陽の宿る宮（burj）（例えば牡羊座）とは東に340度辺りにある。黄道十二
宮を分割した二十八宿の、二十六番目に続く（牡羊座からならば）第二十七宿ファルグ・ムアッハ
ル「魚座・ペガサス座　革袋（水瓶）の後の注ぎ口」al-Fargh al-Mu'akhkharがその「月の宿」（manzil）
である。即ちペガサス座の四辺形であるファルグ（fargh水用大型革袋）の東側の辺の方を後の注
ぎ口（ペガサス座γ・アンドロメダ座α星）と看立てている。このファルグ・ムアッハルが作る宿
に月はさらに痩身となって、微かな光を地上に送る。
　「二十七夜月」は同じ三日月となりながらも逆向きとなり、アラブでは「死

ほろ び

滅のヒラール（三日
月）」とも言われている。十一世紀後半の文人ハマザーニーは「二十七夜月」は「死滅のヒラール」
として相手を腐

くさ

す表現として以下のように記している。これは相手と中傷合戦を行なうムナーファ
ラ munaafarah、あるいは対象をあれこれ腐

くさ

すマサーウィーmasaawiiと呼ばれるアラビア文学の領域
に属するものである。：「おお（汝 卑賤なるかな）猿たち馴らす猿回しよ、おお（汝 血筋卑しきは）
ユダヤ人のダニ（labuudu al-yahuudアラブは伝統的に「ユダヤ人」は出自、血筋からして akhbath（最
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も卑賤な）民族と看做していたし、それにたかるダニは更に賤しいとされた）、おお（汝 息の臭さ
たるや）獅子の口臭か、おお（汝 その存在感薄きは）存在において空

からっぽ

虚か、おお（汝 戯
たわむ

れ好きは）
じゃれつき合う犬か、おお（汝 落ち着きの無さは）絨毯におわす猿か、おお（汝 孤立するは）豆
類に溶け合わぬ南瓜煮か、おお（汝 その軽薄さは）虚

からっけつ

無よりも少なしか、おお（汝 異臭放つは）
ナフサ油の煙か、おお（汝 その体臭たるや）腋

わき が

臭のそれか！おお（汝 落ちぶれ果てたは）権力の
失墜者か、おお（汝 老いぼれたは）死滅のヒラール（hilaal ここでは新月に至る前の二十七夜月の
三日間の三日月）か……。（Ham 『マカーマート』（3）43話　406）
　図表5第四スブウ一か月¹⁄₄天球図では上から二番目に描かれている。第二十七夜、その夜には、
明け方に近く夜の最期の遅い時間帯に二十七夜月が弱々しく顔を覗かせる。その遅い出の月を迎え
入れて宿を提供するのは「月の第二十七宿」である。月の位相図では新月同様の繊月が「第二十七
夜月」となって、その弱い光となった細面の月面を見せている。そしてその月が休む宿、第二十七
宿ファルグ・ムアッハル「水革袋の後口」は宿上では、魚座の²⁄₇から⁴⁄₇にかけてとされる。天球
図の円の大外の第二十七夜月の象徴図では、同じく半人半鳥のキメラで、既出のいくつかと同様な
ポーズである。下半身は魚座であるから魚と見做しても良いが、明らかな鳥の足と尾羽を持ち、下
半身のその形から鳥と思われる像である。魚のキメラと解すれば魚座の中でもあり、因果関係も考
えられようが…。
　　al-Muzhirの書が伝えるには、シジスターニーは「二十七夜月」についての俚謡は次のように
記している：

①　二十七夜月。それは Ibn sab" "ishriin

②　ブクラ（早朝）の頃に昇り  atla 'u bukraa

③　ズフル（正午）を見る  wa araa zuhraa

（bukraaと zuhraaとは押韻）
　俚謡では月面のことには触れていない。月の天球における位置・時刻に言及している。②の箇所、
ブクラ（早朝）については「二十夜月」のところですでに述べてあるが、エジプト方言で訛ってボ
クラ（明日）となった語であるが、原義は「早朝」であり「朝」が「明日」の義にもなる英語の（to）
morrowと概念的に通じている。厳密に言えばブクラとは「夜明けと日の出の間の時間帯」である。
狭義にはこうであるが、広義には日の出以降であっても「早朝」、「昼の最初の部分」の意味で用い
られ、こちらの方が現今での用法である。またここでは「夜明け前」の刻限は明らかなので、ブク
ラの刻限の範囲の中でも最も早期の段階を指しているのであろう。押韻合わせのためにも。なおブ
クラの時間概念については、前稿の第3章第1節中の〔図Ⅲ〕を参照されたい。二十七夜月のヒラ
ールは、夜明け前の頃太陽に先駆けて昇る。そのため後ろから照りつける太陽のために、ブクラ（早
朝、日の出前）のまだ暗さが残る天空に見られるだけになる。形も小さく明るさも弱いため、日の
出と共に太陽の明るさにすぐに消されて見えなくなってしまう。「正午 zuhrを見る」というのは、
実際我々が見るのでなく、二十七夜月がすぐ後ろから来る太陽の正午を見守る、の意味である。な
お押韻の関係で bukrahが bukraaに、また zuhrが zuhraaに変形している。
　マスウーディーでは、先に述べた「二十六夜月」の言い回しをこの「二十七夜月」に持って来て
いる。ただし③ wa-laysa yaraa li-sanaa（繊月 輝かしさ見えず）が wa-laysa fii min sanaa（繊月 輝か
しさと呼べるに非ず）となっている。
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　カルカシャンディーの方では、押韻も異なる全く別な伝承を伝えている：
①　二十七夜月　それは Ibn sab" "ishriin

②　やがて太陽を割って迎える  yashuqqu sh-shams 

③　されど何の感興あるわけでなし  wa-laa yuraa la-hu hass

（脚語　shams及び hassに押韻）
　②の「割って迎える」の原語 yashuqquは「半分に分ける、折半する」であり、恐らく二十七夜
月のヒラール（三日月）がアラブの「半月刀」と看立てられ、それが出現した後、やがて東の夜空
を切り裂き「割って」、露払い的に太陽の出現を迎えることを言ったものか。③の文意は②の内容
に感情や感興が湧くほどのことではない、と。太陽の出現はたちまち「二十七夜月」のきらめき鈍
くか弱い半月刀であるヒラールを、その存在を拭き消してしまうのだから。

　　3－10　「第十サラース」第二十八～三十夜月　
ミハーク Mihaaq（隠れ月）

　第十サラース「二十八夜月～三十夜月」まさに月末の三日間。わが国の晦
つごもり

日、三
み

十
そ

日
か

を最後とす
る三日間。晦

つごもり

日は月が隠れるの「月
つきごもり

隠」がいわれとされている。一か月（360度）の後半月（180
度から）の一部であり、それを五分割した最後の五番目に当たる。十分割のサラースにおいても最
終サラースとなる。およそ350前後から360度の間がその領域になる。二十八宿においては二十八
夜月までであり、その後はヴェールに隠れて姿を見せない。それが一日か二日続くことになる。
二十八夜月がわずかに明け方東の方に細い姿を弱々しく見せるだけで、すぐに陽光に消されてしま
い姿が見えなくなる。
　月末に当たる第十サラース「二十八夜月～三十夜月」については、代表語にミハークMihaaq（隠
れ月）を挙げておいた。が、他に多くの別な用語がある。というのも二十八宿の関連でのサラース、
及び小の月（二十九日）、大の月（三十日）との関連からの用語が混入しているからである。小の
月は二十九日で終わり二夜しかないため、サラース「三夜月」の構成が取り得ず、従って用語も存
在しない、二十八夜以降は各夜の個々の言い方しか採っていないとしている学者もいる。下記ミハ
ークは、Qal（Ⅱ360）などは「二十八夜月」のみを指し、「二十九夜月」の方はサラール saraarと
別にしている説もある。
　とは言え、まずミハークMihaaqの用語説明をしておこう。ミハークは、月末の月面を捉えた言
い方で「消されるもの、消滅せられるもの」の義で、月本体のみか月光をも言い表しており、せい
ぜい二十八日の夜に、それも夜明けの東空に糸ほどの細く赤い月が東に見えるか見えないかぐらい
である。すぐに消されて見えず「隠れ月」となってしまう。太陽のすぐ西にあり、合となり、東に
通過することになるわけであるが、この間の二十九日（小の月）、三十日（大の月）には、太陽光
線によって見えないのである。それをアラブは、月が主体的に「ヴェールを覆う」という能動表現
を採る。わが国の「晦

つご

日
もり

」と同じ発想である。もう一つは夜の闇によって、もっと強烈な太陽光線
によって「消されるもの、消滅せられるもの」と受動表現がなされる。従ってミハークMihaaqは
もっと一般的に、「月や月光の見えない月末」の意味で「二十八夜月～三十夜月」を具象すること
になる。ミハークMihaaqは、またムハークMuhaaqともマハークMahaaqとも言われる。これを
動詞化したアムハカ amhaqaは〈月〉が「見えなくなる、隠れる」→「月末になる」との派生形を
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作る。
　「二十八夜月～三十夜月」第十サラースは二十八夜月を除いては月本体が二日ほど無い訳である。
それ故〈三夜月〉のサラースの用語を採らず、と言うより採り得ず、個々で一夜ずつ言い表す言い
方と、二夜と一夜に分ける言い方とがある。Masなどでは「二十八夜月～三十夜月」と「三夜月」
を一つに括らず、二十八～二十九月夜と三十夜月と「二夜」と「一夜」の二つに分けた形にしてい
る。ここで述べたミハークMihaaqを大の月の「三十夜月」として、前者「二夜」をダーリヤター
ニ（Daariyataani二人の身を隠す、紛らわす、惑わす者）と双数表記している。二十八夜月は一つ
のダーリヤ（Daariyah）として、見えない月は自らが「身を隠す者、紛らわす者」であり、それを
探す者には「惑わす者」になってしまうからである。二十九夜月は二つ目のダーリヤであり、この
両方を合わせてダーリヤターニ（Daariyataani）と呼ぶわけである。
　Hamuurの方は、再述することになるが、ここで述べたミハークMihaaq（隠れ月）は「二十五夜
月～二十七夜月」の方としており、ダアーディーDa' aadii（急かれ月）を最後である「二十八夜月
～三十夜月」であるとしている。またこれに続けて「二十八夜月～三十夜月」のみ「一夜月」ずつ
別名を記している。この点では Qalを踏襲したものであろう。いずれも「闇月」と称してよく、夜
闇の黒さを強調した用語にしている。「二十八月夜」はダウジャーウ Da"jaa'（漆黒の、真っ黒な、
黒い瞳のような）と、「二十九月夜」はダフマーウ Dahmaa'（黒鹿毛のように黒い）と、「三十夜月」
はライラーウ Laylaa'（最も夜らしい＝真っ暗闇）とに分けた形にしている。
　このMasや Qal、Hamuurの「二十八夜月～三十夜月」の分類の事例でも分かるように、月初め同様、
月末は日常生活のけじめ、節目や風俗習慣的関心が払われるため、いくつかの特別用語が存在する。
わが国でも三

み そ か

十日とか晦
つごもり

日の他にも、月尾、月尽
じん

とか習俗にもまつわる言い方があるように、アラブ
も実は上に挙げた月末用語の他にもいくつか持っており、それを少し紹介しておこう。それらの存在
は夜空、月、星をアラブが如何に頼った日常であったことがこうした事例でも明らかであろう。「小
の月」の月末となる「二十九月夜」は、上で述べたダフマーウ Dahmaa'「黒鹿毛」のほかにも、色で
はなく奥にこもっているとしてサラール Saraar（臍＝ surrahのように奥まって隠される、秘される）
との用語もある。「大の月」の月末の用語「三十夜月」は、「小の月」のものも含めてさらに多様であ
る。ダルマーウ Dalmaa'とは「月の最後の夜」の意味であるが、元は色の用語で〈斑

むら

の無い滑らかな〉
「真っ黒、漆黒」から由来する。他にガンマーウ Ghammaa'がある。「雲」ghaym、ghamaamahから派
生しており、「雲の多い、雲行き」が原義であり〈月が〉「雲で覆われている、先が見えない、雲行
きが怪しい」→「黒さ、暗さ、闇が雲のごとく覆っており、月が杳として知れない、存在が確認でき
ない」として「三十夜月」としての用語になった。さらにシャイバーウ Shaybaa'がある。「白髪の老
女、白髪交じりの女性」の意味で、他の部分が黒く頭が白いところから既に月初めの連想からの名
称であろうか。シャイバーウ shaybaa'はアシュヤブ ashyab（灰色の）の女性形であり、白黒入り混じ
っての「灰色」が原義にある。あるいは「老婆」の「老」に「月末」の意味をもたせているとも受け
取れよう。最後に紹介するファルタ Faltahは「不意打ち」であって、同じ「三十夜月」でも「月末」
に意味を持たせている。普通の「三十夜月」の意味の他に「不意打ち」の語義が連想させるように「神
聖月の月末」の特称でもある。プレイスラム期は宗教儀礼もからむ「神聖月」が七月、十一、十二、
一月である。この間は戦闘行為、流血沙汰を犯してはならなかった。十一、十二、一月は十二月の
ハッジュ（メッカ巡礼）のため「神聖月」となっており、ラジャブ（七月）は年度の途中に置かれ
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「孤立した神聖月」であった。敵対部族との戦闘、復讐戦、襲撃などが急に中止される。血気にはや
る戦闘員は「神聖月」が終わるのを、今か今かと待って、月末を迎える。我慢できない若者などは、
戦闘行動に出たくて手ぐすねをひいている。月が明けたか明けないうちにファルタ faltah「不意打ち」
を喰らわせるのである。このため、「月末」の一般義のほかに、特に神聖月の七月と一月との最後の
夜はファルタ「不意打ち」を狙われる恐れがあった、そんな状況語なのである。
　「晦日」「月末」を表す代表語はサルフ Salkh（脱皮）である。この語は語根からして〈節目の終
わりと新たな節目の準備〉の意味を実現する。「（月が）終りになる」動詞は salakhaという。「古い
皮を脱ぐ・剥ぐ、脱皮する」などが意味の中心をなしており、新旧の節目になることが月の場合、
物体の「月の面」と時の「一か月」が同時にとらえられている。「月が末を迎える、終わりになる」
salakha al-shahruとは、動物が古い羽毛を換えるように、蛇が脱皮するように、月が古い一か月の
装いを脱ぎ捨てて新鮮な明るい装いで現れるその期間の意味である。「（一か）月が我々を一脱皮（＝
一皮）、一脱皮と脱がし去る、われわれに時が過ぎゆくとともに）salakha-naa al-shahru salkhan wa-

salkhan idhaa madaa "annaa （Tha.353）。同族語に mislaakh（剥がされた皮）があり、有名な「彼は人
間の皮をかぶった動物だ」との言い回しがアラブにはある。例えば「彼は人間の皮をかぶった驢馬だ」
huwa himaarun fii mislaakhi insaaninとは一見利口そうに見えて実は愚か者であったり、ひ弱そうに
見えて実は頑強者であったり、した場合に言われる。なお salakhaは対象が同じ「時」ではあるが、
月ではなく昼夜（nahaar、layl）の交代の場合にも用いられる。
　同じく「晦日」「月末」を表わす用語にナーヒラがある。ナーヒラ（naahirah、pl.nawaahir, 

naahiraat）とは、「月の最初の、または最後の日あるいは夜」と言う語である。ナヒーラ（nahiirah、
pl.nahaa'ir）とも言う。いずれも nahr（胸の上部、のど元→日の初め、月の初め）から由来しており、
月末と同時に月始めも意味している。
　そして新月（hilaal）が装いを新たに顕われたのが確認されると「新月我らが上に昇り来たれり」
ahlalnaa hilaala sl-shahri al-jadiidi などと新月出現イフラール Ihlaalが喜びをもって迎えられる。　
　なお以上のサラース（三夜月）、ないし「～夜月」の用語に共通性のあることをお気づきであろ
うか。グラル ghurar、ヌファル nufal、トゥサウ tusa'、ウシャル 'ushar、ビード buyad＞ biyd、ドゥ
ラウ dura"、ヌカル nuqal、ズラム zulam、 ブハム buham、これらの用語のすべては、/CuCaC（un）/
の語形態を採っている。この /CuCaC（un）/は、不規則複数形の形態であり、改めて「三夜月」ご
とが複数であることを想起させている。そして個々の単数を例に採ると「二十八月夜」はダウジャ
ーウ da"jaa'（漆黒の、真っ黒な、黒い瞳のような）、「二十九月夜」はダフマーウ dahmaa'（黒鹿毛
のように黒い）、ダルマーウ dalmaa'、 「三十夜月」はライラーウ laylaa'（最も夜らしい＝真っ暗闇）、
シャイバーウ shaybaa'のように、月は男性なのにも関らず /CaCCaa'/の女性形容詞語形を採ってい
ることを注記しておきたい。ジェンダーは男性ながらバドル（満月）の表象を見れば明らかなよう
に、そのかもし出す形象や属性が女性的であることは否定できないほどにアラブの月観にも表われ
ている。

　　3－10－1　「二十八夜月」ibn thamaani wa- "ishriin

　「二十八夜月」以降は上に述べたように、もはやサラース「三夜月ごと」のくくりができないこ
ともあり、一夜ごと個々に用語を当てはめているケースもある。「二十八夜月」イブン・サマーニ・
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ワ・イシュリーン ibn thamaani wa- "ishriin。その夜の「月の宿」は何処か。月はこの夜、太陽の宿
る宮（burj）（例えば牡羊座）とは東に330度辺りにある。黄道十二宮を分割した二十八宿の、最
後の二十八番目に在って一か月の円を締めくくる。牡羊座からならば第二十八宿バトゥン・フート
「魚座　魚の腹」Batn al-Huutがその「月の宿」（manzil）である。即ち魚座のδ星を中心にした宿、
または同経度にあるアンドロメダ座のβ星、これが作る宿に月はほんのりとした見えるか見えない
かの身となって、光も弱々しく微かな光を地上に送る。
　図表5第四スブウの一か月¹⁄₄天球図では真上に描かれている。第二十八夜、その夜には、明け方
に太陽とほぼ同時か直前に昇って来るために、それに拭き消されるように見えない。見えたとして
も、繊月であって余程目の良い人でなければ見えない。その見え隠れする月であっても、それを迎
え入れて宿を提供するのは「月の第二十八宿」。月相図ではほぼ闇に包まれ明るさが全く見られな
い「第二十八夜月」の月面を見せている。そしてその月が休む宿、第二十八宿バトゥン・フウト「魚
の腹」は宿上では、魚座の最後⁵⁄₇から⁷⁄₇までと締めくくられる。天球図の円の大外の第二十八夜
月の宿の象徴図では、第二十七夜月のと同様な仕草であり、半人のキメラかは定かではない。前夜
の人物は髭を生やした一人前の男であったのに対してこちらは若者であり、また下半身が定かでは
ない。飛翔脱皮して新月へ移行してゆく姿なのか、また何か怪獣に飲み込まれているようにも見え
るが…。ひょっとしてその怪獣が分点の隙間に潜むドラゴンヘッドやドラゴンテールであって、牡
羊へのバトンタッチとしての天球の、二十八宿の循環（を乱すの）を象徴しているのかも。
　シジスターニーは「二十八夜月」について、以下のような俚謡を伝えている：

①　二十八夜月、それは ibn thamaani wa- "ishriin

②　太陽の光線と競い合う  asbiqu shu" a"a al-shams

③　寄合も長引くこと無し  laa utiilu l-jals

（shamsと jalsとが押韻）
　二十八夜月は太陽よりもほんの直前に昇ってくるため、〈太陽の光線〉と asbiqu（競い合う、な
いしはそれに先んずる）ことになる。二十八夜月が夜明けと日の出の間に昇って来る。アラブの観
測眼の鋭さが表出されていて面白い。ところでこの場合の光線（shu" aa"）とは、現今では太陽で
も月でもそこから発する「光」のことを指して用いられるが、本来的には太陽のみの光線を指して
用いられたのであり、しかもギラギラするような強烈な光線ではなく、日の出や夕陽に見られる、
どちらかと云えば弱々しい赤味を帯びた光線を指して用いられたことに留意されたい。夜明けが来
ても闇の黒さの中にすぐに太陽光線が反射するわけではない。周知のように夜明けは夜が白んでき
て、それが白く広がるのである。その白んできた空にやがて直接太陽光線が射して赤味を帯びる。
これがここでいう shu"aa"なのであって、この時期に「二十八夜月」が昇るとアラブは信じている
のである。この月が昇る頃になると、多くのテントの民は起きだしていて、朝仕事の準備を始めて
いる。一日の仕事始めで忙しいため、何か相談事があって寄合（jals）があっても、時間をかけて
長居することは誰も出来ない。月本体からすれば太陽と寄り合うことも、接近が長引くことも忌避
することになろう。
　シジスターニーでは②までであり、③はマスウーディーの方（「二十九夜月」）で補った。押
韻関係からここが相応しいからである。後者では、この前夜の「二十七夜月」の言い回しをこの
「二十八夜月」にそのまま持って行っている。またカルカシャンディーではアラブの俚謡はこの
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「二十八夜月」までであり、「二十九夜月」「三十夜月」は記載されていない。カルカシャンディ
ーの「二十八夜月」の記されたアラブの俚謡はシジスターニーの方では「三十夜」に記されてい
るので、後述する。
　さて月は十二宮の最後「魚座」はこの二十八夜月の宿を通過すると同時に、脱皮して新たな第一
宮牧羊座の宮に入ってゆく。実はこの間の闇空間が相当あることになるのであるが、第十二宮およ
び二十八宿についての、占星術がらみで運勢や吉凶観あるいは指針となるものは如何であろうか。
その一端をここで示しておく。十二宮を先に、二十八宿をその直後に記す。全体のブルジュ（宮）
⁷⁄₇とその細分であるマンジル（宿）³⁄₇の間に多少の食い違いがあるのは、マンジルの方がブルジ
ュを跨ったり、また部分的なあるいは一時的な解釈がそこに投影されて調整的な役割も担っていよ
う。この種のものには付き物である。
　月が第十二宮星座魚座・双魚宮のブルジュ（塔）に在る間、即ち第二十六マンジル（宿）の¹⁄₇、
第二十七マンジル、第二十八宿すべて（いずれも³⁄₇）、とに宿る間の指針・吉凶・運勢は：

月が双魚宮に宿る時、学問、神学を学ぶべし
諮問すべきことは相談役や法官に意見を求めよ
新調衣類の着用するが良い
出血は差し控えるべし

　月が第二十六マンジル（宿）にある時の運勢は第十一宮水瓶
がめ

座のところで述べた。次の第二十七
マンジルにある時の運勢は：契約・協約を結ぶのには、最初はうまくゆくが最後は被害を受け揉め
事で終わることになろう。旅行は差し控えた方が良い、船旅では危険と労苦が伴うことになろう。
奴隷を購入するのにもよくない、性悪な者となろう。捕虜になった場合は、牢獄からは解放される
ことはない。（日本を含む中国を中心とする東アジア文化圏の宿曜道二十八宿観では第十四番目の
「壁」宿に当たり、独自の「旅行や行動で南に行くは凶」などの運勢判断がなされている）
　月が第二十八マンジル（宿）にある時の運勢は：契約・協約を結ぶのには、最初はうまくゆくが
最後は失敗に終わることになろう。奴隷を購入するのに不向きで、性悪で短気、奢り高ぶるの者と
なるであろう。捕虜になった場合は、牢獄からは解放されることはない。（東アジア文化圏では第
十五番目の「奎」宿に当たり、「万事が吉」と吉日と判断されているようである。アラブ・イスラ
ム圏の二十八宿観の運勢判断として全体を観ると、奴隷や捕虜になった場合など、近代以前の関心
がうかがい知れよう）

　　3－10－2　「二十九夜月」ibn tis"  wa- "ishriin

　「二十九夜月」の別称ダーリヤ Daariyah（隠れ月）、ダフマーウ Dahmaa'（黒鹿毛月）、サラール
Saraar（秘月）については3－10節第十サラースのところで述べた。
　「二十九夜月」 イブン・ティスウ・ワ・イシュリーン ibn tis" wa- "ishriin。その夜の「月の宿」は
何処か。月はこの夜は、太陽と「合」となって、身を全て覆い尽くしたまま、宿も定かでなく姿も
現さない。しかし時には東に在る太陽との距離が少し空いていたり、その間に雲があって暗さがあ
る場合、糸のような二十九夜月が見えることもある、特に遠視の効く者には。
　シジスターニーは「二十九夜月」については以下のような俚謡を記している：
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①　二十九夜月、それは ibn tis" wa- "ishriin

②　痩せ細りて縮こまり  da' iilun saghiirun

③　視力良い者以外　観る能わず  wa-lã yarã-ni illa al-basiirun 

（saghiirunと basiirunに押韻あり）
　「痩せ細りて」の原語 da' iilは、当然「月の身体」を形容しての語句なのだが、「太陽」を忌み嫌う「月」
のこと、具体的には本来あるべき身体のサイズを小さく、縮こませている状態を言うのであり、従
って「見つからないように隠れようとする」及び「目立たないように」という心的状態がモチーフ
になっている語である。それ故にこそ、この月を探そうとする basiir即ち「目の良い者」だけにわ
ずかなチャンスがあることになる。すっぽり覆った月の身体でもちょっとした仕草が時には見える
こともあろう。実際は多くの場合太陽に隠れて見えない。この隠れ月の状態は、小の月は二十九夜
月だけになるが、大の月の場合は翌三十日まで続くことになる。
　マスウーディーでは、すでに述べた如くこの「二十八夜月」の言い回しとして記している。
　
　　3－10－3　「三十夜月」ibn thalaathiin

　三十夜月、三十日月の別名ライラーウ Laylaa'（最も夜らしい夜）、ダルマーウ Dalmaa'（漆黒月）、
シャイバーウ Shaybaa'（灰月）、ファルタ Faltah（不意打ち月）については3－10節第十サラース
のところで述べた。
　「三十夜月」イブン・サラースィーン ibn thalaathiin。三

み そ か

十日月、その夜の「月の宿」は何処か。
「二十九夜月」から既に月は「宿」を持たず、ヴェールで覆われたまま、或いは脱皮して翌日を待つ。
二十九夜月と新月の朔月とを埋める太陽と同経度の天球空間を指す。従って小の月では無いことに
なる。従って大の月となり、これ以上月が隠れ、隠されることがなくなる。
　　「三十夜月」に関して、シジスターニーの「夜や昼の書」に記される里謡には：

①　三十夜月、それは ibn thalaathiin

②　新月が待たれる  hilaalun mustaqbal

③　星没するのが速いこと  sarii" u l-uffal

（mustaqbal と uffal とが押韻）
　「新月 hilaalが待たれる」と記されている。新月が現れない場合、その時点のその夜から「三十夜月」
を迎えることになる。即ち翌朝は「三十日」の「大の月」が続くことになる。太陽と全くの同時に、
あるいはいくらか遅くに昇るため、月はまったく姿を見せない。夜間は従って闇夜であり、星月夜
が微妙な明かりながらも冴えることになる。見上げて、対話するはずの月は、その影も形も見せな
い。そのため、見上げる夜空は、月との出会いではなく、月光がないためその分はるかに光度を増
した星月夜の方に関心が奪われている。月日の目安としても、改めての星への認識が更新される。
星を見つめていると、星々の位置取り、星座の星取りなど、それらと関係した逸話を思い出しなが
ら、仰いでいると闇夜であるためその移動の速いこと、没するのが速いこと。我々も日没時や月の
運行でよく感じることである。
　上の俚謡で「星没する」は原語ウッファル uffalが用いられている。ウッファル uffal とは aafil（西
没するもの）の複数形で、押韻の関係上用いられた。動詞 afalaは「〈月・星〉が没する」を意味し
ており、アーフィル aafilはその能動分詞形である。複数形であるのは個々の星の西没がアーフィ
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ルであり、同経度にある複数の星、特に星座の西没がウッファル uffalに当たるからである。まさ
に「星月夜」なので全天の星が良く見え、その移りも速く感じられる。なおこの語ウッファルは
語根から動作主が〈天体〉であるところも興味深い。二十八宿などで専門用語となっているナウ
naw'ですら動作主は〈人間〉であり、（重い荷などで堪えられず）「崩れ落ちる、沈み込む」であって、
それが外延されているに過ぎない。なおシジスターニーには②までだけで、③は al-Mas" uudiiの記
述より補ったものである。

　　4　雨　一か月内の雨

　一か月の中でも特に雨の期待が出来ると、信じられる夜がある。それは二十八宿のナウ（日の出
時に西没する宿）に当たる日であり、各宿は十三日ごとに順次回って来るので、一か月のうちには
少なくとも二回、多くて三回のナウが見られる。ナウは一日で終わる場合もあれば、数日続く場合
もある。あるナウになると、空の気配が変わるのである。宿となる星ないし星々は、重荷を背負っ
たように西の地平線に消えてゆく。遊牧アラブはそれを湿気や雨を寄せ集めてくれるものと思い、
その行方を、その空の気配を祈るように見守る。祈りの姿は、そのナウの星々への誓いともなっ
たし、余りの乾期の時には、雨乞いも兼ねて何らかの行事を伴なった。イスラム期以降、異教信仰
の排除に伴って、公にはされなくなったが、メッカ・メディナ間にあったマナート神（al-Manaat）
は竜神よろしく水神でもあったらしく、その神域での雨乞いが行われていたようだ。マナート神は
三女神の中の主たる神体であって、ナウの時期には威力が増すものと信じられた。一説では名称マ
ナート manaatそのものもナウ naw' から由来しているとの説があるくらいである。メディナのアウ
ス族やハジュラジュ族ほか半島西岸の諸部族により信仰されており、両部族もメッカ巡礼の際、そ
の最後の儀礼である剃髪はメッカでは行わず、このマナート神の前で行って巡礼の完了としたこと
が伝えられている。しかしムハンマドのメッカ征服と前後して、その偶像神も神域も破壊されてし
まった。その使命をおびたのがアリーであり、その神殿の宝剣の一つが預言者からアリーに渡され
たあの有名なズー・ファカール（Dhuu al-Faqaar）の二股剣であった。マナート神の威力やナウの
観念だけは根強く残り、ナウの折はそのナウの宿を構成する星々を眺めやり、祈りや雨乞いを念ず
る風習は続いた。山羊座、水瓶座、魚座の中にある宿のナウはその宿名がサアド（幸運）と続くの
は、その雨のお蔭を言っており、雨季にも当たり、期待を外れることはあまりなかった。むしろ第
三宿のスラッヤー（昴）と第四宿のアルデバラーン（後追う者）のナウの頃は、四月から五月、最
後の降雨の期待がかかり、その頃の雨こそその後の乾期に牧草と農作物を約束してくれるものとの
期待感が満ちるものであった。第四宿のアルデバラーンは赤星であるため、縁起の良い宿とは見做
されていないが、御目出たくあり、豊饒性のある第三宿のスラッヤー（昴）のダバラーン（後追う
者）であるため水や降雨に関しては好感を持って迎えられた。月もまた湿り気を帯びたものとして
解釈されており、月がこれらの宿に体を休める時、一層の水や降雨の期待がかかるものであった。
　ナウ自体がその時期の降雨をも表すこともあり、「何夜月の雨」との特称は持たないが、矢張り「時」
の変わり目は、上に述べたように特別な「気」、「風」感ぜられるようだ、月替わりの前後には「何
夜月の雨」の言い方が残っている。「月始め」と「月末」とにである。
　一か月を二分して、既に述べたようにその前半月の夜をラジャル Rajalと言っていた。そしてこ
のラジャルの用語は〈雨〉の関与もある。双子座の日没後の出現（matla"）は冬の時期に向かう最
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初であるが、その折の雨をラジャルと言って、農牧民は喜んで迎えるものであった（Qut.181）。
　降雨の吉凶で言うと、ひと月の後半、即ち満月過ぎの後半月・カラフの日の雨は、喜ばれない。
（Qut.182）しかし三

み そ か

十日夜雨、晦
つごもり

日雨は別である。この雨をマタル・サラール matar al-saraarとい
っている。陰暦での話であるが、アラブ世界にはひと月の中、3－10及び3－10－2で述べた「最
後の夜」を指示する語サラール（saraar）があり、その夜の雨は御目出度いもの、祝福されるもの
（mahmuud）として古くから喜ばれたものである。もっとも借金や負債のある者は上で述べたよう
に別であるが。わが国でもひと月の最後の〈日〉を指示する語を持っており、みそか（三十日）と
かつごもり（晦日）とか言っている。しかしその〈夜〉を表わす語は無い。アラブに何故独立した「三十
日夜、晦日夜」の語サラールが存在するかと言えば、彼らの夜の文化の比重が影響していようし、
矢張り一日が何時から始まるかに関与していよう。日没から一日が始まることを考えれば、我々の
言う「二十九日の夜」は「三十日夜、晦日夜」にあたるわけになるのだから。サラールの夜は真っ
暗闇である。面白いことにこの夜・サラールに降る雨 matar al-saraarは、降雨後の土地の豊饒さと
牧草の潤沢さを約束してくれる、とアラブは信じて疑わない。農業に携わる者には土地の豊饒さ
（ghazaarah）から農作物の豊作を、そして牧畜の関係者には牧草の潤沢さ（kathrah al-kala'）から家
畜の肥育と多産の繁殖を期待できるとして。
　更にその「三十日夜、晦日夜」サラールが「月の宿」の星没ナウと重なれば、喜びが倍加される。
というのも上に述べたように、ナウの日もまた「降雨」の期待が大きいからである。二夜連続する
雨を期待してか、祈りか：

それらのナウ　月の晦夜と交わる 

　　talaqqaa naw'u-hunna saraara sh-shahr

ナウの何と良きかな　秘儀（の喜び）また倍加されん
　　wa-khayru n-naw'i maa laqiya s-saraaraa

（Qut.180）
　上の詩句はウマイヤ朝砂漠派詩人ラーイーal-Raa" ii（714年歿）の作とされている。詩中冒頭の「そ
れら」とは manaazil（二十八宿）のこと。いずれの宿のナウにせよ、ナウはその時降る雨をも意味
する。それがサラールと重なれば、ただでさえ月は隠れて暗いうえに、雨雲に覆われている。雨の
暗闇に隠された秘儀が、何層倍にも重なって、嬉しいことこの上無い、と。
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